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　　　　序章






　十年前の母の死をきっかけに、趣味というものが無くなった。ひたすら力ばかりを求めるようになったからだ。

　敵はフィガロ魔皇国であり、フィガロの系譜フイガロエルヴエだ。輅ロ機キや魔法といった、常人には無い異能の備わる連中だ。何者でもない自分に得られる程度の武力だけでは、連中と渡り合うことなどできない。だから武力だけではなく、自らを律する胆力や、知略の礎いしずえとなる学力なども、時間を作っては磨き上げるようにして生き抜いてきた。

　祖国スィグア王国を滅ぼした仇きゆう敵てき、フィガロ魔皇国を亡き滅ぼす。──その宿願こそが、負け犬と蔑さげすまれるシリュウ＝スィグアを今日まで生かし続けてきた存在意義だ。




　シリュウは学問の研けん鑽さんを積むべく、魔皇国領セツキガルド州の領事館内を、地下の書庫へと歩いていた。

　魔皇国を揺るがしたクーデターの鎮圧から十日が過ぎた。魔皇国そのものはまだ落ち着いていない様子だ。だが相対するミランド王国との軍事力の差が著しいこの州は、総領事補佐官兼親衛隊長のシリュウに数時間の余暇が生まれる程度に、平穏を取り戻していた。

「ん？」

　書庫の扉が開いていたことに、シリュウは小さく首を捻ひねった。中に誰だれかがいるのだろうか。

　訝いぶかりつつ書庫に入ると、そこには書架の最上段に手を伸ばす少女があった。

　シルクのように澄んだ肌。儚はかなげなほどに華きや奢しやな四肢。銀糸にも似た長い髪が、照明の光を弾はじいて白く煌きらめいている。

　セツキガルド州の総領事を務める十五歳の義ぎ妹まい、エトラだ。白しろ銀がねの聖女と謳うたわれる皇女が、小こ脇わきに本を数冊抱えたまま、踏み台の上で背伸びをして手を伸ばしている。書架の最上段の本を取ろうとしているらしい。

「ひゃっ!?」

　そのエトラが最上段の本をどうにか抜き取った拍子にバランスを崩し、

「大丈夫か、エトラ」

　踏み台から倒れ落ちそうになったところを、シリュウはエトラの背中に腕を回して抱きとめた。

「……お義に兄い様さま？」

　きょとんと見開かれた灰色の瞳ひとみ。やや放心状態のエトラが間近から見上げてくる。

　だが少しして、その透きとおるように白い頬ほおを緩ませた。

「ありがとう、お義に兄い様さま」

「いや。それよりこんなところで何をしていた？」

「祝辞の参考になりそうな文献を探していたのよ。明日はゼウルお兄様の立りつ太たい子し礼れいが執り行われるでしょう？」

「そういうことか。しかし書庫にくらい人を遣やれば良かっただろうに」

「人を使うのは苦手なのよ。けれど今度からはそうした方が良さそうね。危うくつまらない理由で怪け我がをするところだったもの」

　腕の中のエトラが、こちらを見上げて柔和に微笑ほほえむ。

「あなたにはこうして助けてもらってばかりね。ありがとうお義兄様、私の危機にはいつも駆けつけてくれて」

「犬は鼻が利くからな。花が麗しく匂におい立てば誘われもするさ」

「えっ!?……その、抱きしめられながらのそのセリフは、あなたの気き障ざな性分を知っていても口説かれているように聞こえるのだけれど」

「そ、そうだな。それは……すまない」

「……もう」

　なんとなく互いに言葉に詰まり、少しぎこちなく体を離した。……どうやらまたやってしまったらしい。

　エトラが頬ほおを染めつつ、本を机上に置いて気を取り直すように咳せき払ばらいする。

「……まったくもう。それより、お義兄様はどうしてここへ？」

「時間が空いたので適当に学びに来た。今日は軍事訓練も無ければ、お前が領事館に籠こもっているので護衛の必要も無いからな」

　シリュウも半年前までは高校に籍を置いていたが、エトラの親衛隊長に就任したことで更に多忙になったので退学した。学力を得る手段は、今では自主学習のみとなっている。

「そうだったの。それでは祝辞を書き終えたら紅茶を差し入れてあげるわ。お義兄様が私に振舞ってくれたことはあったけれど、私からは無かったでしょう？」

「淹いれられるのか？　大したお姫様だ」

　感心していると、エトラが自虐気味に苦笑を浮かべる。

「アメアにいた頃ころに色々と身につけておいたのよ。十五歳になって任地に派遣されれば、私には何の後ろ盾も無くなるもの。……体も弱く母方の家格も低い私は、まずは他ほかの兄弟達に取り入らなければ、成り上がれないでしょうから」

「ああ……そうだな」

　義ぎ妹まいのその言葉に、シリュウも自虐気味に呟つぶやいた。

　エトラの父は皇帝オルドネスだ。母はアメアという公国の姫だった女性だ。だがアメアは四十年前、フィガロ魔皇国の建国時に併合されて滅亡した。

　シリュウの祖国であるスィグア王国も、十年前にフィガロ魔皇国によって滅ぼされた。王であった父は殺され、王妃であった母は死に追いやられ、国民は事実上の隷属民に貶おとしめられた。

　そして唯一の王子であったシリュウは、フィガロ魔皇国の皇族にさせられた。だが皇族といっても名ばかりのもので、皇位継承権も尊厳すらも無かった。

　祖国を滅ぼされた二人は、やがてフィガロ魔皇国への復ふく讐しゆうを胸に誓った。だがシリュウもエトラも一人では無力に等しい存在だった。

　しかし半年前、そんな二人が手を取り合い、同じ宿願を遂げるべく共闘するようになって──。

「そんなお前が、ここまで来たのだな」

　噛かみしめるように呟つぶやく。

「ええ。皇位継承順で最下位だった私が、今では事実上の第二皇女よ」

　エトラも目を伏せて、噛みしめるように呟いた。

　フィガロ魔皇国では、当人が上げた功績の大きさによって皇位継承順位が定められている。現時点ではエトラは第九皇女なのだが、これは皇帝の九女ということではなく、皇位継承順位第九位の皇女ということだ。

　その第九位という順位も過去のものになろうとしている。十日前、第一皇子と第二皇子と第四皇子がクーデターを起こし、鎮圧されて命を落とした。これにより、近いうちに皇位継承順位の序列が更新されることが決まっている。

　それに先駆けて明日、第三皇子のゼウルを暫定皇太子に指名する立りつ太たい子し礼れいが執り行われる。現存する皇子皇女達の中で最も功績を上げていたばかりではなく、今回のクーデターの鎮圧においても多大な活躍を遂げたためだ。

　そしておそらく、ゼウル同様にクーデターの鎮圧に大いに貢献したエトラは、第二皇女に収まることだろう。

「とはいえ満足できる地位ではないわね。願わくは祝辞を送る立場ではなく、送られる立場になりたかったのだけれど」

「そうだな。だが上るべき階段も残りを数えられるほどになった。あとは一段一段、踏み外すことなく踏破するだけだ」

　ここからは、その一段が途方も無く高いのだろうが。そんなことを思ったが、言葉には出さないようにした。

「それにしても、明日の立太子礼にお前が呼ばれないとはな。そもそも皇位継承順位一ひと桁けたの連中はゼウル本人しか参加しないらしいが」

「クーデターの影響を考慮してのことでしょうね。反乱の動揺に加え、有力な皇子達が死亡したことによる魔皇国の弱体化。敵国が何かをするうえでこれほどの機会は無いわ。実際イリスカヤ連邦はもちろん、皇帝オルドネスが引上げたナプトラ共和国や、私達と相対しているミランド王国も、何やら動き出しそうな気配があるもの」

　確かにそうらしい。ミランド王国軍がセツキガルド州との内海沿いに軍を集結させている、という報告が先日あった。他国の動きも似たようなものだろう。

「だからこそ序列上位のフィガロの系譜フイガロエルヴエは前線に留とどめたままにする訳か。簡単に滅亡してくれそうもなくて残念だ」

「ええ、本当に」

　祖国を滅ぼされた復ふく讐しゆう者達は、自虐的な笑みを浮かべ合った。

　立りつ太たい子し礼れいにはエトラは祝辞を送るだけだ。ここセツキガルド州からはエトラではなく、エトラの補佐官を務める第十七皇女のユーリが列席することになっている。

　そもそも状況が状況であるだけに、立太子礼も略式になるそうだ。本来であれば明日、新たな皇太子に指名されるゼウルは、もっと盛大に祝福されていたはずだというのに。

　……そういう意味では不ふ憫びんかもしれないな、あいつも。

　一つ溜ため息いきをつく。すると、宝飾代わりに腰に佩はいている剣が、ふと重みを増したような気がした。

　十年前、ゼウルは自分に復讐心を告白させてみせた。そのうえであの男は、自分に生き抜く為ための力を授けた。

　そして十日前、仇きゆう敵てきフィガロ魔皇国の新たなる皇太子は、自分にこの剣を託した。

　一度、ふとその剣の柄を握り、呟つぶやく。

「……何にしても、皇太子が他ほかの兄弟ではなくゼウルになるという点は、これまでよりはまだ希望が持てる」

　あの男ならば、この国を亡き滅ぼす必要の無い国に作り替えるかもしれない。今なお虐げられているスィグアの民を──父上と母上の民を、救い出してくれるかもしれない。

　復讐を捨てるという選択肢を、自分達に与えてくれるかもしれない。

「けれどお義に兄い様さま、あの人も──」

　と、不意にエトラが言葉を漏らした。

　だが。

「……いいえ、何でもないわ。……きっと」

　そう言って頭かぶりを振ると、エトラがその桜色の唇を結んだ。

　地下の書庫には古書の匂においが漂っていた。微かすかな黴かび臭くささとインクの匂いが混じり、少し鼻先につんとくる。

　その反面、埃ほこりっぽさをまるで感じないのは、おそらくセツキガルド人の職員が館内を丁寧に掃除しているからだろう。

　ふと、そんなことに気付かされた。













「戻るとするか。これは総領事の居室に運べばいいのか？」

　自主学習用に歴史書を何冊か見繕うと、シリュウは机上のエトラの本に重ねて持ち上げた。

「あ……ええ、居室に。けれど自分の分は自分で持つわよ？……その、先程は重みで少しバランスを崩してしまったけれど」

　少しばつが悪そうに言うエトラの頭を、シリュウは片手を空けて軽く叩たたく。

「このくらいは働かせてくれ。後でお前の淹いれた茶を飲ませてもらえるのだろう？　それに比べれば安いものだ」

「……そう？　ありがとう。相変わらず気き障ざな男ね」

「そこは慣れてくれ。今更変えようが無い」

「変えるつもりが無いだけでしょう」

　エトラがたしなめるように顔を覗のぞき込んできた。

　そして不意に、噛かみしめるように微笑ほほえむ。

「けれど……そうね。もう少し時間を掛けながら、慣れていきたいわ」

　柔和に横に広げられる、桜色した薄い唇。

「そうしてくれ」

　小さく苦笑すると、シリュウはエトラと共に踵きびすを返した。

「あ──」

　と、その時だ。ふと扉の傍そばに立て掛けられたそれが目に入り、思わず足を止めた。

　古い地図だ。半世紀ほど前の世界地図が、額に収められて壁に立て掛けられている。

　地中海とドーバー海峡の間には、エスノワ共和国がある。フィガロ魔皇国の前身であった国だ。

　そして、エスノワの北東部にはブルーク王国と小さくアメア公国が隣接していて、ブルーク王国の北にはスィグア王国が隣接している。

　五十年前には存在していたそれらの国々は、フィガロ魔皇国によって、地球上から姿を消していた。

「あと二人ね」

　エトラが言った。鈴を転がすように澄んだ、凛りんとした声で。

　シリュウはじっと古い地図を見つめ、深く頷うなずく。

「ああ。暫定皇太子ゼウルと、皇帝オルドネス。お前の上に立ちはだかっている者は、あと二人だけだ」

　深く静かに言葉を吐き出すと、亡国の王子と姫は、地下の仄ほの暗ぐらい廊下へと足を踏み出した。









　　　　第一章◆歯車は軋きしんで廻まわる






　立りつ太たい子し礼れいの翌日。ゼウルは供を一人連れて、南エスノワ州の州都にある腹違いの兄の居城を訪れていた。

　壮年の家宰に案内される形で、ゼウルは城内を見回っていく。兄の家を支えてきた貴族達と挨あい拶さつを交わし、使用人達にうやうやしく礼を示される。

　だが、彼かれ等らが満面に湛たたえる笑みの奥底からは、畏おそれと憎しみが滲にじみ出でていた。

「歓迎されていないようですね」

　周囲に家宰しかいなくなった折、亜麻色の髪をウォーターフォールにした少女が無感動に告げてきた。十八歳の第十四皇女、セリナだ。ゼウルは総領事補佐官でもあるこの少女を供として連れている。

「い、いいえ、決してそのようなことは。我々一同、このたびのゼウル殿下のご恩情には感謝の念しかございません」

　慌てて否定する家宰に、ゼウルは手をひらひらと振って笑い飛ばす。

「あー、別に気を損ねたりしねえから取り繕わなくてもいいぞ？　さすがに俺も歓迎されるとは思ってねえからよ」

　ここは半月ほど前まで第二皇子だった兄、クロードの家の居城だ。バートレットとクロードとローラン、この三人の兄がクーデターを起こしたことにより、彼かれ等らの母方の家々は立場を悪くした。そこでゼウルは、その三家を庇ひ護ご下に迎えることにしたのだ。

　ゼウルは三家を迎え入れる為ために自ら挨あい拶さつ回りをしてきたが、それもこのクロードの家で最後だ。さすがにクーデター鎮圧の中心人物であるゼウルに対してはただならぬ感情があるらしく、先に訪問した二家でも、ゼウルへの態度はこのようなものだった。

「ま、うわべだけでも割り切ってくれるなら充分だ。それに俺に言えたセリフでもねえが、そう簡単に鞍くら替がえされたんじゃクロードも浮かばれねえだろ」

　そもそも背後から刺されてもおかしくねえ関係だからなあ。そう思ったが、さすがにその言葉は飲み込んだ。

　他人に恨まれるのは趣味ではない。だがそれを厭いとうつもりも無い。フィガロの系譜フイガロエルヴエに生まれるというのは、いや力を持つということは、これを背負って生きるということだ。

　今更それを下ろすつもりは無い。自分が多少なりとも特別な存在であると気付いた時、生涯それを背負い続ける覚悟を決めている。

　とはいえ、一人じゃなく誰だれかと分担して背負う方が理想なんだが。そんなことを思い、ゼウルは密ひそかに肩を竦すくめた。

「殿下、予定の時刻です。スィグア州へと向かいましょう」

　ゼウルと同じく殿下と呼ばれるべきセリナが、腕時計を見やりながら言った。

　魔皇国の戦力の要かなめは輅ロ機キだ。その輅機をオルドネスの次に巧みに駆るゼウルは、なるべく早くイリスカヤ連邦との戦線に戻ることを望まれている。だが今はその前に、総領事を兼任する州の一つ、スィグア州での仕事が残っているのだ。

　親友にして義弟であるシリュウの祖国は、今はゼウルの統治下にあった。

　家宰が頭を下げてくる。

「お急ぎでしたか。長居をさせてしまって申し訳ありません。本日ゼウル殿下に拝謁する者は以上です。それでは基地までご案内して、お見送りさせていただきます」

「ん？　もう全員会ったのか？　まだあの美人のお妃きさきさんを見てねえが」

「──殿下」

「ああいや何でもねえ。まだパメラ妃殿下を見てねえが」

　セリナに抑揚の無い声で睨にらまれた。この少女も目元の強い美人顔なので少し怖い。

　家宰が恐縮そうに頭を下げる。

「それが、その……誠に申し訳ありません。妃殿下は体調を崩されておいででしたので、本日はご自愛いただくように、我々が強くお願い申し上げました」

「そうだったのか。そりゃ残念だ」

　軽い口調でゼウルは苦笑した。……ま、そりゃ伴はん侶りよのクロードを殺した俺の顔なんざ見たくねえよな。

　などと思った直後のことだ。

「──ああああああぁぁあぁあああっ！」

　背後からヒステリックな声。振り返ると、腰だめにナイフを握る女が眼前に迫っていた。

　クロードの妃きさきのパメラだ。その美び貌ぼうを怨えん嗟さに歪ゆがめるパメラの凶刃が、一直線にゼウルの左胸を捉とらえて──。

　金属音。城の回廊に、刃がぶつかり合う甲高い音が響く。

　パメラの凶刃ではない。そちらはゼウルがパメラの手を掴つかむことで阻んでいる。

　ぶつかり合った刃は、パメラの首を刎はねようとしていたセリナの剣と、それを阻止したゼウルの剣だった。

　斬きり掛かかる体勢のまま、セリナが視線だけを向けてくる。

「よろしいのですか。その者は殿下の命を狙ねらっていたようですが」

「そういう言い方はよせよ。義理とはいえ俺おれ等らの姉貴だぞ？」

「ですがその者はフィガロの系譜フイガロエルヴエではなく、夫もクーデターを起こした反逆者です」

「それでもだよ。兄貴を手に掛けただけでも業が深いってのに、その嫁さんまでどうこうするなんざ夢見が悪すぎる」

「そうですか。承知しました」

　無感動に目礼すると、セリナが剣を腰に戻した。

「よくも、よくもあの人を……っ！　今度は何をしに来たのっ!?　あの人の次は息子なのねっ!?　させるものですか……！　あの子は、あの子だけは私がああぁああ……っ！」

　なおもパメラがもがく。だがその細腕ではゼウルの手を振りほどくことができない。

　ここで、呆ぼう然ぜんとしていた家宰が我に返った。

「……だっ、誰だれか！　誰かおらぬか！　妃殿下がご乱心あそばした！」

　その大声で使用人達が駆けつけて、前第二皇子の妃は取り押さえられた。

「ま……誠に申し訳ございません！　しかしながら、妃殿下の行動は一時的に気を病んでのこと！　全すべては家宰の私が招いた不手際にございます！　どうぞ私めの命をもって償いとして、妃殿下や若様につきましては何なに卒とぞご寛大なる処置をお願い申し上げます……！」

　家宰が回廊に額をこすりつけて懸命に嘆願してくる。それに続き、騒ぎを聞きつけて集まってきた貴族達も平身低頭した。

　ゼウルは半笑いで嘆息する。

「あー、こうして何事も無かったんだから頭を上げてくれ。そりゃ何かしらけじめをつけてもらうことにはなるだろうが、正直あんまり無意味に死なれるのは損だ。大おお事ごとにするつもりは無えし、この家の面倒も変わらず見るから安心してくれ」

「あ、ありがとうございます、ゼウル殿下……っ！」

　顔を上げた家宰や貴族達が、再び額を回廊につけた。

　しかし、なおもパメラが罵ののしってくる。

「戯たわ言ごとを……っ。そうやって当家に取り入り、あの子もその手に掛けるつもりなのでしょう……！」

　剥むき出しにして睨にらみつけてくる瞳ひとみ。パメラがわななきながら金切り声を上げる。

「あの子だけは私が守ってみせるわ……っ！　そもそもどうしてあの子を狙ねらうの!?　その必要は無いでしょう!?　あの子はお前の脅威にはなり得ない！　だってあの子には魔力なんて──ほとんど無いのだからっ！」

「なっ？　妃殿下、そのことは──！」

　途端、家宰や貴族達が凍りついた。

　ゼウルもさすがに片かた眉まゆを上げる。

「ん？……魔力が？」

「あ……っ！　お、お前達、早く妃殿下をお部屋へ！　早く！」

「ええい、離しなさい！　あの子の為ためにも、あの人殺しだけは私が、私がああぁぁっ！」

　金切り声が遠く消えていく。貴族達や使用人達が慌ててパメラを立ち上がらせ、連行するように城内の奥へと隠した。

　だが今更隠したところで遅い。ゼウルの耳には既に重要な言葉が届いていた。

　ゼウルは家宰に向き直り、問とい質ただす。

「答えろ。クロードには幼い息子が一人いたはずだが、その子に魔力がほとんど無いというのは本当なのか。その回答をもって、今回の襲撃のけじめとする」

「あ……。く……！」

　こちらを見上げていた家宰が、苦々しく歯は噛がみして顔を伏せた。

　結局、魔皇国の王宮内での地位を決めるのはフィガロの系譜フイガロエルヴエの魔力だ。秀でた魔力を有しているほど戦場での活躍が約束される。戦功を上げることが約束されているからこそ、そのフィガロの系譜フイガロエルヴエを輩出した家の地位も約束される。逆にもう有力なフィガロの系譜フイガロエルヴエを輩出できないとなると、必然的にその家は発言力を落としていくことになる。

　しかしこれはけじめだ。家宰が観念して、ゆっくりと頷うなずいた。

「……事実です。お調べしたところ、若様には魔力がほとんどございませんでした。おそらく単純な魔法を一度放つだけでも、左腕に流れる血液が枯渇してしまうでしょう」

　魔法とはつまり、形あるものを形無いものに、形無い想おもいを形あるものに変換する現象のことだ。そしてその魔法を放つ代償として、術者の左腕に流れる血液が消費される。

　放つ魔法の優劣は、術者の魔力によって左右される。魔力が高いほど、エネルギー量の多い魔法を放つことができる。同じエネルギー量の魔法を放つにしても、魔力が高いほど消費する血液の量を抑えることができる。

　それとは逆に魔力が低ければ、術者は大量の血液を消費しなければならなくなる。低エネルギー量の魔法を放つだけで血液を枯渇させてしまうようでは、魔法を駆使することは事実上不可能だろう。

「そうか。……では、その回答をもって手打ちとする」

　家宰が正直に明かしたので、ゼウルも約束どおりに許しを与えた。

　だがその一方で、家宰の回答を反はん芻すうしながら考え込む。

　──そうか。クロードの子供も、そうなのか。

　ここを訪れる前に、ゼウルはバートレットとローランの家への訪問を済ませていた。そして実はその両家で既に、子供達には魔力がほとんど備わっていないことを理由に助命を嘆願されていた。

　……どうやらさすがに、偶然って訳でもなさそうだな。

　皇帝オルドネスの子供達、いわゆる第二世代のフィガロの系譜フイガロエルヴエでも屈指の魔力を誇る三人が、先日クーデターを起こした皇子達だ。三人はそれぞれ、第一皇子と第二皇子と第四皇子であった。後でシリュウから聞いた話によると、第一皇子だったバートレットの企てに他ほかの二人が賛同して、あのような事態を起こしたらしい。

　その話を聞かされた時、ふと疑問に思ったことがあった。

　一体何な故ぜバートレットは、自分にはその話を持ち掛けなかったのだ？

　おそらく序列上位の有力な皇子にだけ声を掛けていたのだろう。だがどうして第三皇子だった自分は何も知らされず、第四皇子だったローランには誘いがあったのだ？

　それに対する答がこれなのかもしれない。三人には子供がいた。そして三人の子供には、魔力がろくに備わっていないという共通項があったのだ。

　思い返せば、ローランは最期にこのような言葉を遺のこしていた。

　────おぬしから生まれる子こ倅せがれが、強きフィガロの系譜フイガロエルヴエであることを祈る。

　言葉どおり、これは祈りだったのだ。あの三人は第二世代の子供達、第三世代には魔力がほとんど受け継がれないことを確信して、クーデターを起こすに至ったのだ。

　だが分からない。何故あの三人はそれを偶然と思わずに確信した？　仮に確信したとして、何故クーデターという手段に訴えた？　何をそれほどまでに憂い、皇帝オルドネスを弑しいすることを決めた？

　その答を掴つかむべく、考えを巡らせて。

　兄達の思考を読み取るべく、兄達と交わした言葉の全すべてを反芻しながら、事実を基にして足りない部分を推察で組み上げていって。

　そして。

「……そういうことか」

　兄達に見えていたものに気付いて、ゼウルは一人、静かに呟つぶやいた。

　そんな時に、電子音が鳴り響いた。

　ＰＣＤに着信があるらしい。魔皇国が皇族向けに開発した、多機能型携帯電話機だ。

　ゼウルはＰＣＤと付属のＣＣＤカメラを出して顔の高さまで持ち上げ、着信に応じる。

『余だ』

　ＰＣＤの液晶画面に映る男が端的に告げてきた。威圧的に重く低い、荘厳な声。

　五十四という年齢を感じさせない若々しい髪。岩盤の山岳を思わせる屈強な巨きよ躯く。

　フィガロ魔皇国初代皇帝、オルドネス。大天使フィグに触れた過去を持ち、それによって無双の異能やオーバーテクノロジーを獲得したとされる、フィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖だ。

　十日ほど前にはナプトラ共和国との戦線にいたオルドネスだったが、クーデターによる国内の動揺を鎮めるべく、今は首都の王宮に腰を据えていた。

　そのオルドネスが尋ねてくる。

『ゼウル。己うぬはこれより、スィグア州に向かうのであったな』

「戦線に戻る前に片付けなきゃならねえ件があるからな。それがどうかしたか？」

『うむ』

　重く響く荘厳な声。猛もう禽きん類を思わせるぎらついた瞳ひとみ。

　その瞳を威圧的に見開いて、皇帝が嗤わらう。

『明日の件を公開して、その執行を、事前にシリュウに伝えておけ』

　一瞬、親友の名を出されたことに瞼まぶたが反応した。

　──罠わなだ。魔皇国の皇帝が、シリュウを釣り出す為ための罠を仕掛けようとしている。自分を皇太子に据えたことで、スィグアの負け犬を泳がしておく理由が失うせたのだろう。

　そうと悟りつつも、ゼウルは。

「仰せのままに、皇帝陛下」

　横柄にそう答えて、拝命した。

　どうやら時代が大きく動こうとしているらしい。軽口を叩たたきながらそれを察する。

　世界は今、魔皇国の皇帝を中心に回っている。その跡目は流動的であったが、ここに来て自分に一本化されつつある。

　戦力が削られてきたとはいえ、未いまだに魔皇国に比肩する軍事力を有する外敵はいない。魔皇国を内側から脅かす存在も、先日のクーデターでまとめて排除された。

　あとは、シリュウとエトラの二人を排除すれば、この皇帝の目指す世界は安泰となる。

　そうした時代のうねりを察しながら、ゼウルはオルドネスとの通信を終える。そして家宰達の見送りを断ると、セリナを伴って輸送機を待たせてある基地へと向かい始めた。

　城内から出ると、空が鉛色に曇っていた。これから向かうことになるスィグア州も、予報では天気は下り坂らしい。

　やがて雨が降るだろう。空を見上げるまでもなく、肌がそれを感じている。

　体にまとわりつく空気は、不快なほどに湿り気を孕はらみ、重く澱よどんでいた。

　……難しいな、国を背負うってのは。だがもう一刻の猶予も無え。こうなった以上、後はもう、俺が絶対者になるしかねえ。

　多くの罪を犯してきた。数えきれないほどの恨みを買ってきた。一人では背負いきれないほどの業を、長年に亘わたって積み重ねてきた。

　だが結局、強き者に生まれるとはそういうことだ。

　王になるということは、そういうことなのだ。

「腹くくって、賭けに出るとするか」

　吐き出したその言葉は、魔皇国を包む空へと消えていった。





　　　　●






　立りつ太たい子し礼れいの翌々日。シリュウはエトラと共に、領事館に隣接する軍事基地を歩いていた。今日はこの基地の作戦室で、セツキガルド方面軍の首脳陣による定例報告会があるのだ。

　そこで共有する情報の一部を、エトラが道中で話題にする。

「魔皇国との戦線に向けて、イリスカヤ連邦が今朝、一個師団を後方の都市から出立させたみたいよ」

「またか。さすがは超大国だな。戦力も無尽蔵だ」

「輅ロ機キのような戦術兵器こそ無いけれど、物量だけなら二つの超大国は魔皇国を凌しのいでいるわ。クーデターで弱体化していることもあるから、魔皇国の拡大路線はここで停滞するのではないかしら」

　小さく頷うなずいて、シリュウは眼まな差ざしを鋭くする。

「ならば俺達も魔皇国の隙すきをうかがうとしよう。……もしも付け入る隙があれば、即座に策を講じてオルドネスを排除する。そして俺達の手でこの国を滅亡させ、宿願を果たす」

「ええ。もしも機会が訪れたなら、その時には」

　仇きゆう敵てきの国の軍事基地で、二人は密ひそかに囁ささやき合った。

　建屋に入って地下へと進み、作戦室の前に辿たどり着く。そして扉を開けて入室すると、既にセツキガルド方面軍の首脳の一人が椅い子すに腰掛けていた。

　赤茶けた髪を肩口まで伸ばす、二十五歳の女性。第十七皇女のユーリだ。エトラが総領事に就任した直後から、国境に位置したこの州に予備戦力として配属されている。

　そのユーリがエトラに気付いて立ち上がる。

「おっと、総領事様を座ったまま出迎える訳にはいかないね──って、何だい。お伴の蛮族も一緒か」

　シリュウの存在にも気付いたユーリが、やれやれとばかりに頭かぶりを振った。

　その態度に一瞬エトラが顔をしかめかけたが、すぐに聖女の顔に戻った。シリュウ自身、庇かばったところで意味の無い場面では受け流しておいてくれとエトラに頼んでいる。

「ま、無法の蛮族スィグア人とはいえ親衛隊長だ。総領事の傍そばにいない方が問題か」

　ぞんざいに独りごつと、ユーリが一応とばかりにエトラに挨あい拶さつ代わりの一礼をした。

　エトラも楚そ々そと一礼する。

「ユーリお姉様。先日は私に代わっての立りつ太たい子し礼れいへのご参列、誠にありがとうございました。本日も前線基地からこちらまでご足労いただき、ありがとうございます」

「まあアタシがあんたを呼びつける訳にもいかないからね。それに立太子礼の件も当然のこと。あんたの代わりをあちこちで務めるのが、アタシがこの州に寄越された理由さね。総領事の妹様のご意向とあらば、アタシら木こつ端ぱ皇女は東奔西走もやむなしだ」

　まあ、あんたみたいにお偉い立場になる方がアタシはごめんだが。ユーリがそう独りごち、こちらを見やってくる。

「そこの負け犬もしっかり妹様を守ってやりなよ。あんたも一応、親衛隊長で補佐官なんだからさ」

「御意。過分なお言葉を賜り、恐悦至極にございます」

「なるほど、過分だね。アタシもそう思うよ」

　うやうやしく頭を下げるシリュウに、ユーリが乾いた笑みを漏らす。

「正直あんたみたいなのが皇族面づらしてるのは不愉快だね。ついでに言えば妹様にお仕えしなきゃならんのも屈辱。でもしょうがないね、第十七皇女あたりがアタシの限度だ。犬を相手に口を利くなんざ勘弁してほしいが、第九皇女の妹様に逆らえるほどアタシは強くない。エトラがあんたを人として扱う以上、アタシも人間の言葉くらい掛けるさ」

　投げやりにユーリが吐き捨てた。だがそこには悪意と呼べるほどのものは感じない。

　この皇女にあるものは、諦あきらめに似た悟りなのかもしれない。

「あっと言う間に偉くなったもんだね、あんた達は。まあ上を目指したきゃ勝手にしな。アタシは適当にやっとくさ」

「勿もつ体たいなきお言葉。ご期待に添えるよう、日々の務めに励ませていただきます」

「そいつは何よりだね。別に期待なんかしちゃいないが」

　粛々と目礼するシリュウに、ユーリがやはりぞんざいに答えた。

　だが不意に、ユーリが軽薄に肩を竦すくめる。

「殊勝なこったね。幼い時分にスィグアから引き離されて良かったじゃないか。『ペストとスィグアは隔離しろ』が古くからのヨーロッパの常識だからね。あの無法の蛮族どもの色に染まっちまってたら、こうも従順にはならなかっただろうさ」

　さすがに、これには眉まゆが微かすかに疼うずいた。

「……恐縮です」

　忠実なる負け犬を装う裏で、シリュウは密ひそかに歯は噛がみする。

　……古くからのではない。古い常識だ。確かに歴史を紐ひも解とくと、数世紀前までスィグア人に特にならず者が多かったことは認めざるを得ない。だが今のスィグア人を無法の蛮族扱いするのは、その方が貴様等らにとって都合が良いからだろう。

　他国を貶おとしめ、侵略を正当化する。それこそ古くからの常じよう套とう手段だ。

　ただ、ユーリに悪意は無さそうだった。単純にそういった意識がフィガロ人の間で根付いているということだろう。

　その意識を覆す為ためにも、この国を根底から覆す。

　だからこそ自分はエトラと手を組み、共に成り上がろうとしていた。

「──この作戦室も久しいのう。かつてはここの主あるじも妾わらわじゃったというのに」

　と、そこへ皇女がもう一人、作戦室に入ってきた。

　鋭く吊つり上がる紅の瞳ひとみに、焔ほむらのごとき朱い髪。紅の戦姫のディーヴァだ。かつては第五皇女だったが、シリュウやエトラの策略によって今では皇位継承権を剥はく奪だつされていた。

　ディーヴァの姿に、ユーリが苦い顔をする。

「今日はあんたまでいるのか。そういや半年前まではあんたがこの州の総領事だったね」

「いかにも。そこの聖女を手て籠ごめにしようとして返り討ちを喰くらい、とうの昔に落ちぶれたがのう」

　ディーヴァが目を薄くして、くつくつと自じ嘲ちようした。

　軍事国家のフィガロ魔皇国において、主戦力たるフィガロの系譜フイガロエルヴエは法よりも尊い存在だ。だがそのフィガロの系譜フイガロエルヴエも、絶対者である皇帝オルドネスに背くことは許されない。

　オルドネスは皇位継承権者同士による無む闇やみな闘争を厳しく禁じている。ディーヴァはそれに背いてエトラを害しようとしたために、処分を受けた。

「なれど、一時は握られておった妾わらわの命だけは、このとおり取り戻してくれたわ」

　くふ、とディーヴァが妖よう艶えんに笑い、その首を自ら撫なでてみせた。

　ディーヴァは罪人として処分を受けていた。失脚から半年を経て拘禁こそ解かれたが、その代わりに首輪型の爆弾を装着され、魔法を封じる為の腕うで枷かせも嵌はめられた。

　しかしそれらの拘束具も、クーデターの鎮圧に貢献したことにより、外されている。

「エトラよ、次に取り戻すべきはアンセムじゃわ。今は総領事の許可が降りねば想そう調ちようすることもできぬからのう」

　ディーヴァが挑発的に顎あごをしゃくり上げると、エトラが楚そ々そとした微笑を浮かべる。

「それではしばらくお待ちください。先日のクーデターにより、魔皇国は特に対イリスカヤ連邦の戦力を大きく削そがれることとなりました。そこで皇帝陛下より、ディーヴァお姉様を連邦との戦線に、という勅が内々に下されております」

「それは重畳。ミランド王国の野の兎うさぎどもよりは、まだあやつらの方が骨があるじゃろう」

　ディーヴァがその豊かな胸を反らし、口を三日月形にした。

　……想そう調ちよう、か。ディーヴァが発したその言葉に、シリュウはふとエトラを見やる。

　想調とは魔法の一種で、フィガロの系譜フイガロエルヴエが相手の体内に入り込んで同化するというものだ。これは輅ロ機キだけでなく、人間が相手でも可能である。

　シリュウとエトラが共謀者となったのも、元を辿たどれば想調する為ためだ。エトラは稀け有うな魔力こそ有しているが、体質的に血が乏しい。満足に輅機や魔法を駆使できる体ではない。

　そこでエトラはシリュウと想調することにした。人間と想調すれば、魔法の使用によって消費する血液が、自身ではなく想調した相手のものになるためだ。

　とはいえ人間との想調にデメリットが無い訳ではない。互いを強く想おもい合っていれば魔力が高まる反面、心を通わせていなければ魔力が低下してしまう。

　それに、フィガロの系譜フイガロエルヴエに体内に入り込まれる側にはリスクもある。フィガロの系譜フイガロエルヴエの意思次第では、肉体を完全に乗っ取られてしまうことだ。事実、先日のクーデターの際には、ディーヴァが想調によって女性兵士の肉体を乗っ取っていた。

　だが、それでもシリュウとエトラは想調する。

　フィガロ魔皇国の滅亡という宿願を共有する二人は、シリュウ＝スィグアの肉体を共有し、この半年を戦い抜いてきた。

「クーデターが起きてなけりゃ、よその州ともバランスが取れてたはずなんだがね。まあ相手がミランドなことを考えると、ここに紅の戦姫までいるっていうのは贅ぜい沢たくか」

　ユーリがぞんざいに言い捨て、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そのミランド王国だが、当然とはいえ降伏勧告に応じないね。それどころかこの州との内海側に軍勢を集めてて、背後のイリスカヤ連邦への守備を放棄しちまってるよ」

「ええ、そのような報告を私も受けております。その一方で連邦も、ミランドの背後にある都市から出陣した一個師団が今朝、魔皇国との戦線へと向かい始めたようです。やはりあの両国は、密約を交わしているのでしょうね」

「ミランドと連邦とで、相互不可侵の密約を交わしたんだとしか考えられないよ。歴史的には関係の悪い両国だが、今は魔皇国っていう共通の敵がいるからね」

　巨悪に立ち向かう為なら、世界は一つになれるんだね。ユーリが自虐的にそう呟つぶやいた。

「──失礼します。お待たせして申し訳ありません」

　その折、白髪の多い将校が急ぎ足で作戦室に入ってきた。少佐のガリンシャだ。セツキガルド方面軍の軍閥の長であるので、唯一皇族ではない身でありながら定例報告会の参加者に数えられている。

「ガリンシャ、汝なんじも良い身分になったものじゃのう。よもや妾わらわを待たせようとは」

「情報部より火急の報告を受けておりました。叱しつ責せきは後ほどいかようにもお受け致します。しかしながら、まずは報告させていただきます」

　ディーヴァに詰なじられながらも、ガリンシャが朴ぼく訥とつに答えた。

　そのガリンシャが、皇族の注目を浴びながら報告する。

「現在、ミランド王国軍が内海を渡ってこちらに迫っております。予想されていた総攻撃が始まるものと思われます」

　開戦を告げる言葉が作戦室に響いた。だが。

「そうですか。それでは予定どおりにこちらも軍を展開しましょう。少佐、発令を」

　そう答えたエトラを始め、一同は平静にそれを受け止めた。

　これは予想された展開だ。それに対する準備も既に整っている。そして戦力を比べてみても、ミランド王国軍による攻撃を充分に跳ね返すことができることも予想されていた。

　動揺する理由が無い。全すべて想定していたとおりの展開だ。

　だが──ここからの展開は、こちらの想定の外にあるものだった。

「失礼します！　最重要の情報であると判断し、この場にて皆様に直接報告申し上げさせていただきます！」

　慌ただしく足音が迫ってきたかと思うと、尉官の一人が作戦室に駈かけ込んでそう告げた。

「何だい騒々しいねまったく。ミランド軍が進軍してきた件かい？　それならガリンシャから聞いてるよ」

「いいえ！　その件とも関連しますが、別件です！　イリスカヤ連邦軍の最新の動向について、火急の報告がございます！」

「何だって？……連邦の？」

　ユーリがさすがに片かた眉まゆを上げた。シリュウや他ほかの者達も思わず目を見張る。

　そんな一同に、尉官がこうと報告する。

「魔皇国との戦線に向かうと思われていた連邦の師団が転進！　ミランド王国のバルト海に面した軍港へ急行しているとのこと！　更には十分前に撮影された衛星写真を解析したところ、北極海をミランド方面へと進軍する連邦の艦隊も確認されました！　こちらもミランド王国の北極海に面した不凍港が目標であると予想されます！」

「なんと……！」

　ガリンシャが声を高くした。皇族達も息を呑のみ、それぞれに驚きよう愕がくを露あらわにする。

「どういうことさね？　連邦がミランドと相互不可侵の密約を交わしていたのは間違いないんだろう？　それを反ほ故ごにして侵略を始めるってことなのかい？」

「そのようですわね。いいえ、反故にした訳でもないかもしれません。連邦の狙ねらいは最初から、密約によって守備の手薄になったミランドの軍港を奪うことだったのでは……？」

「なるほどのう。軍港を奪って海路を確保し、魔皇国の国境州ではなく内地州を直接攻撃する腹積もりか。つまらぬ真ま似ねをするものじゃわ」

「ですが魔皇国周辺の制海権を連邦に奪われでもすれば一大事です。魔皇国は戦力を国境州に集中させております。内地州の軍備が薄いことは先日のクーデターでも明らか。輅ロ機キが相手とはいえ、首都の王宮と基地が敵の手に落ちたのは、一瞬のことでした」

「魔皇国の制海権は脅かされずとも、奪取した軍港を拠点に連邦がミランドを侵略することは確実ですな。魔皇国との戦線を拡大すればするほど、連邦は優位になりましょう。連邦の最大のアドバンテージは、軍事動員可能人数を含めた物量なのですから」

　一同が色めき立つ。状況確認と予測の言葉をぶつけ合う。

　目下の敵国がセツキガルド州に侵攻してくると同時に、第三国が敵国への侵攻を開始した。相手取った場合により厄介なのは、超大国である第三国の方だ。敵国が第三国に併合されることは望ましくない。

　しかし問題はそれだけではない。いや、戦勝により版図を拡大してきた魔皇国にとってはそれだけであろうが、祖国を併合された二人にとっては違う。

「……これではミランドの国土に、無差別に戦火が……！」

　アメアを魔皇国に併合されたエトラが、拳こぶしをわななかせて呟つぶやいた。

　エトラはセツキガルド州の総領事だ。ミランドに対して攻撃を仕掛けたこともあった。だが事前交渉をすることで、局地戦に留とどめるようにした。その局地戦に勝利した後は、降伏勧告を改めて出しただけで、戦火を拡大しないように努めていた。

　政治的なパフォーマンスも理由の一つだが、それだけではない。結局は武力を行使する相手を軍人だけに限定して、市民が戦火に巻き込まれないようにしていたのだ。

　だがこのままでは一般市民にまで直接的な被害が及んでしまう。それを抜きにしても、ミランドが連邦に併合されることは、セツキガルド州にとって望ましいことではない。

　何にしても時間が無い。急報をもたらした尉官にエトラが凛りん然ぜんと命じる。

「こちらで早急に対応を協議します。各国の軍に関してより詳細な情報を集め、私達に報告するように手配してください。そしてあなたは直ちに発令を。我が軍がミランド王国軍と衝突するまでしばらく時間があるでしょう。予定していた我が軍の展開を取りやめて、別命があるまで一時待機とします」

「御意！」

　尉官が敬礼して、急ぎ足で発令所へと向かっていった。

　同時にエトラが机上に地図を広げる。

「各国の軍の進軍速度がまだ不明ですが、先に方面軍の方針について取り決めましょう。バルト海と北極海、ミランドの軍港二つが連邦に狙ねらわれている中で、ミランド軍が内海を渡ってこちらに進軍しています。この状況下で、私達が何をして、何をしないかを」

「それに加えて、アタシらに何ができるかだね。セツキガルド州の防衛が最優先。残りの戦力でミランドの奥深くまで派兵するなんて、できるのかどうか」

「派兵するならば時間勝負にもなりますな。連邦軍がミランドへと侵攻する前に、我々は我々と敵対するミランド軍の抵抗を掻かい潜くぐり、ミランドの国土の奥深くに戦力を投じなければなりません」

「ほう。つまり守らんとする相手をも敵に回す戦いくさか。それは興きようじゃのう」

　緊急の軍議が開かれる。方面軍の首脳が決断を急ぐ。

　そんな中でシリュウも思考を巡らせる。

　戦場は三つ。そして奇くしくも現在セツキガルド州にいるフィガロの系譜フイガロエルヴエは三人。つまり輅ロ機キも三機、手元にあるということだ。

　これは時間との勝負でもある。何にしても結論を急がなければ。セツキガルド州の防衛は当然として、残りの二つの戦場はどうするべきだ？

　いや、どうするべきかは決まっている。ミランドへの連邦の侵攻を許す訳にはいかない。この州と、手薄になっているミランドの二つの軍港。そのいずれも防衛しなければ。

　ならばどうする？　どう実現させる？

　どう戦力を割り振れば、全すべての防衛戦に勝利することができる……？

　────電子音。

　その時、懐のＰＣＤが無遠慮に着信音を奏でた。

　……しまった、無音設定にしていなかったか。しかしこんな時に一体誰だれだ。

　慌ててＰＣＤを出して発信者の名前を確認する。

　するとその相手は、今は亡き祖国が前身となっている州、スィグア州の総領事を務めている親友だった。

「……申し訳ありません、皇太子殿下からの連絡です。すぐに戻ります」

　一同にそう断ると、急いで作戦室を出て無人の別室に駆け込み、ＰＣＤに付属されたＣＣＤカメラも取り出してゼウルからの着信に応じた。

「お待たせしましたゼウル殿下。シリュウです」

『ようシリュウ！　いつもの口調でいいぞ？　声が聞こえる距離には誰もいねえからよ』

　ＰＣＤの液晶モニタに、金髪をひっつめた碧へき眼がんの義ぎ兄けいが映し出された。一昨日に皇太子になったばかりの親友、ゼウルだ。

　まったくこんな時に何なのだこいつは。

「ゼウル、悪いが今は立て込んでいる。しばらくは連絡が取れそうにない。何の用かは知らないが、またこちらから連絡させてくれ」

　早口で告げるが、ゼウルが飄ひよう々ひようと笑う。

『奇遇だな、こっちも割と時間が差し迫ってるんだよ。お前もよく知ってる場所で、もうすぐちょっとした公開イベントを催すんだからよ』

「……俺の知ってる場所？」

　思わず眉まゆをひそめた。

『ああ、そのはずだ。何せお前のかつての住すみ処かの真ん前にあった場所だからな』

　モニタに映るゼウルは、相変わらずの飄ひよう々ひようとした顔だ。

『俺な、連邦との戦線に復帰する前にやり残したことがあって、今はスィグア州の領事館を囲む城壁の上にいるんだよ。ここって十年前までお前の住処だったトコだよな？』

「……ああ。スィグア王国の王宮だった場所だ」

　十年前、王子の自分の目の前で、国王だった父が殺された。王妃だった母は魔皇国皇帝オルドネスの側室にされて、奴やつの子供を身み籠ごもったことで自ら命を絶った。それ以後自分は魔皇国の皇族の家々を転々とさせられることになり、住人のいなくなったかつてのスィグア王国の王宮は、フィガロ魔皇国スィグア州の領事館となった。

『そう、その場所だ。じゃあその城門の真ん前には何があるのかは憶おぼえてるか？』

「……モザイク模様の石畳の広場だろう。国民も参加するような大掛かりな年中行事はそこで執り行われていたはずだ。もっとも、ガキだった俺はまだ民と交わる行事には参加していなかったが」

　十年前といえば七歳だ。さすがに憶えている。王宮の真正面には、一キロ四方に亘わたって石畳を張り巡らせただけの大規模な広場があった。

　それは分かっている。だが少し戸惑う。今それがどうしたというのだ？

　……ちょっとした公開イベントとは、何のことだ？

『そうだ。お前にとっちゃ懐かしの場所のはずの──その広場だよ』

　その時だ。不意にゼウルが声をやや低くした。

　モニタのゼウルが笑みを浮かべる。いつもと同じで屈託のない笑みを。

　しかしそのゼウルが唐突に、口くち許もとを歪ゆがめて嗤わらった。

　そしてゼウルがフレームアウトして、モニタの映す範囲が動いていく。ゼウルがＣＣＤカメラを動かしているのだろう。

　ＣＣＤカメラが照準を合わせたのは、モザイク模様の例の広場の今現在の様子だ。

「な──」

　途端、思わず目を見張った。

　ＰＣＤのモニタが、広場の異様な光景を映している。

　広場の中央に人だかりができている。百名ほどの、手錠を嵌はめて互いに縄で括くくり付け合っている、みすぼらしい姿の者達による人だかりだ。

　囚人だ。その囚人達の周りには、アサルトライフルを携えた兵士が十名ばかりいる。

　そこからやや離れて武装した兵士二十名ほどが人垣を作っていて、その向こうに怒りに身を震わせているらしき観衆が千人近く集まっている。

　だが彼かれ等らの怒りは行動には現れない。決定的な抑止力が働いている。

　陽光を遮るように聳そびえ立たつ、翠すい緑りよく色の巨人。モザイク模様の広場では、全長九メートルの輅ロ機キが一機、囚人や観衆を威圧するように無言で立ちはだかっていた。

　そんな異様な光景に、ＰＣＤを愕がく然ぜんと取り落としそうになる。

「これは、一体……？」

　震える声が喉のどから漏れる。瞬まばたきもできずに目を剥むき出だす。凝視しているはずだというのに、焦点が合わずに視界が霞かすむ。

　なんだこれは？　何が始まろうとしている？　自分の故郷で、一体何が……？

　──処刑だ。

　本当は分かっている。脳が認識を拒んでいるだけで、実際は既に理解している。

　処刑されるのはこの囚人達か。百名ばかりだ。これほど多くの、無抵抗の者達が。

　……いや違う。そんなものは処刑とは呼ばない。

　虐殺だ。

「……ま、まさか……っ」

　モニタを持つ手も震えてくる。瞳ひとみが乾いて痛みすら覚える。

　これは虐殺だ。

　だが、分からない。

　それではこの、これから虐殺されるこの者達は、一体誰だれなのだ……!?

『──スィグア人だ』

　端的に、言葉にしていない疑問の答が寄越された。

　フレームの外から、よく知るはずの相手の声が聞こえる。

『見えるかシリュウ？　武装してるのがフィガロ人の兵士だ。で、遠くから指をくわえて眺めてる連中と、広場のど真ん中で「僕達は反社会的な人間です」ってな面つら下げて拘束されてる連中が、スィグア人だ』

　ＰＣＤ越しという理由以上に、やけに声を遠く感じる。

　近くに感じていたはずの男の声が、果てしなく遠くから聞こえてくる。

　この男がかつて、負け犬だった自分に生き抜く術すべを与えてくれた。将来を嘱望されながら、それまでに得た功績を捨ててまで、自分という人間の可能性に賭かけてくれた。

　だから思った。魔皇国の滅亡を誓ったが、この男が皇帝になるのなら、あるいは。

　父上と母上の民──スィグアの民のことも、この男にならば。

「何を……するつもりだ」

　声がわななく。視界が前後する。

　二つの瞳の奥深くが、かっと一気に熱くなる。

「お前は、他ほかのフィガロの系譜フイガロエルヴエとは違うだろう……っ。お前だけは敗戦国の民をも慈しみ、人として真っ当に遇していたはずだろう……！」

　この男だけは違ったはずなのに。

　スィグアのことも、総領事がこの男ならばと託していたのに。

　この男だけはスィグア人を人間として扱い、スィグアの負け犬である自分に賭かけ、親友になってくれたというのに──！

「そのお前が……っ、何をするつもりだ！」




『クソッタレのスィグア人どもを、一時間後に俺が、直々に公開処刑するんだよ』




　声が輪郭を持っているかのごとく、浮かび上がって聞こえた。

　モニタの映像が再び動く。ゼウルの顔が映し出される。

　フィガロ魔皇国の皇太子が、やはり口くち許もとを歪ゆがめて笑んでいた。

　その表情が、妙に腑ふに落ちた。……ああそうか。結局そういうことなのか。

　この男もやはり、フィガロの系譜フイガロエルヴエだったのだ。

『つーことで俺からは以上だ。お前も立て込んでるんだよな？　俺もこれが終わったら連邦との戦線に戻ることになるが、お互い暇になったらまたくだらねえ話でもしようぜ』

　ゼウルが平然と笑う。いつもの屈託のない笑みに戻っている。

　七年前、秘めていた復ふく讐しゆう心を自分に打ち明けさせた、あの顔に。

「……何な故ぜ……っ」

　腹の底から声を絞り出す。噛かみしめた奥歯がぎりぎりと軋きしむ。

「何故、それを俺に伝えた……っ」

　ＰＣＤの脇わきに置いたカメラごと、モニタのゼウルを射い貫ぬくように睨にらむ。

『はは。そんなもん、その方がいいって思ったからに決まってんだろ？』

　ゼウルが場違いなほど朗々と答えた。

　そして不意に、初めて全力で斬きり結むすび合った日のような、為政者の眼まな差ざしで笑う。

『こいつは賭けだ。俺には賭けに出る必要があるんだよ。絶対者となってこの国を導いていく為ためにな』

　それきりだった。その言葉を最後に、液晶モニタが暗転した。

　電子音が単調に鳴る。相手方が通信を切ったことを、ただ無感動に伝えてくる。

　……だが、伝わらない。伝わって堪たまるか。そんな答で納得できるものか。

「何が賭けだ、……くそっ！」

　堪らずＰＣＤを床に叩たたきつけようとした。だがその寸前で耐え、懐に仕舞って前髪を乱暴に掻かき上げる。

　くそ……！　冷静になれ。考えなければ。

　どういう状況だ？　何ができる？　今はどうするべきなのだ？

　反社会的な人間だと？　フィガロ人め、スィグア人を無法の蛮族扱いした挙句に今度はそれか。『反社会的』という形容も、反体制的な政治犯を指してのものだろう。

　それならば自分も反社会的な政治犯だ。彼かれ等らは父上と母上の民であり、自分と同じ志を持つ同胞だ。そんなスィグア人を、ゼウルまで不当に弾圧するつもりなのか。

　かつて、スィグア人である自分に生き抜く術すべを与えてくれた──ゼウルが。

「何な故ぜだ……っ。お前だけは、他ほかのフィガロの系譜フイガロエルヴエとは、違うはずだろう……！」

　ぐしゃり、と掻かき上げた前髪を掻き毟むしる。

　敵だらけのこの国で、真っ先に味方になってくれたのがあの男だ。自分の復ふく讐しゆう心を知りながら力を与えてくれただけでなく、フィガロ人以外も真っ当に遇してくれていた。

　そのゼウルに、立ち向かわなければならない。

　こうした事態を全く想定しなかった訳ではない。あの男は序列上位のフィガロの系譜フイガロエルヴエだった。元より場合によっては乗り越えなければならない相手だった。

　だがどこかで甘く考えていた。ゼウルならば味方になってくれるだろうと、子供じみた信頼を心の奥底で寄せていた。

　そのゼウルを相手に、果たして自分は、刃を向けることが本当にできるのか……？

　不安が胸中を駆け巡る。だがもはや、受け入れなければならない。

　──あの男は今、明確に、祖国スィグアの敵となった。

　捨て置けない。だが早まった真ま似ねなどできない。

　虐殺を阻止するべくゼウルを害すれば、それは明白な反逆だ。

　この本性を公にしてしまえばもう引き返すことはできない。一気に魔皇国を滅亡させる以外に、復讐を遂げる手立てが無くなる。今からゼウルを倒すならば、即座にオルドネスも討たなければならない。

　無理だ。それは自分一人では明らかに実現不可能だ。だから。

「エトラと共に、起たたなければ……！」

　優れたフィガロの系譜フイガロエルヴエには切り札がある。神代の詩エク・セ・レスタだ。捧ほう貢ぐというフィガロの系譜フイガロエルヴエ各人固有のものを取り込むことで習得できる、フィガロの系譜フイガロエルヴエの最強の魔法だ。一定量の捧貢を得ることで習得でき、以後は捧貢を得れば得るほど強化されていく。

　現在その神代の詩エク・セ・レスタを有する者は四人。エトラとゼウルとオルドネスとディーヴァだ。だがディーヴァ一人では国体は維持できない。あれは国家を運営できるような人間ではない。

　だからあと二人だ。オルドネスとゼウルを排除すればフィガロ魔皇国は滅亡する。自分とエトラの宿願を、果たすことができる。

　そういう場所まで辿たどり着いたのだ。負け犬だった自分が、遂ついに。

　──だが。

「だが……っ、だがそれでは、エトラまで──っ！」

　拳こぶしをわななかせて声を上げた。

　フィガロ魔皇国を滅亡させる手立てはある。しかし分が悪すぎる。そんなものにエトラを巻き込む訳にはいかない。それにスィグアの問題は、エトラには関係ない。

　自分にはエトラが必要だ。そしてエトラにも自分が必要だ。エトラを成り上がらせるなら、ここで全すべてをかなぐり捨てて魔皇国に牙きばを剥むく訳にはいかない。

　だが……、しかしならば、どうすればいい？

　このままではスィグアの民が……っ、父上と母上の民が、蹂じゆう躙りんされてしまう……！

「──私も一緒に行くわ、お義に兄い様さま」

　凛りん然ぜんとした美しい声。

　不意に背後から、鈴を転がすような声が聞こえてきた。

　その声に、ゆっくりと背後を振り返る。

　艶つやめく銀の長い髪。宝珠さながらの灰色の瞳ひとみ。儚はかなげなほどに透きとおる、雪原のように白い肌。

　いつしかそこには、エトラがいた。

「あなたがスィグアへ向かうつもりなら、私も一緒に行くわ。私達はこの国を滅ぼした後の世界を、この国に虐げられてきた人々に遺のこすのだもの」

　部屋の入り口にエトラがいる。凛然と微笑ほほえみ、こちらに歩み寄ってくる。

「お義兄様。私達はずっと同じ道を歩いてきた。あなたの守ろうとしているものはもう、あなただけではなく、私達が守ろうとしているものなのよ」

「……聞いて、いたのか」

　呆ぼう然ぜんと、少女の姿を眺めた。

「お義兄様を呼び戻しに来ていたの。そしてあなた達の電話を、ゼウルお兄様──いいえ、ゼウルがスィグア人を処刑すると言ったあたりから、そこで聞いていたわ」

　目の前まで辿たどり着き、エトラが足を止めた。

　そして、その長い睫まつ毛げを少し伏せる。

「……黙っていてごめんなさい。ゼウルがスィグア人を大量に処刑するかもしれないことを、実はクーデターの時に少し聞いていたわ。けれどあれ以来音おと沙さ汰たが無かったので、気のせいであればそれに越したことはないと思い、黙っていた」

「……そうだったのか。だが、お前は悪くない」

　意識が白みそうな中で、伝えるべき言葉をどうにか絞り出した。

　思い返せば一昨日、エトラは書庫で何かを言いかけて、やめていた。あれはおそらくこのことだったのだろう。

「ありがとう。……ごめんなさい。言葉に出してしまうと、それが現実になってしまいそうで、あなたに何も言わずにいてしまった」

　エトラが重ねて詫わびてきた。だがエトラの言葉は終わらない。

　少女が再び凛りん然ぜんと見上げてきて、ぐっと強く手を握ってくる。

「けれど事態は動いてしまった。そしてこれは、止めなければならないこと。私達がずっとこの国で耐えてきたのは、こうした事態を防ぐ為ためでもあったはずでしょう」

　刹せつ那な、思わずはっとした。

　熱と痛みと柔らかさ。掌てのひらに伝わるその感触に、白みかけていた意識が戻ってくる。

「いい……のか？　お前は、それで」

　声が力を取り戻していく。脳も徐々に覚かく醒せいしてくる。

　……果たしてそれで構わないのか？　確かに自分達は共謀者だ。しかしスィグアに関する件は、エトラとは直接関係が無いというのに。

　だが。

「これが最期の時でも構わないわ。だからお義に兄い様さま、行くなら私と共に行きなさい。約束どおり、私を不幸になさい」

「──」

　真まっ直すぐ見上げてくる灰色の双そう眸ぼう。思わず一瞬呼吸を忘れる。

　しかしそうだ。エトラが初めて神代の詩エク・セ・レスタを使った後、自分はエトラと約束したのだ。

　──全すべてが終わったその時には、この手でお前を不幸にしてやると。

「分かった。お前の全てを預からせてもらう。俺達の前に立ちはだかっている選択に、すぐに結論を出す」













　そう強く頷うなずいて、シリュウは再び思考を巡らせる。

　しばらく混乱していた。だがエトラのおかげで我に返った。今なら考えることができる。

　今はこういう状況だ。ミランド王国軍がセツキガルド州に総攻撃を仕掛けてくる。その隙すきをつき、イリスカヤ連邦軍がミランドの軍港二つを占領しようとしている。それと並行して一時間後、ゼウルがスィグア人達への公開処刑を執行するとのことだ。

　騒乱の舞台は四つ。それに対してセツキガルド州にいるフィガロの系譜フイガロエルヴエは三人。つまり手元には輅ロ機キが三機ある。

　そしてもう一つ考慮するべきことがある。──そもそも一体何な故ぜ、ゼウルはこのような連絡をわざわざ寄越してきたのだろうか。

　ならば何をするべきなのか。自分達に何ができて、何ができないのか。

　……自分は本当に、あの男に刃を向けることができるのか。

　とにかくそれを考えて。僅わずかな時間の中で、最も正しい答を探し求めて。

　そしてシリュウ＝スィグアは、決断を下した。




　エトラと共に、シリュウは作戦室に戻った。

　各国の侵攻が迫っている。即座に緊急軍議を再開させる。そして早急に結論を出すと、これからの作戦行動について、総領事のエトラが取りまとめて指示を出す。

「輅機を中心に、部隊を三つに分けます。ユーリお姉様とディーヴァお姉様は輸送機に輅機を積み込み、ミランド王国の二カ所の軍港の防衛に向かってください。速やかに現地に向かう必要があるので、率いる部隊はそれぞれ方面軍の航空戦力の四割ずつとします。私とお義に兄い様さまとガリンシャ少佐は残りの部隊を率い、セツキガルド州の防衛に当たります」

　そう指示してくれとエトラに頼んだ。他ほかの選択肢など選べるはずもなかった。

　エトラが首脳一同を見回して、告げる。

「イレギュラーな状況ですが、冷静に対応すること。いつもどおり、全軍の総指揮はガリンシャ少佐が執り、皇族は担当した戦場にて遊軍として動くものとします。──以上」





　　　　●






　……さて、時間だ。

　フィガロ魔皇国のスィグア州。この州の総領事も兼任する皇太子ゼウルは、城門をしっかりと閉ざしておくようにと職員に厳命すると、領事館を後にした。

　シリュウとの電話からちょうど一時間が経過した。公開処刑の執行の時刻だ。ゼウルは一人、モザイク模様の石畳の広場を、その中央へと向けて歩を進める。

　領事館前の大規模な広場の中央には、手錠を嵌はめられた八十三名の死刑囚が集められていて、それを武装した十名の兵士が取り囲んでいる。

　そこからやや離れて、同じく武装した兵士二十一名が人垣を形成していて、その向こうに怒りの形相の観衆が千人近く集まっている。おそらく死刑囚のお仲間だろう。

　観衆と兵士の人数差は大きいが、スィグア人の観衆が人垣を強行突破して刑の執行を邪魔する気配は無い。理由は明白だ。ここに集まったスィグア人達と、刑を執行する立場のフィガロ人達とでは、絶望的に戦力が違うからだ。

　この広場にいるのは生身の人間だけではない。全長九メートルの翠すい緑りよく色の巨人が、無言の圧力をかけている。

　フィガロ魔皇国が誇る、世界唯一の有人魔導兵機、輅ロ機キ。第十四皇女セリナの駆る戦略兵器が、スィグア人を威圧的に見下ろしている。逆らえばこの巨人に蹂じゆう躙りんされることが明らかなので、囚人と同様に人相の悪い観衆も、時折罵ば声せいを上げながらもその場でおとなしくしている。

　彼かれ等らが萎い縮しゆくしている理由は輅機だけではない。フィガロ人の兵士もその理由だ。

　旧敗戦国の民への残虐な振る舞い。彼等を遊び道具くらいにしか思わない差別意識。そういう観点で選えりすぐった兵士達が、時折観衆に銃口を向けるなどして、げらげらと笑っていた。

「ろくな死に方しねえだろうな俺は。まあ、王になるってのはそういうもんだが」

　石畳の広場を歩きながら、誰だれにも聞こえない言葉を吐き捨てる。

　今の王は絶対者だ。フィガロ魔皇国の皇帝とは、そうでなければならないのだろう。

　幼い頃ころから自分もいずれ王になるものだと確信していた。だが皇位に就くにしても、隣に並び立つ者が必要になると思っていた。皇帝となった自分を戒める、一振りの剣が必要になると。

　だが今、結局隣には誰もいない。

　スィグア人への公開処刑を伝えたが、結局シリュウは現れなかった。

「これじゃあ賭けにもなりゃしねえ」

　一キロ四方の広場の中央へと向かいながら、嘆息混じりに愚痴をこぼした。

　自分は今、絶対者になる必要に迫られている。

　その絶対者になるには『賭かけ』に出る必要があった。だからシリュウを誘い出せという皇帝の言葉に従った。

　だが報告によると、結局シリュウはエトラと共に、セツキガルド州でミランド王国軍の襲来に備えているとのことらしい。なんとも間の悪い話だ。

　しかしそういうことなら賭けは持ち越しだ。また次の機会を作るとして、ひとまず今日は予定していた刑を執行するとしよう。

　だが。

「お」

　そう考えていた時、上空の彼方かなたから甲高い飛行音が微かすかに聞こえて、思わず足を止めた。

　その音が次第に大きくなる。やがて轟ごう音おんとなってこの広場に迫ってくる。

　開放的な広場がどよめく。曇天に現れたそれを見上げて騒然とする。

　そんな地上の反応に、ゼウルも曇天を仰ぎながら一人、口くち許もとを緩める。

　──おう、来たか。

　輸送機だ。

　曇天の中から輸送機が高速で飛来する。

　轟音を響かせながら広場へと一直線に降りてくる。

　魔皇国の輸送機だ。先日のクーデターでも見た。

　あれはＴＬ－４だ。セツキガルド方面軍に配備されている大型輸送機だ。

　轟音と暴風。広場に乱入するべくＴＬ－４が高速で迫る。

　公開処刑を阻止するつもりか。だがそんなものなど見過ごされはしない。この場には無双の巨人が──セリナの輅ロ機キがいる。

　セリナの輅機が猛スピードで迫る輸送機に左手をかざし、

「《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

　魔法を発動。鉛の矢が輅機の左腕から神速で飛ひ翔しよう。それが着陸態勢に入ったＴＬ－４を穿うがつ──寸前、

「《鉛防壁プロン・エズイド》！」

　もう一機の輅機が障壁を展開。鉛の矢が阻まれて粉砕される。

　ウィンダムだ。白しろ銀がね色の輅機が輸送機のカーゴドアから現れて防御魔法を発動。そのまま広場の中央に飛び降りて転げ落ちるように着地し、セリナの輅機や兵士達を牽けん制せいする。

　直後にＴＬ－４が石畳の広場に高速で着地。けたたましいブレーキ音と暴風を伴って急減速。上下にガクガクと激しく振動しながら、広場の領事館寄りにいたゼウルに大きく肉迫してくる。

　下手をすれば轢ひかれかねない。身を守るなら魔法を放つべきだ。

　だがゼウルはただ堪たまらず、笑った。

　……ああ、そうだよな。そうこねえとな。

　それがお前の────シリュウ＝スィグアの選択だよなあ！

　石畳の表層が削られて砂さ塵じんが舞う。大型輸送機が迫りくる。あたかも人間の足が蟻ありを踏み潰つぶすかのように。

　だが輸送機は無防備で立ち尽くすゼウルの寸前で急停止。直後にコックピットの近くの扉が勢いよく開いた。

　その扉の辺りを見つめ、ゼウルは腰に佩はいた剣に手をやりながら笑う。

　シリュウはエトラと想そう調ちようしていない。輸送機から転げ落ちたウィンダムの動きはシリュウのものではなかった。

　それもそのはずだ。シリュウには別の役割があるのだから。

　一つは自らＴＬ－４を操縦すること。

　そしてもう一つは──これだ。

「────ゼウルゥゥゥゥゥゥゥゥっ！」

　黒髪黒こく瞳どうの少年。シリュウが輸送機から飛び出すなり剣を握ってこちらに斬きりかかり、

　ッ──！

　広場に響く金属音。シリュウの斬ざん撃げきを剣で受け止める。

　その重い一撃に腕を痺しびれさせながら、皇太子ゼウルは、口の両端を吊つり上げた。




　……よく来たな。だがこれでお前等らはめでたく反逆者だ。

　幕は上がった。舞台は整った。もう引き返せねえぞ？

　さあ、だからおっ始ぱじめろよシリュウ。

　お前とエトラの、たった二人の復ふく讐しゆう劇をな────！









　　　　第二章◆祖そ国こくは剣けん閃せんの彼方かなた






　ちぃ……！

　出会い頭の一撃をゼウルに防がれた。シリュウは顔をしかめて飛び退すさり、ゼウルと一度距離を取って対たい峙じする。

　渾こん身しんの力で薙ないだ剣を難なく受け止められた。人間を相手に自分の剣技が通用しなかったことなどいつぶりだろうか。それどころか斬り結んだ瞬間、敵は愉快げに笑っていた。

　……ふざけた野郎だ。歯は噛がみしながら呼吸を整え、横目で広場全体を一いち瞥べつする。

　広場の中央には輅ロ機キが二機。エトラのウィンダムと、ゼウルの補佐官を務めるセリナの輅機だ。エトラが敵方の輅機と兵士をまとめて釘くぎ付づけにしてくれている。

　魔法の発動には血液が必要だ。その血液がエトラには乏しい。魔力そのものは優れているが、エトラだけで輅機戦を挑むのは厳しいだろう。

　しかしエトラのウィンダムは敵を制圧しなくてもいい。ゼウル以外の敵を牽けん制せいしてくれるだけでいい。

　──その間に、自分がゼウルを討つ。

　祖国スィグアの曇天の下で、シリュウはフィガロの系譜フイガロエルヴエの皇太子を鋭く睨にらみつけた。

「遅かったじゃねえかシリュウ。クソッタレのスィグア人どもが、危うく俺に殺されちまうトコだったぞ」

　ゼウルが軽口を叩たたいてきた。

　だが軽いのは言葉だけだ。その声色は普段とは異なり、重い。

「シリュウ、お前はエトラと一緒にミランド王国軍の襲撃に備えてたんじゃねえのか。それにセツキガルド方面軍は、連邦軍に狙ねらわれてるミランドの軍港も守るはずだろ」

「調べたのか？」

「刑の執行まで多少は時間があったからな。軽く確認だけはした。だがおかしいな。報告ではセツキガルド州にいるはずのお前等らが、いつの間にかここにいる」

「おかしくはないさ。魔皇国において皇族は戦場では遊軍だ。その性質と、総領事というエトラの地位を利用した」

　確かに自分とエトラはセツキガルド州防衛の為ために残ると発表した。だがそれは、この場に駆け付ける為に打った布石だ。

「セツキガルド州防衛という名目で、俺とエトラは州都に残った。そして遊軍としてミランド軍に威嚇の一撃離脱をすると告げて、誰だれもエトラに逆らえないのをいいことに無理やり二人だけで抜け出し、ここに来たのだ」

「酷ひどい総領事だな。じゃあ攻撃に曝さらされる州を放り出したってことか」

　ゼウルがからかうように肩を竦すくめてきた。だが。

「阿あ呆ほう。セツキガルド州が攻撃される訳などないだろう」

　あの状況だ。そんなことになる訳がない。

「そもそもミランド軍に備える必要など最初から無い。連中は必ず引き返すからだ。自国の領土を急襲されるのだぞ？　他国を攻撃している暇などあるものか」

　そう、だからあれは策略だ。来るはずのない敵襲に備えるとエトラに宣言させたのは、二人だけでこの場に乱入する為についた方便だったのだ。

　一連の行動は全すべて、こうしてゼウルと一対一で対たい峙じする為にやったことだ。

　フィガロの系譜フイガロエルヴエの第二世代最強の男、皇太子ゼウルと。

「ゼウル。お前は、いや貴様は俺を誘い込む為にわざわざあんな連絡をしてきたのだな。さすがにそれは分かっている。そもそも貴様はフィガロの系譜フイガロエルヴエだ、普通なら俺一人では勝機など無いことも承知している」

「ほお？　勝ち目も無えのに玉砕しに来たのか。だったら阿呆はお前の方じゃねえか」

　ゼウルが挑発的に笑ってきた。

　だがシリュウは、ひと睨みして一いつ蹴しゆうする。

「とぼけるな。わざと俺に勝ち目を残していることを、貴様自身があの電話で伝えたのだろうが」

　とっくに気付いている。これはゼウルが仕掛けた罠わなだ。

　ゼウルは敢あえて隙すきを見せつけて、自分がここに来るように仕向けたのだ。

「一時間前、貴様はこの場の陣容をＰＣＤで見せつけてきたな。あれは陣容に隙があることを俺に教える為ためだったのだろう？　この場を支配している戦力はセリナの輅ロ機キだ。そのセリナの輅機をエトラのウィンダムで牽けん制せいすれば、俺と貴様とで一対一の状況を作れる。それをわざと見せつけて、貴様は俺を誘い込んだのだ」

「……ほお？」

　思惑を指摘されたゼウルが、愉快げに感嘆の声を漏らした。

「正解だ。だがそうと分かって誘い込まれたってことはやっぱり玉砕じゃねえか。お前の言ったとおり、魔法を使うフィガロの系譜フイガロエルヴエの俺が相手じゃ、お前に勝ち目なんざ無え」

　揺るぎない自信。長身のゼウルが見下すように顎あごを軽く上げ、飄ひよう々ひようと告げてきた。

　だが。

「ああ、俺もそう思う。──いや、思っていた。だがあの電話の貴様の最後の言葉で色々と気付いたのだ」

「……最後の言葉？」

　ゼウルの顔から笑みが失うせる。シリュウは一つ大きく頷うなずく。

　そして、す、と瞳ひとみを薄くする。

「あの時貴様は言ったな。絶対者となる為に賭かけに出る必要がある──と」

　そう、賭けだ。あの時ゼウルはそう言った。

　そしてそれは七年前、二人が片手剣競技デュエルにおいて、初めて全力で戦った時にも聞いた言葉だ。

「七年前もそうだった。貴様が過去に得た功績を捨ててまで俺の本性を曝さらけ出させようとした時も、これは賭けだと言っていた。あの時も途方もない賭けに出て、今回も賭けに出ている。だから気付いた。貴様の捧ほう貢ぐは、『賭け』だ」

「……ほお」

　対するゼウルが、一瞬だけ身じろいだ。

　フィガロの系譜フイガロエルヴエの最強の魔法は神代の詩エク・セ・レスタだ。神代の詩エク・セ・レスタを習得するには、捧貢という各人固有のものを多く取り込まなければならない。そしてその捧貢を多く取り込めば取り込むほど、神代の詩エク・セ・レスタが強化されていく。

　エトラの捧貢はエトラを頂く勢力が奪った命だ。ディーヴァは女性の破は瓜かの血液だ。

　そして、おそらくゼウルの捧貢は、賭けなのだ。

「ならば俺にも勝機が生まれる。貴様はこれを機に捧貢を得るべく賭けに出ている。その賭けの内容とはおそらく、魔法を使わず剣のみで俺に勝つことだ」

　結局あの電話は、この賭けに出る為のものだったのだ。陣容に隙があることを知らせ、シリュウとゼウルのみが対たい峙じする状況を作れることを勘付かせる。そうやって自分をここに誘い込むことで賭かけに持ち込み、ゼウルは捧ほう貢ぐを得ようとしている。

　ゼウルは皇太子だ。フィガロの系譜フイガロエルヴエの第二世代の中でも最強だ。だが絶対者ではない。皇帝オルドネスという、本物の絶対者が他ほかに存在している。

　そのオルドネスすらも凌りよう駕がする力を求めて、ゼウルは自分を利用して賭けに出たのだ。

「だが、そうはさせん」

　ぐ、と剣を握る手に力を込め、対峙するゼウルを鋭く睨にらむ。

　貴様の思惑は分かっている。俺を利用するつもりなのだろう。

　ならばその貴様の思惑を利用して、長年の宿願を果たしてみせる。

「それが貴様の賭けだろう？　ならばその賭けに俺が勝利してやる。ここで貴様を倒し、続けざまに首都を急襲してオルドネスに身構える時間を与えることなく倒す……！」

　それで魔皇国は滅亡だ。もはや国体を維持できまい。

　もちろんこれは自分にとっても賭けだ。剣だけの勝負になるとしても圧倒的に不利だ。自分はずっと、剣の勝負であっても、この男にだけは敵かなわずにいたのだから。

　勝機はほぼ無い。未いまだに迷いが微かすかにある。この男に挑むことは果たして正解なのか？

　……自分に生き抜く術すべを与えてくれたこの男を、本当に自分は討てるのか？

　だが他の選択肢など無い。戦うか戦わないかではなく、倒すしかない。

　だから凌駕してみせる。貴様の思惑を凌駕して、俺達が復ふく讐しゆうを完遂するのだ……！

「……なるほど。それがお前の考えか」

　ぽつりとゼウルが呟つぶやいた。

　だがすぐに、普段どおり飄ひよう々ひようと笑う。

「正解だシリュウ。俺の捧貢は賭けだ。賭けの内容が厳しいほど、俺はより多くの捧貢を得られる。だから七年前もお前に賭けて、今も賭けに出た」

「その結果が次期皇帝の座か。随分と払い戻されたようだな」

「お前の倍率がやたらと高いからな。お前に賭けた俺の一人勝ちだ。いや、エトラもお前を買ってるんだ。二人勝ちだな」

「貴様が第一皇子で、エトラが事実上の第二皇女。なるほど、スィグアの負け犬は相当な穴馬だったらしい」

　ゼウルを睨みつけたまま、自虐的に笑みをこぼす。

「ああ。今回も稼がせてもらうつもりだ」

　眼まな差ざしは鋭くしながら、ゼウルも口の両端を吊つり上げた。

　不意に一つ、爆音が轟とどろいた。広場の中央からだ。

　時折二つの輅ロ機キが牽けん制せいの魔法を放つ。流れ飛ぶ魔法が広場の石畳を激しく穿うがつ。破片や爆風が舞い上がり、稀まれにこの辺りまで届いてくる。

　砂さ塵じんに混じって微かすかに懐かしい匂においがした。潮の匂いだ。この辺りは低地が広がっているので、強い海風がどこまでも吹き抜けていくらしい。

　遠い日に教わったそんなことを、ふと思い出す。

　十年ぶりの祖国の大地で、十年前と同様に、輅ロ機キが猛威を振るっていた。

「魔法抜きってのは影響がでかいだろうな。フィガロの系譜フイガロエルヴエが凡人になっちまう」

　時が来た。ぐ、とゼウルが右足を一歩前に踏み出す。

「だが、こいつは縛りの厳しさの割には楽な賭かけだ。何せ剣の勝負でも、俺はシリュウに勝ち続けてたからな」

「昔の話だ。全すべて」

　す、とシリュウは両足を肩幅ほどに広げる。

「貴様をここで倒し、即座に首都を急襲してオルドネスを討つ。そうすればフィガロ魔皇国は終わりだ。スィグアの民を──父上と母上の民を、フィガロから解放する」

「はは。泣かせる話だな」

　右手の剣をゼウルが構える。

「来いよ負け犬。復ふく讐しゆうしたけりゃかかってきな」

　シリュウも剣を右手に構える。

「仰せのままに、黄金こがねの阿あ呆ほう。その喉のど笛ぶえを噛かみちぎってやる」













「おう。じゃ、尋常に──」

「ああ。ならば、ルール無用で──」

　いつかと同じ前口上。時折爆音が轟とどろく中で、亡国の王子と魔皇国の皇子が鋭く睨にらみ合い、

『────勝負!!』

　互いに飛ぶように疾駆。勢いをそのままに互いに剣を一いつ閃せんして斬きり結ぶ。

　重い一撃。腕が痺しびれる。互いに歯は噛がみして更に打ち合う。

　ゼウルの横よこ薙なぎ。退いてかわして再び前へ。放った刺突にゼウルが身をひるがえす。

　攻防一体の連撃の応酬。打ち合う刃。飛び散る火花。広場に不規則に金属音が響く。

「く……！」

　顔をしかめて連撃を繰り出す。

　こちらの防御は紙一重。だがゼウルには十と重えか二十重はたえはある。

　突く、薙ぐ、切り上げて振り下ろす。しかしかわされいなされ打ち払われる。

　一転ゼウルが連撃を浴びせてくる。流れる剣閃。音より速く。無数の斬ざん撃げきが舞い乱れる。

　ちぃ！　攻撃を斬り払って歯噛みする。更なる連撃を耐え忍ぶ。

　速度は同じか。だが一撃の重さでは多少あちらに分がある。

　かつても敵かなわなかった相手。あれから七年、弛たゆまず鍛錬を繰り返してきた。復ふく讐しゆうを果たすべくただひたすら己を磨き続けてきた。

　だが届かない。まだ届かない。斬撃の雨に曝さらされる。

　立ち位置もじりじりと押されていく。手元への薙ぎ。肩への切り下ろし。胴への切り上げ。紙一重で打ち払いながらも一撃ごとに後退させられる。

「づぅ!?」

　眉み間けんへの刺突。すんでのところで横にかわす。逃げ遅れた横髪が切れて宙を舞う。

　右耳にも激痛。少し裂けたか。浅いながらも一撃を喰くらった。対する相手は無傷だ。

　七年前から差が縮まっていない。膂りよ力りよくの差か？　体格はゼウルの方が一回り大きい。

　いや、それがどうした。負ける理由になどしてなるものか。

　この剣に、この俺に、俺とエトラの宿願と、スィグアの未来が掛かっているのだ！

　一気呵か成せい。攻勢に転じる。踏みとどまって刃を振るう。

　しかし敵の連撃がやまない。徐々に押される。一歩後ずさる。更に一歩、もう一歩。

　……くっ！　まずい。膂力だけの問題ではない。黄金こがねの神童は──ゼウルは強い。

　歯を食いしばって耐え忍ぶ。負けるのか？　このまま負けてしまうのか？

　またしても自分は、スィグアはフィガロに屈してしまうのか──？

　────否いな！

　その刹せつ那な、敵の左胴に一瞬の隙すきを見つけた。

　すかさずシリュウはそこへと剣を薙ぐ──構えから一転、剣を振りかぶる。

「!?」

　ゼウルが目を剥むく。シリュウの狙ねらいは頭上。回避不能のタイミングだ。

　そしていつの間にかゼウルの剣は──左胴を守っている。

　……そうだろう。分かっていたさ。あんなものはただの囮おとりだ。

　俺の勝ちだ！　シリュウ＝スィグアは、右手の剣をゼウルへと振り下ろす──。

「……っ!?」

　振り下ろした剣から衝撃が伝わる。

　だが手て応ごたえが無い。その刃は敵の頭を捉とらえていない。

　シリュウが閃ひらめかせた剣は、ゼウルの左手の裏うら拳けんに側面を打たれ、パリングされていて。

「終わりだ。──シリュウ」

「──」

　目を見開く。コンマ数秒のその光景を、やけに長い時間のように体感する。

　獅し子しの鬣たてがみのように雄々しい金髪。荒れ狂う海原のように深い碧へき眼がん。

　ゼウルの剣が閃いている。その軌道の先に、自分の首がある。

　無防備だ。防ぎようが無い。自分の剣はパリングされて、今は虚空を斬きり裂いている。

　退いてかわすこともできない。渾こん身しんの一撃を見舞おうと、体重は前へと傾いている。

　防げない。退けない。数瞬先には死が待つばかり。

　このまま首を刎はねられるのか。穢けがれた復ふく讐しゆう者らしく、斬ざん首しゆの最期を迎えるのか。

　──やらせるか！

　シリュウは前方にすっ転ぶ。退ける体勢ではない。だから無様にすっ転んで地べたに這はいつくばう。

　ゼウルの剣が奔る。だが一瞬遅い。そこにシリュウの頭部は無い。

「ぐっ！」

　顔面から石畳に着地する。肺から空気が漏れる。だが知るか。更に転げてゼウルから離れて立ち上がろうとする。

「──させねえよ」

　……!?　だが立ち上がれない。身を起こしただけ。ゼウルが既にそこにいる。

　そのゼウルが剣を薙なぐ。神速の一撃がシリュウに迫る。回避は不可能だ。

「このおおお──っ！」

　諦あきらめるものか。シリュウは全力で剣を切り上げる。

　崩れた体勢のまま無理やり反撃し、そして互いの刃が激しくぶつかり合い──。




　顔を斬られる痛みが一条、走った。




「あ──」

　シリュウの喉のどの奥から、掠かすれた声が漏れていく。

　剣がぶつかり合って。右手に甚大な負荷が掛かって。

　だがその瞬間、ぶつかり合った剣の一方が折られた。それと同時に、シリュウの右手に掛かる負荷が一瞬軽くなった。

　その直後だ。顔に激痛が走り始めた。

　斬きられたのだ。ゼウルの剣がシリュウの頬ほおを斬った。

　だがその剣をゼウルは柄しか握っていない。刃がシリュウを掠めて宙を舞う。折られたのはゼウルが握っていた剣の方だ。

　そして、その剣を断ち切ったシリュウの剣は、今。

「──いい剣だろ、それ。……何せ俺が持ってるやつの中で、一番の業物だからよ……」

　シリュウの握る剣に胴を深々と斬り裂かれながら、ゼウルが掠れた声で笑った。

　この剣は、元はシリュウの持ち物ではない。

　かつてはゼウルの剣だった。現在ゼウルが持つどの剣よりも優れた逸品だ。

　クーデターの後で、親友から託された物だ。

　その剣に斬られたゼウルは、身を起こしただけの姿勢のシリュウとすれ違うように、前のめりに倒れ伏した。

「ゼウル。お前、まさか──」

　虚空を見上げたまま、再び呆ぼう然ぜんと声を漏らす。

　ゼウルが自分をここに誘い込んだ。これは賭かけだと言って、魔法を使わずに剣だけで戦った。

　ゼウルの持つ剣は全すべて、ゼウルが自分に託した剣よりも、確実に劣っていた。

　……どういうことだ？

　まさかお前は、俺に倒されても構わないと考えて、この状況を招いたのか？

　だが、だとすれば、何な故ぜ……？

「──殿下っ！《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

「なっ!?　く……っ！」

　そこへセリナの翠すい緑りよく色の輅ロ機キが駆けつけて魔法を発動。神速で迫りくる鉛の矢に、シリュウは堪たまらずゼウルから離れるように身を投げ出してかわす。

　そのシリュウからゼウルを庇かばうように輅機が割って入る。セリナが輅機との想そう調ちようを解いて、倒れ伏すゼウルの傍そばに膝ひざをついて顔を覗のぞき込む。

「殿下、ブルーク州の州立病院へ向かいます！　想調して私の中へ！　病院まで容体の悪化を止めるのです！」

　その呼び掛けに、ゼウルがうっすらと瞼まぶたを開けた。

　そして、セリナと唇を重ねて約やく慕ぼを交わし、その姿を消す。

　ゼウルは約慕を交わすことで想そう調ちようを果たし、セリナの体内に入り込んだのだ。

　想調によって他人や輅ロ機キと同化している間は、フィガロの系譜フイガロエルヴエの肉体は消滅している。そして想調が解かれて肉体が復帰した時、その肉体は想調の前後で一切変化しない。たとえ同化した相手の肉体が損傷しようが、その影響も一切受けない。それを利用してゼウルの容体を保つべく、セリナはゼウルに想調を促したらしい。

　セリナが輅機とも想調する。輅機が駆け去りエトラの大型輸送機に乗り込む。鹵ろ獲かくだ。

　輅機が乗り込んだ数秒後、輸送機のコックピットに生身のセリナが現れる。そしてカーゴドアを含めた扉を全すべて閉じ、スィグア州に隣接するブルーク州の州都の方角へと、瞬く間に輸送機を飛び立たせた。

「あ……。くそっ、呆ほうけている場合か……！」

　頬ほおの傷口から流れる血を袖そでで拭ぬぐい、シリュウは脳を痛めつけるように頭かぶりを振る。

　ゼウルの真意は読めない。だが今の自分には為なすべきことがある。

　何にしても急がなければ。この件がオルドネスの耳に入る前に首都を急襲し、奴やつを討たなければ。

　輸送機を奪われてしまった。ならばこの祖国で輸送機を得る。いや、輸送機だけではない。エトラやウィンダムと想調した状態で首都に乗り込めるよう、操縦士もだ。

　時間との勝負だ。まずはエトラと合流し、スィグア人達に協力を仰がなければ。

　そう思って急いで立ち上がった時、広場の中央の方から、集団による唸うなり声のような野太い怒声が轟とどろいた。

　死刑囚や観衆達だ。スィグア人だ。セリナの輅機が無くなったことで観衆が蜂ほう起きする。

　数の暴力で人垣の兵士達に襲い掛かり、死刑囚達を囲んでいた兵士達も全力で叩たたき伏せる。そして手錠こそどうにもできないものの、死刑囚同士を繋つなぎ合っていた縄を断ち切って解放した。

　禍まが々まがしいほどの歓声が沸き上がる。スィグア人達の勢いは収まらない。フィガロ人の兵士達を思うさま殴り倒し、武器を奪って身ぐるみを剥はぐ。それでも収まらずに集団で更に制裁を加え続けていく。

　止まらない。もはや暴徒だ。かつての王宮前の広場に暴力が蔓まん延えんする。

　そんな混乱の渦中で、観衆の一人が奪ったアサルトライフルを天に向けて乱射し、叫ぶ。

「ひゃははははっ！　フィガロ人を皆殺しにしろ！　奪え！　殺せ！　解放だ！　遠慮は要らねえ、俺達に逆らう奴は全員フィガロ人だ！」

　おおおぉおおおぉぉおおぉぉぉ……!!

　下卑た狂気の歓声が沸き上がる。暴徒と化したスィグア人達の大半が、町へと勢いよく大挙して向かっていく。

　フィガロ人の機関である領事館ではなく、同じスィグア人が暮らすはずの、町へ。

「……な……？」

　その姿を目の当たりにして、思わずシリュウは目を見開いた。

　瞬まばたきを忘れる。膝ひざから力が抜けていく。遠のいていく意識の中で、眼前の光景を否定する。

　……待て。一体お前達は何をするつもりだ？　解放を謳うたっておきながら、誰だれに向けてその暴力を振るおうとしている？　暴動を起こすなら、まず真っ先に目の前にある庁舎、領事館を狙ねらうはずだろう？

　ここはスィグア州だ。町に向かったところで、そこにいる者はほとんどがフィガロ人ではなくスィグア人だ。そんなことはお前達も重々承知しているはずだ。

　だというのに何な故ぜなのだ。一体どういうつもりなのだ。

　どうしてスィグア人のお前達は今、同胞を相手に暴動を起こそうとしている──？

「…………誰でも、いいのか」

　痛むほど渇いた喉のどに引っ掛かりながら、言葉が零こぼれ落ちた。

　誰でもいいのか、奪えるならば。

　騒ぎに乗じて略奪できるなら、相手が同胞だろうが関係無いのか。

　解放などただの建前で、欲望のまま蹂じゆう躙りんできる獲物を求めているだけか。

　スィグアとペストは隔離しろ。

　この言葉は魔皇国の勝手なプロパガンダではなく、事実だったというのか……？

「おい。こいつまさか、王子じゃねえのか？」

　その時だ。この場に残っていた暴徒の一人がこちらに気付き、そんな声を上げた。

　そして振り返って仲間達を荒々しく呼びつける。

「おいお前等ら！　シリュウだ！　シリュウの野郎がここにいるぞ！」

「ああ!?　なんだとぉ!?」

　途端に暴徒達が顔を歪ゆがませ、ぞろぞろと歩み寄ってきた。

　スィグアの民が少し遠巻きにしてくる。無数の血走った目と怒号に曝さらされる。

「王子だと!?　ふざけんな！　今更出てくるんじゃねえ！」「こいつはスィグア人のくせに魔皇国の皇族としてぬくぬくと暮らしてきた裏切り者だ！　殺せ！」「ここは俺達の国だ！　王族なんか要らねえんだよ！　死ね！」「こいつ剣なんか持ってやがるぞ！　銃を持ってる奴やつはいねえのか!?　誰でもいい、早くぶち殺せ──！」

　人垣に取り囲まれる。スィグア人達の罵ば声せいを一身に浴びる。

　スィグア人達が飛び道具を持つ仲間を探す。後ろの方から人垣を割り、兵士から奪ったアサルトライフルを持つ男が出てくる。

　……何だこれは？　一体どういう状況だ？

　意識が白む。全身に力が入らない。罵ば声せいの集中砲火をやけに遠くに感じてしまう。

「ひゃははは！　死んで俺達に詫わびろ、裏切り者がっ！」

　男が叫ぶ。アサルトライフルをこちらに構える。

　そしてその指を、ライフルのトリガーに掛けて、

「────お義に兄い様さまっ！」

　刹せつ那な、悲鳴と共に白しろ銀がねの輅ロ機キが人垣を飛び越え、自分と銃口の間に割って入った。

　エトラの輅機ウィンダムだ。着地で石畳が割れて舞い上がり、暴徒達が後ずさる。

　共謀者の少女が駆けつけてきた。そのエトラがウィンダムとの想そう調ちようを解き、姿を現すなり両肩を掴つかんでくる。

「お義兄様、私と想調してウィンダムとも想調を！　しっかりなさい！　ここで呆ほうけていたら、あなたは……！」

「エトラ……？」

　銀色の髪。切れ長の双そう眸ぼう。輅機を駆ることも難しい、血の気の薄い白い肌。

　眼前にエトラがいる。灰色の瞳ひとみでこちらを見上げ、懸命に肩を揺さぶってくる。

　そんな少女の姿を見て、──スィグア人達は。

「女だ。…………ひゃははははっ、女だ！」

　輅機に怯ひるんで生まれた沈黙を、下卑た歓声で埋め尽くす。

「女だ！　それも輅機に乗っていやがった！　こいつ、フィガロの皇女だ！」「まだ殺すんじゃねえぞ！　足だけ撃ち抜いて逃がすな！」「だが魔法は!?」「左腕だ！　左腕を肩から斬きり落としちまえ！」「輅機に乗らせるんじゃねえぞ！　逃がすな、捕らえろ、犯して殺せ──！」

　スィグア人達が狂喜する。己の獣欲を満たそうと、哄こう笑しようを上げて殺到しようとする。

　他ほかの誰だれでもない──エトラを狙ねらって。

　────っ！

　途端、シリュウは手放しかけていた意識を引っ掴む。

　……呆けている場合か！　エトラが狙われている！　この少女だけは、俺が────！

　スィグア人達が殺到してくる。だがその前にエトラと唇を重ね合って約やく慕ぼを交わす。

　エトラの姿が夢幻のごとく消える。想調だ。二人が一つになる。

　続けてシリュウはウィンダムの約慕端末に唇を寄せ、二重想調を果たす。

　──視点が切り替わる。意識の宿る体が切り替わる。

　光を弾はじく白銀の機体。腰のパイロンに一振りの大剣。バレエダンサーを思わせる、流線型の長身痩そう躯く。

　ウィンダムと想調したシリュウは、エトラに殺到しようとしていたスィグア人達を、遥はるか頭上から見下ろしていた。

「あ、あ、ああ……！」

　スィグア人達がこちらを見上げ、怯きよう懦だを露あらわにして後ずさる。

　そして。

「や、やべえ……！　ちくしょう、お前等らここで壁になってろ！」

「な──っ!?　ぐあああああああっ!?」

　銃声と悲鳴が轟とどろく。アサルトライフルを持つ男が周囲の暴徒達の足に向けて乱射した。

　動けなくなった暴徒達を囮おとりにして男が逃げる。無事な者達もうずくまる者達を踏み越えて逃げていく。

　重傷の同胞を見捨てて我先にと駆け去っていくスィグア人達。その走る先には、他ほかの暴徒達が既に向かっている町があった。

　…………何なのだ、これは。

　眼前で繰り広げられる醜い惨劇に、輅ロ機キを駆るシリュウは、ただ立ち尽くす。

　同胞を食い物にしようと、スィグア人達が町に大挙する。同胞を囮にして、スィグア人達が逃げていく。足下に見捨てられたスィグア人達が転がっていて、悲鳴と罵ば声せいを逃げる仲間達にぶつけている。

　何なのだ、これは……っ？

　ウィンダムの拳こぶしを固く握り、強くわななかせる。

　重傷のスィグア人達が見捨てられている。だがこの者達もエトラを食い物にしようとしていた。ともすれば今、地に這はいつくばって悲鳴を上げているのは、エトラだったかもしれない。

　エトラはスィグア人とは縁ゆかりが無い。だというのにエトラはここへ来た。

　祖国アメアの民と同様に虐げられているであろうスィグア人の為ために、全すべてをなげうってここへ来た。

　だというのに、どういうつもりだ？

　何だこれは？　何だこれは？　どういうつもりか答えてみせろ！

「貴様等は一体、────何なのだっ!!」

　白しろ銀がねの巨人が咆ほう哮こうする。広場を怒号が震わせる。わななく拳で大剣を握る。

　どういうつもりだ？　エトラはスィグア人を助けに来たのだぞ？　それをここにいる全員がその目で見たはずだ。だというのに、そのエトラにまで手を出すつもりなのか？

　エトラのことだけではない。同胞もだ。どうして貴様等までが同胞を虐げる？

　……フィガロ人ばかりでなく、スィグア人すら私利私欲で同胞を──父上と母上の民を虐げるというのか！

【ぐ……！】

　思えば自分はスィグア人というものを直接はよく知らなかった。幼い頃ころは王宮で育ち、母が死んでからはスィグアの地から離れてしまった。

　スィグア人の実態は知らない。しかし父上と母上の民なのだ。だからこそ自分が救わなければと思い続けてきた。仇きゆう敵てきオルドネスの息の根を止められる機会もあったが、彼かれ等らを救う為ために忸じく怩じたる思いで見過ごした。

　……だが、こんなものがスィグアの民だったのか。

　こんなものの為に、自分は仇敵の国で十年もの間、恥辱や加虐に耐えてきたのか。

　初めて知った。これなのか。これが父上と母上の民なのか。

【……こんな連中の為に、俺もエトラも──この手を血に染めてきたというのか！】

　彼方かなたから響く乱射音。町の方から銃声が聞こえる。

　最初に町に向かった暴徒達の仕業か。だがその一団だけではない。少し遅れていた連中も、ウィンダムから逃げた連中も、まとめて町へとなだれ込んでいく。

　町の住人が食い物にされる。いや、もしくは暴徒に加わるかもしれない。現に広場の連中は全員このざまだ。

　祖国に厄災が押し寄せる。祖国の民が、祖国を破壊していく。

　────そんな真ま似ね、断じて許してなるものか。

【お義に兄い様さま……？　まさか……】

　エトラが念話で呼び掛けてくる。少女の声が翳かげっている。

　それに応こたえず、握りしめていた大剣を腰のパイロンから外す。

　……分かっている。だが、すまない。これを見過ごす訳にはいかないのだ。

　祖国を民が蹂じゆう躙りんしていく。父上と母上の国を、その民が穢けがしていく。

　それがスィグア人の実態だというならば、ならばいっそ、自分が鎮圧しなければ──！




『お控えくださいシリュウ様。暴徒は我々が鎮圧します』




　刹せつ那な、不意に朴ぼく訥とつとした声が聞こえてきた。

　肉声ではない。無線越しだ。輅ロ機キに搭載された無線を通じて、聞き覚えのある声がする。

　だがおかしい。それは本来、このスィグアの地にまで届く無線ではない。

　無線越しに聞こえた声の主は、セツキガルド方面軍の軍閥の長、ガリンシャだ。

「……ガリンシャ少佐？　何な故ぜお前の声が、ここまで……？」

『そのお声、やはりシリュウ様でしたか。よもやとは思いましたが、エトラ殿下と想そう調ちようしておいでなのですな』

　驚きの色の見えない朴訥とした声。無線がガリンシャの言葉を届けてくる。

　その無線に重なって、彼方の空から甲高い音が微かすかに聞こえ始める。

　飛行音だ。それが幾つも近づいてくる。音が次第に大きくなっていく。

　ウィンダムを駆るシリュウは、その音を頼りに、振り返って曇天を見上げる。

『ミランド王国軍が引き返したので、我々も殿下を追って参りました。予想外の事態ではありますが、後は我々にお任せください』

　軍用機だ。隊列を組んだ爆撃機や輸送機が空に現れる。

　機影が大きくなる。音も轟ごう音おんとなって響いてくる。

　隊列が広場の上空に迫る。輸送機が一機ずつ離れて高度を下げ、暴風を逆巻かせながら広場に無理やりランディングしていく。

「──」

　呆ぼう然ぜんとただ、その光景を見届ける。

　爆撃機が地上を威圧するように町の上空を旋回する。輸送機が次々と広場に着陸し、武装した歩兵達が降りて町へと向かっていく。

　更に輸送機が着陸する。降りてきた歩兵達がウィンダムの足元にうずくまる暴徒を確保し、応急処置を施しながら救急医療機関に連絡を取り始める。

　そして最後の輸送機が着陸すると、その中からガリンシャが現れて、ウィンダムに歩み寄って姿勢を正した。

「シリュウ様。あなたはスィグアの王子だったお方。あなたが彼かれ等らを鎮圧なさるのは望ましくありません。それにここも今やフィガロの地。フィガロの治安は、我々が守ります」

「ガリンシャ……？」

　言葉が漏れるが、ガリンシャはそれには答えない。後方の大型輸送機を一度振り返ってから、こちらを見上げてくる。

「ＴＬ－４を一機お預けします。殿下達は直ちにこの場を離れてください。皇帝陛下より追討の勅が下されれば、我々もあなた方の敵になりますので」

「……少佐」

　今度はエトラが静かに呟つぶやいた。そして少女が足下には聞こえないほどの小声で、感謝の言葉を口にする。

　その言葉が届くことは許されない。余計な情を抱かせてしまってはならない。場合によっては、二人をその手に掛けるのは、この少佐になるかもしれない。

　そうでなければならないことは分かっている。だがそれでも一言、シリュウは尋ねる。

「……何な故ぜ、助ける」

　復ふく讐しゆう者としての本性を現した自分を。

　フィガロの皇族という立場に据えられてはいるものの、所しよ詮せんはスィグア人でしかない、そんな自分を。

「異なことを。追討の勅が下されるまでは、我々がお仕えする主君は、あなた方です」

　短く挙手の敬礼をしながら一言。ガリンシャの声はやはり、朴ぼく訥とつとしていた。

「……っ」

　一瞬、胸元から言葉が熱く込み上げてきた。

　長年フィガロ人に虐げられてきた。侮ぶ蔑べつや嘲りを笑顔で受け流しながら、その裏で歯を食いしばって耐え忍んできた。

　決してフィガロの系譜フイガロエルヴエだけが敵だった訳ではない。仮にも皇族に据えられながら、スィグア人であるというだけで、自分はフィガロ人の嗜し虐ぎやくの対象にされてきた。

　だが今、シリュウ＝スィグアが主君であるという理由で、こうして戦地に駆けつけて作戦行動を展開しているフィガロ人達がいる。

　込み上げてきた言葉が喉のど元もとに達する。そのまま外へと飛び出しそうになる。

　だがそれを、シリュウはゆっくりと飲み込む。

「そうか」

　一言だけ告げて、皇族として麾き下かの敬礼に会釈を寄越す。

　ガリンシャへの返事は、ただそれだけに留とどめておいた。

【……お義に兄い様さま、行きましょう】

【ああ】

　分かっている。この場にはもう、いるべきではない。

　ウィンダムと想そう調ちようしたままＴＬ－４に乗り込む。そして機体をバンドで固定してから、エトラが想調を全すべて解いた。

「それでは殿下、離陸します」

　操縦士二人がそう言った。ＴＬ－４が広場を滑走し、機首を上げて空へと飛び立った。

　眼下に町が広がっている。スィグア人の商店が略奪に遭っている。

　その武装した暴徒に立ち向かいながら、セツキガルド方面軍のフィガロ人達が、商店の店主や客らしきスィグア人達を保護して避難誘導していた。

　……ぎり。シリュウは歯は噛がみして、拳こぶしを固く固く握りしめた。

　眼下の祖国が、小さくなっていく。





　　　　●






　シリュウとエトラ、そしてウィンダムを乗せたＴＬ－４は、飛び立った時に機首が向いていた南へと進んでいた。

　スィグア州はさほど広くない。当てもなく飛ぶうちに、やがて隣のブルーク州との州境を越えた。セリアが重体のゼウルを運ぶと言っていた州だ。

　この州も面積はスィグア州とほぼ変わらない。ここからしばらく南西に飛べば、フィガロ魔皇国の中心地、北エスノワ州との州境に差し掛かる。

　そして、そこから更に南西に位置している都市が、フィガロ魔皇国の首都パルネだ。

「……く」

　キャビンの席に座るシリュウは、隣のエトラにも聞こえないほどの小声で呻うめいた。

　元の計画では、ゼウルを倒した後で即座にスィグア州で準備を整え、エトラやウィンダムと二重想そう調ちようした状態で首都を急襲する予定だった。

　しかし計画が狂った。スィグア人の実態は、あれだった。

　それでも既に賽さいは投げられた。今更引き返すことなどできない。オルドネスが反逆に気付く前に首都を急襲し、奴やつを討つ。それだけは変わらず、成し遂げてみせる。

　だが……っ。心中で歯は噛がみして、澱よどむ思考をどうにか巡らせる。

　首都のオルドネスを急襲しなければ。だがどうやって首都まで行けばいい？

　輸送機には乗っている。操縦士もいる。二重想調もできる。しかしこの輸送機で首都を急襲する訳にはいかない。

　確かにコックピットには操縦士がいる。だが彼かれ等らはフィガロ人だ。魔皇国の滅亡になど加担するはずもない。万が一加担する意思があったとしても、加担させてはならない。

　最終局面だ。フィガロ魔皇国を滅ぼす以上、ここから先はフィガロ人は抜きだ。

　しかし、そうなるともはや打てる手は一つだ。他ほかに協力を求められる相手などいない。

　アメアだ。ブルーク州の東南に隣接する、エトラの故郷だ。

「……っ」

　それしかない。だがそうと知りながら、他の手段を懸命に模索する。

　そもそものきっかけがスィグア人の処刑だった。それを防ぐべく、スィグア人とは無関係のエトラまで尽力してくれた。だというのに、スィグア人はエトラの献身を卑しく踏みにじった。首都への襲撃も、スィグア人は協力を求める機会すら与えなかった。

　……だからこそ、もう分からない。

　このような顛てん末まつだというのに、このうえアメア人まで巻き込んでしまうのか……？

「アメア州の基地へ向かってください」

　迷う最さ中なか、凛りん然ぜんとした声が聞こえた。

　エトラがコックピットにそう指示する。可及的速やかに、と付け加える。

　御意、と操縦士達がコックピットから答え、輸送機が針路を南東に取った。

「エトラ……？」

　呆ぼう然ぜんと少女に呼び掛けた。

　……確かに他に手段は無い。だがそれでは協力したアメア人まで罪を問われてしまうではないか。

　だがそうと告げる前に、エトラが頭かぶりを振り、凛然と顔を突き合わせてくる。

「十五歳になってセツキガルド州に赴任するまで私はアメアにいた。その私が断言する。アメアになら、私達と同じ志を秘めている人間がいるわ」

　光を宿す灰色の双そう眸ぼう。エトラが真まっ直すぐこちらを見つめてくる。

　一瞬その眼まな差ざしから目を逸そらしたくなる。だがその衝動を堪え、受け止める。

「……分かった。そうしよう」

　操縦士達の手前、具体的な話はできない。だが互いに頷うなずき、確かめ合った。

　やはり他ほかに手段が無い。それに時間も無い。オルドネスが自分達の動きに気付く前に急襲しなければならない。そうなると、地理的にもアメア以外に選択肢は無い。

　それに大丈夫だ。同志がいるはずだとエトラが言った。ならば間違いない。

　エトラは一年前までアメアにいた。アメア人というものを知っている。

　……幼い頃ころにスィグアを離れた自分とは、違うのだ。

　だからまだここからだ。そう自らに活を入れ、この先の計画について練り直す。

　もはや残された道は一つ限りだ。アメア州の基地でこのＴＬ－４から降り、速やかに別の輸送機とアメア人の操縦士を確保する。そして首都を急襲し、フィガロ魔皇国の絶対的な支配者、皇帝オルドネスの虚を衝ついて討つしかない。

　これを完遂すれば、もうフィガロ魔皇国を支えられる人物はいない。そもそも魔皇国は軍事国家だ。武力によって統べられている国だ。有力な皇子達を喪うしなった今、オルドネスまで討たれれば、もはや国体を維持できない。

　正直に言えば、ただでさえ厳しい計画が更に難しくなっている。薄氷を踏むような危うい計画だ。

　それでも、たとえそんな道でも、あと一本だけは残されているのだ。

　これまでも窮地の連続だった。だがそれらを全すべて乗り越え、ここまで来たのだ。

　ならば今回も同じこと。不可能に思えることでも、ただ実現すればいいだけのことだ。

　──だからまずは、急いでアメア州に辿たどり着かなくては。

　そう思い、シリュウが唾つばを飲み込んだ時のことだ。




　無機質な電子音が、キャビンに鳴り響く。




　途端に二人ははっと息を呑のむ。

　ＰＣＤの着信音が鳴り響いている。音の発生源はエトラの腰元だ。

　こわごわとエトラがＰＣＤを取り出し、その液晶画面を見て発信者を確認する。

「……！」

　エトラが目を見開き、一瞬呼吸を止めた。

　そしてゆっくりと、ＰＣＤを操作して、その音声のみの設定の通話に出る。

『──余だ』

　絶望的な言葉が、エトラのＰＣＤから漏れ聞こえた。

　オルドネスだ。フィガロ魔皇国の初代皇帝だ。

『ヌフフ……！　どうした、何を黙っておる。だが下らん挨あい拶さつなど要らんな。一言だけ答えれば良しとしよう』

　オルドネスが愉快げに笑った。そして、断定的に尋ねてくる。

『シリュウ。己うぬも、聞いておるな』

　……っ！　思わず再び二人して息を呑のんだ。

　だがもう確信されている。欺く意味が無い。

　いや、そもそも自分はエトラの補佐官で親衛隊長だ。隣にいても何ら不思議ではない。

　だからまだ、何も気取られていないかもしれない。そう理論武装して、答える。

「はい、陛下。ここに控えております」

『ヌフフ……！　そうか、よくぞ答えたシリュウよ。ならばその褒美に、己等うぬらに余の居所を教えてやろう……！』

　居所を、教える……？　その物言いに目を見開いた。

　確かにそれは重要な情報だ。オルドネスを討つには、オルドネスの居所を把握しておかなければならない。

　だが今の言葉の裏には、もっと重要な情報が含まれている。

　つまりオルドネスは今、何らかの理由で、首都を離れているということだ。

　だから最も知りたいことは居所ではない。今は他ほかにもっと確認するべきことがある。

　いや、確認ではない。もはや希望だ。ただ希望に縋すがりたいだけだ。

　オルドネスがまだ何も知らずにいて、急襲すれば討ち取ることができる。そういう可能性がまだ残されていると、信じていたいだけなのだ。

『余は今、アメアにおる』

　──その酷薄な答に、意識が凍りついた。

　自分達の反逆を知っているか否いなか。その程度の話ではない。

　つい先程、自分達は計画を書き換えた。アメアで準備を整えてから首都へ向かうという、オルドネスを討つ為ためのたった一つの道を選び取った。

　その唯一の道の先で既に、──オルドネスが待ち構えている。

『シリュウよ。そしてエトラよ。余はアメアにおる。第二皇女となるはずだったエトラの祖国は今、余が直じかに掌中に収めておる……！』

　オルドネスの声が荘厳に響く。絶対者が愉快げに哄こう笑しようする。

『復ふく讐しゆう者達よ、よくぞその地位まで成り上がった。そしてよくぞ皇太子をも打ち破った。次期皇帝候補の末席でしかなかった己等うぬらが、よくぞここまで辿たどり着いた……！』

　半年前、エトラは序列最下位の第五十七皇女だった。自分に至ってはディーヴァに飼い殺されているだけだった。あの頃ころに比べれば、二人は華々しいほどに成り上がっている。

　だがそれも、今日限りだ。

『己等うぬらと余の間にはもはや何なん人ぴともおらん。余の首級が欲しいのであろう？　ならば復ふく讐しゆう者達よ、首都パルネまで向かわずとも良い』

　何も言葉を挟めない。そもそも返事など求められていない。

　圧倒的な絶対者が、全すべてを見通したうえで、最後にこうと言葉を結ぶ。

『余と、己等うぬら。このアメアの地で、相見あいまみえようではないか』

　それきり、ＰＣＤからオルドネスの声が聞こえることは、もう無かった。

　終わった。

　画面の暗転したＰＣＤを見つめたまま、エトラが凍りついている。

　そのエトラを眺める瞳ひとみの焦点が合わない。視界の全てがぼやけて映る。

　ＴＬ－４の駆動音と、機体が大気を突き破って飛ぶ音が、地鳴りのように響いていた。

「……全て、奴やつの思惑どおりだったということか」

　ぼそりと言葉を漏らした。

「……そうね」

　エトラが我に返り、ＰＣＤを仕舞った。

　そして唇を噛かみ、凛りんと眼まな差ざしを強くする。

「ええ、うまく操られたようね」

　こちらの行動を先回りされている。追い詰められた先で待ち構えられている。

　つまり、そういうことだったのだ。

　何もかも読まれていて当然だ。この一連の展開の裏で糸を引いていたのはオルドネスだ。奴の作った筋書きをなぞり、奴の掌てのひらの上で踊らされていただけだ。

　だからもはや、……これまでだ。

　キャビンの席に座ったまま、愕がく然ぜんと思い知る。

　奇襲などもう無理だ。既にオルドネスは全てを把握している。このままアメアに向かっても死にに行くようなものだ。コックピットの操縦士達も、オルドネスに自分達の引き渡しを求められれば、従わざるを得ない。

　……ならばどうする？　どこへ向かう？　復ふく讐しゆう者としての本性を曝さらけ出した自分達は、一体どこへと向かえばいい？

　その答を出す余裕も無いまま、ＴＬ－４が州境に迫っていた。前方の山岳地帯を越えれば、かつてのアメア公国にしてエトラの故郷、アメア州だ。

　オルドネスからの連絡を知らない操縦士達が、コックピットからキャビンを振り返る。

「殿下、間もなくアメア州に到着します。これより基地の管制塔に連絡を入れて、着陸の許可を求めます」

「あ……！　いいえ、やはり行先は──」

　咄とつ嗟さにエトラが止めようとする。今アメア州に向かうのは危険だ。

　だがその前に、操縦士がインカムに触れて言った。

「おお、そのアメア州の基地から無線が入りました。これより応答して許可を求めます」

「な……！」

　思わず二人は立ち上がる。

　まずい。アメア州の基地からこの輸送機に連絡が来た。動きを完全に捕ほ捉そくされている。

　それに間違いない。このタイミングであちらからの連絡となればもう決まりだ。自分達を拘束して引き渡せという要求だ。

　もはや危険だ。ここまでだ。このままこのＴＬ－４に乗っていることすら危ない。

「エトラ！」

「ええ！」

　途端に二人は駆けだす。目指すはキャビンの下の貨物室だ。

　先にエトラを階段へと滑り込ませ、その後に続く。

「え……っ？　で、殿下？」

　操縦士達の声を背中に聞きながら貨物室へ。そこには銀に煌きらめく巨人が横たわっている。

　エトラの輅ロ機キ、ウィンダムだ。

「行きましょう、お義に兄い様さま！」

　ウィンダムのもとでエトラが振り返る。そのエトラの手を取り、空いた手でエトラの顎あごを軽く上に向ける。

　行く当てなど無い。それでもここにはいられない。二人でここから逃げるしかない。

　エトラがそっと瞼まぶたを閉じる。松葉のような美しい睫まつ毛げ。

　そんなエトラの唇に唇を重ね、約やく慕ぼする。

　エトラの感触が消える。想そう調ちようを果たした。そのままシリュウはウィンダムの約慕端末に唇を寄せ、二重想調を果たす。

　──天井が見える。視点が切り替わった。意識がウィンダムの中に入り込んだ。

　ウィンダムを駆るシリュウは、機体を固定するバンドを外し、貨物室の後部のカーゴドアを手動で開ける。

　眼下に峡谷が広がっている。ＴＬ－４がちょうど州境の山岳地帯の上空を飛んでいる。

「で、殿下！　無茶です……っ！」

　階段から操縦士の一人が叫ぶ。暴風に煽あおられて手すりにしがみ付いている。

「後でコックピットからカーゴドアを閉めてくれ！」

　最後の命令を言い残し、開いたカーゴドアから下を覗のぞく。

　広葉樹が鬱うつ蒼そうと生い茂る山。ここから山肌までの高さは百メートルほどか。

　生身なら絶望的な高さ。だが霊金アンジュライト製の輅ロ機キならば、きっと。

　そう覚悟して踏み切り、ウィンダムの機体を宙へと投げ出した。

　自由落下の浮遊感。大気の質量を全身で感じる。見る間に山の木々が眼前に迫り、

【──ぐうううっ！】

　木々を全身で押おし潰つぶしながら受け身を取りつつ着地。痛みが意識にフィードバックされる。地響きが鳴って土煙が盛大に巻き上がる。

　だがそれだけだ。ウィンダムに致命的な損傷は無い。着地に成功した。

　しかしそれは問題ではない。無事に撒まけたかどうかだ。身を起こして空を見上げる。

　曇天を背負いながら、ＴＬ－４がしばらく上空を旋回する。だがやはり着陸は不可能だったらしい。諦あきらめたように機首の向きを変えると、アメア州へと飛び去っていった。

　目撃者がいなくなった。今のうちに隠れなければ。

　シリュウはウィンダムを立ち上がらせ、およそ十メートルの高さの木々を掻かき分わけて移動する。そして適当な崖がけを見つけると、ひとまずその陰にウィンダムを横たわらせた。

　エトラが想そう調ちようを二つとも解き、それぞれが山の土を踏みしめる。

　この日、州都から州都へと飛び回っていた二人は、今は未開の山奥に身を潜めていた。

　苔こけと腐葉土の湿った匂においが漂う中、エトラがＴＬ－４の飛んでいた空を見上げる。

「ひとまずは、ここにいれば安全かしら」

「ああ。……一時凌しのぎに過ぎないが」

「それでも構わないわ。お義に兄い様さま、そこに座って」

　そう言ったエトラに肩を掴つかまれ、横たわるウィンダムの腕に座らされた。

「顔の傷口がまだ開いているわ。手当てするからじっとしていて」

　エトラがポケットからガーゼと紙テープと消毒薬を取り出した。そして魔法用の傷口を作る為ために常備しているナイフも出し、ガーゼと紙テープを適当なサイズに切っていく。

「まずは止血するわ。強く押さえるので痛むでしょうけれど、しばらく我慢していて」

　エトラが折り畳んだガーゼを左頬ほおの傷口に当て、紙テープで貼はり付けて固定する。そしてガーゼの上から掌てのひらで押さえつけて圧迫してきた。

　左頬に鋭い痛みが走る。ガーゼに血が染み込んでいくのが分かる。その血で手が汚れることに構いもせず、エトラがなおも押さえつけてくる。

　傷口が熱い。だがガーゼ越しに触れてくる掌は、あたたかい。

「……いつの間に、こんな物を調達したのだ？」

「ＴＬ－４の中よ。オルドネスからの電話の後、キャビンに救急キットがあることに気付いたの。その直後にアメアの基地からＴＬ－４に連絡が入ったので、必要そうな物をポケットに押し込んで逃げ出したの」

「ああ、そうか。あの電話の後の……」

　あの電話の後の──俺がただ愕がく然ぜんとしていた間に。

　そんなことを言おうとして、だが皮肉を言う余裕すら無くて、言葉の後半が霧散した。

　……ああ、何だこれは。

　一体これから、どうすればいいのだ。

　顔に笑みを張り付けて生きてきた。そういうことが得意なはずだった。

　だが、自分がどうやって笑っていたのかすら思い出せない。

　……今となっては、自分が何をする為ために生き抜いてきたのかすら、分からない。

「俺達はもう、……終わりだ」

　エトラの顔を眺め、呟つぶやいた。

　眼前の少女が目を見張る。頬ほおを押さえつける力が、弱くなる。

　十年もの間、仇きゆう敵てきの国の中で耐え抜いてきた。いつかこの国を滅亡させると胸に誓い、その願いだけを支えにここまで這はい上がってきた。

　だが今日、積み重ねてきた何もかもが崩壊して、もはや絶望しか残されていない。

「……皇太子のゼウルを倒してスィグア人を救い、スィグア人の助力を得て皇帝オルドネスを討つ。魔皇国の将来と今、両方の絶対者を叩たたき伏せる。それで全すべてが達成される。土台となる人物を全て失ったこの国は、その国体を維持できずに滅亡する。──そんなものなど、ただの夢物語でしかなかった」

　脳を揺さぶられているかのよう。視界が大きく前後しているように感じる。

「スィグアは俺を拒んだ。オルドネスにも全てを見透かされて踊らされていた。奴やつに奇襲を掛けて討ち取ろうとして……だがそんな策など、最初から潰ついえていた」

　ならばこれからどうすればいいのか。先程もそれを考えた。

　だが答など無い。どこにも存在しないものなど、出せるはずも無い。

「もう終わりだ。もはやどこにも味方などいない。立て直すことなどもうできない。それに……っ」

　前髪の生え際を乱暴に掴つかみ、上下互いに押おし潰つぶさんばかりに歯は噛がみする。

「それにお前も見ただろう!?　あれがスィグア人だ！　父上と母上の民とはあんな連中だった！　スィグア人への悪評など魔皇国によるプロパガンダだと思っていた！　だがその実態があれだ！　俺はあんな連中の力を当てにして、奴やつ等らをこの腐り果てた国から解放しようとしていたのだ……！　だが……っ」

　かつてオルドネスに銃を下賜された時、そのまま奴を撃てる隙すきがあった。だがスィグア人のことを思い、その千載一遇の機会を放棄した。

　しかし、その想おもいが失うせてしまった。スィグア人の為にという意志など、今はもう失われてしまった。

　だから……もう。

「奴やつ等らも味方ではない。奴等の為ためになど、もう何一つできない。……だから、終わりだ」

　前髪を掴つかんだまま、声をわななかせる。

　取り戻そうとした祖国など、最初からどこにも無かった。

「──あなたの味方なら、ここにいるわ」

　その時だ。不意に小さな人差し指が、眉み間けんをそっと押さえてきた。

　新雪のように白い肌。灰かい瞳どうを秘めた切れ長の双そう眸ぼう。艶つやめく長い銀髪を、さらりと風が撫なでていく。

　エトラの人差し指が、自分の眉間の皺しわを伸ばしてくる。

　十年前の、この少女と初めて出会った時のように。

「味方なら私がいるわ、お義に兄い様さま。私はずっと一人だった。けれど半年前、ようやく二人になれた。私一人だけのものだった復ふく讐しゆうが、私達二人のものになった」

「エト……ラ？」

　前髪を掴んでいた手を離す。視界が開けてエトラが見える。

　眼前のエトラが、あの日よりも大人びた、柔らかい微笑を浮かべている。

「何も変わっていないわ。私達は私達の復讐を果たす。私達二人の宿願を成就させる。そしてそれが終われば、最期を迎えるの」

　エトラもあの日のような、ただ無邪気だった少女ではない。十年もの歳月が流れた。

　しかしそれでも、その表情はあの日のように美しい。

　そんな少女が、凛りんと眼まな差ざしを強くする。

「私は最期を迎えるわ。けれどそれで構わない。何な故ぜなら、最期に私を不幸にしてくれる人は、お義兄様なのだもの」

「────」

　瞬間、心臓が大きく跳ねた。

　凛りん然ぜんとした眼差しと言葉。体中を蝕むしばんでいた何かが、全身の血が入れ替わったかのように浄化されていく。

　……そうだ。確かにそう約束した。だが約束したかどうかの問題ではない。

　誰だれにも譲らない。その役目は自分だけの、シリュウ＝スィグアだけの特権だ。

「けれど何も諦あきらめはしないわ。たとえ最期を迎えるとしても、その瞬間まで生き抜いてみせる。見苦しくても、卑しくても、ただの身勝手だろうと、それでも最期の時まで足あ掻がいてみせる」

　澄み渡るような美しい声。澱よどんでいた意識が覚かく醒せいする。

　世界で最も美しい少女が、その手で自分に触れている。

「まだ終わりではないわ。私達の復讐は何も終わっていない。だからこれからもずっと、私達は二人きりで、この穢けがれた道を歩んでいくのよ」

　エトラがそっと、その人差し指を離す。

　そしてその小さな顔を近づけてきて、瞼まぶたを閉じて互いの額をこつんと合わせた。

　もう一つ、心臓が大きく跳ねた。

　いや、一つきりではない。鼓動が高鳴る。早鐘を打つ。痛みすら覚えるほど強く脈打ち、否いや応おうなしに思い知らせてくる。

　──生きている。自分はまだ生きている。うるさいくらいに胸が騒いでいる。

　だから終わりではない。自分とエトラの復ふく讐しゆうの道は、何一つとして終わってなどいない。

　額がエトラと触れ合っている。エトラの体がそこにある。

　手放したくない。だから堪たまらず、両腕を伸ばして抱きしめる。

「お前は俺がこの手で不幸にしてやる。だがそれは最期の話だ。エトラ、俺はお前を失いたくない。何をかなぐり捨ててでも、何を背負ってでも、俺はお前と共に生きる。俺とお前の復讐を果たして、そして最期を迎えるその時まで、お前と共に生き抜いてみせる」

「……お義に兄い様さま」

　間近からエトラの声がする。その距離に落ち着きを失ってしまう。

　しかし同時に、ここにエトラがいることに、途方もなく安あん堵どする。

　思えば広場で暴徒達に襲われた時もそうだった。自分に銃口を向けられても意識は麻ま痺ひしたままだった。だがエトラが狙ねらわれそうになった瞬間、電気が走ったかのように意識を取り戻した。

　結局そういうことなのだろう。そういう衝動に何度も見舞われてきた。

　死は怖くない。だがエトラを失うことは怖い。それが堪らなく怖いのだ、自分は。

　母上が死んだ時、これ以上失うものは何も無くなった。

　──だが今は、違う。

　だから戦うしかない。エトラを失わないように、最期のその時まで戦い抜く。

　戦うことで生き抜いていく。二人の道は、最初からそういう道だ。

　それにエトラが言ったとおりだ。復讐は二人の道であり、二人だけの宿願だ。

　たとえスィグア人の為ためという意志が失われたとしても、それは復讐心の一部でしかない。

　エトラを強く抱きしめたまま、ぎり、と密ひそかに歯は噛がみする。

　……そう。それは十年にも亘わたる恨みの、ほんの一部でしかないのだ。

　奴やつは父上を殺した。母上を死に追いやった。俺自身もいたずらに皇族かつ隷属民という立場に貶おとしめられ、長きに亘って虐げられてきた。

　それが原点だ。これは俺とエトラの復讐だ。この復讐心は俺とエトラのものだ。

　他ほかの何者も一顧だにしない、ただ俺とエトラの二人だけの、私し怨えんによる復讐劇だ──！





　　　　◯　　◯　　◯






　今から四十年前、小国の貴族家の嫡男が、大天使フィグなる存在に触れた。これによりその嫡男は、魔法といった異能や輅ロ機キにまつわるオーバーテクノロジーを得た。

　その嫡男が五年後、母国の保護国だったエスノワ共和国の危機に立ち上がり、一国を建国した。フィガロ魔皇国だ。

　そのフィガロ魔皇国初代皇帝であるオルドネスは、アメア州の基地の司令室で、エトラとの通話を終えた。

　時の流れは遅々としている。しかし時代は目まぐるしく移ろう。

　その二律背反を生み出しているものは人間だ。悠久の時に比べれば、人間の命はあまりに短い。その肉体の最盛期は、更に短い。

　世界を動かす者達が、世代を重ねて入れ替わっていく。だから時の流れは遅々としながら、人の世の時代は移ろっていく。

　それは、今や随一の強国となったこのフィガロ魔皇国とて同じことだ。人間の肉体には限界がある。この皇帝オルドネスの肉体も、遂ついに衰えを迎えようとしている。ゆえにこの国は、次の皇帝へと時代を移ろわせる準備を整えてきた。

　次の皇帝は、第二世代の中で最も優れたフィガロの系譜フイガロエルヴエのゼウルだ。時代の節目を前にして、既に自分はそう決めた。

　時代が移ろっていく。だがその移ろいも、全すべて自分の筋書きどおりだ。

「この世界の在り方は、天意の化身たる余の意思で決めてくれよう……！」

　エトラの故郷のアメア州で、オルドネスは一人、岩盤のごとき巨きよ躯くを揺さぶって笑った。

　そこへ一人、兵士が報告の為ために司令室に現れた。シリュウとの決闘に敗れた皇太子ゼウルが、ブルーク州の州立病院の集中治療室に運び込まれたとのことだ。

「救え。あれは次の皇帝の器に相応ふさわしき人間だ」

　御意、と兵士が最敬礼で答え、司令室を後にした。

　それから少しして、また別の兵士が報告に現れた。管制塔の通信兵だ。

　シリュウとエトラについてだ。

「ヌフフ……！　そうか。逃げたか」

　報告によると、シリュウとエトラがウィンダムと想そう調ちようし、航行中のＴＬ－４から飛び降りたらしい。場所はアメア州とブルーク州の州境にある山岳地帯とのことだ。

　山岳地帯を低空飛行していたとは考えられない。高度はそれなりにあっただろう。だが飛び降りたのは輅機だ。想調した状態で飛び降りたのだから、大破したとしても想調者である二人は無事だ。そうでなくても霊金アンジュライト製の輅機ならば、うまく受け身を取れれば無事であることも充分考えられる。

　いや、シリュウのことだ。無事に決まっている。だからこそあれは今日まで生かされた。

　あれは幼い頃ころより利発で将来性があると見込まれていた。だからスィグアを滅ぼした時も、念の為ためにあれを殺さずにいた。そしてあれは見込みどおり、仇きゆう敵てきの国の中で一人きりで、この十年を生き延びてみせた。

　あれは大した器だった。だからこそその復ふく讐しゆう心に気付きながら生かしておいた。その強さゆえに、あれは生きることを許された。

　だが今となっては、その強さゆえに、時代が移ろう前に叩たたき割らねばならない。

　重く低く荘厳な声で、オルドネスは勅を下す。

「シリュウ＝スィグアとエトラ。フィガロ魔皇国はこの両名を反逆者と認定し、追討するものとする。但し、あれらは紅の戦姫ディーヴァを降くだし、紫紺の太子バートレットを降した猛者。そして今はゼウルも出陣できん。ならばもはや、あれらの輅ロ機キウィンダムを相手にできる者など他ほかにおらん。あれらの追討には、余が自ら向かう……！」

「御意──！」

　オルドネスによる親征と聞き、兵士が息を呑のんで最敬礼する。そして勅命の公布と親征の準備を整える為、足早に司令室を後にした。

　それきり報告の兵は訪れない。だが既に、事態は大きく動いている。

　エトラとシリュウが反逆した。事実上の第二皇女と、スィグアの負け犬が。

「さて、小僧。それでは始めようではないか」

　司令室で一人、オルドネスは巨きよ躯くを揺さぶって笑い、呟つぶやいた。

　あの小僧、次の皇帝の器に相応ふさわしき人物になるやもしれん──十年前に自分がシリュウを生かしておいたのは、そうと判断してのことだった。

　もしあれがオルドネスという男を凌りよう駕がすることがあれば、あれを次の皇帝の器に選んでやっても良い。そうとまで思ってのことだった。

　事実、あれは自分の想像を遥はるかに凌駕してくれた。ともすればフィガロの系譜フイガロエルヴエを差し置いて、あれを選ぶ未来もあるのではと思わせてくれた。

　──だが、もう要らない。

　次の皇帝の器はゼウルだ。予備の器など、もう必要ない。

　ましてその器が真の器に傷を付けうるならば、先に砕いて壊すまでだ。

「フ！　ヌフフ……！　ヌハハハハ……！」

　アメア州の基地の司令室で、哄こう笑しようが大気を震わせる。

　この場にいる者はただ一人。反逆者達の狙ねらいもただ一人。

　半年前にシリュウに銃を下賜してやった、皇帝オルドネスのみ。

「さあ小僧、舞台を整えてやったぞ。己うぬの復讐劇の最終幕、今こそ共に上げようではないか……っ！」

　魔皇国を統べる絶対者は、反逆者の行く末を思い、重く重く高らかと哄笑を上げた。




　人は皆、自らを英雄譚たんの主人公であると自うぬ惚ぼれる。自らより遥はるかに強い者が相手でも、奇跡が起きることを盲信し、無責任に啖たん呵かを切る。

　だが小僧、己うぬは違った。己うぬはこの十年、ひたすらに研けん鑽さんを積んで才を磨きに磨き、超人的な高みに至った。だがそれでも、己うぬは自惚れなかった。

　その理由は二つ。

　一つは、己うぬが自らに失敗が許されないことを承知していたがゆえ。年端もいかぬ己うぬの双肩に、スィグアの全すべての民の命運が懸かっていることを理解していたがゆえ。

　そしてもう一つは、己うぬがフィガロの系譜フイガロエルヴエではなかったがゆえ。超人的といえど、所しよ詮せんは比ひ喩ゆ。真の超人フィガロの系譜フイガロエルヴエを相手取れる訳ではないことを、兄弟達のもとに預けられる日々で思い知らされていたがゆえ。

　その己うぬが今──無責任に啖呵を切った。

　喜べ小僧。己うぬは犬から人となる。

　己うぬはただの人となり、有象無象の先例に漏れず、死の瞬間に思い知るのだ。

　ああ、やはり自分は主人公であったと。

　だがこの物語は──英雄譚ではなかったと。









　　　　第三章◆穢けがれ聖せい者じゃのエク・セ・レスタ






　シリュウの体感では、この山に潜伏してから一時間半ほどが経過していた。

　ウィンダムを隠した崖がけから山を少し下ると、幸い川魚の泳ぐ渓流が見つかった。

　時計になる物ならＰＣＤがあるが、今はその電源をオフにしている。電源が入っているとＧＰＳで居場所を知られてしまうからだ。

　そんな折、生まれて初めて魚を手て掴づかみで食べたエトラが、手を洗いに向かっていた渓流から戻ってきた。

「まだ一食だけだけれど、どうにか食べていけそうね。こんな未開の山奥だというのに」

「負け犬も女め狐ぎつねも獣だからな。野良になろうが食い繋つなぐさ」

「それもそうね。この山の生態系を壊さないように気を付けましょう」

　下らないことを言い合い、顔を見合わせて苦笑した。

「……あ」

　と、ふとエトラが声を漏らし、その左胸に触れた。

「どうかしたか？　どこか具合でも悪いのか？」

　そう尋ねると、エトラが微妙に表情を変えながら頭かぶりを振る。

「いいえ。何でもないわ」

　どこか物もの憂うげで、それでいて何かに感謝するような表情だ。だがそれは気のせいだったのか、すぐにエトラはいつものエトラに戻っていた。

　州境の山奥は静かだった。野鳥や獣が近くをうろついているような気配が無い。

　時刻はおそらく昼過ぎくらいだろう。しかしこの崖がけの裏はあまり明るくない。

　その原因は崖という遮しや蔽へい物よりも、空模様にあった。

「いずれ雨になりそうね」

　エトラが空を見上げて呟つぶやいた。スィグア州もそうだったが、ここも雲に覆われている。

　ちょうど崖が屋根のように突き出ているので、ここにいれば濡ぬれることは無さそうだ。だが雨によってどう影響が出るかも分からない。もしかすると、対応に追われることになるかもしれない。

　シリュウは横たわるウィンダムの腕に腰掛ける。

「今のうちに、これからどうするかを決めた方が良さそうだ」

「ええ、そうしましょう」

　エトラが歩み寄ってきて、シリュウの隣に腰掛けた。

　果たすべき宿願は変わらない。フィガロ魔皇国への復ふく讐しゆうだ。しかしそれを果たすまでの道程は、これまで以上に厳しいものとなっている。

「俺達にはウィンダムがある。追討の兵を差し向けられようが、返り討ちにはできるだろう。だが想そう調ちようするにしろ魔法を放つにしろ血液を消耗してしまう。散発的に戦うならともかく、長期戦となると厳しいだろう」

「そうね。それに隠れているだけでは何も果たせない。この国を滅亡させることなんて、夢のまた夢だわ」

　ああ、とシリュウは頷うなずいて、後ろ暗く笑う。

「だが今ならば、オルドネスを討つことさえできれば、この腐り果てた国は崩壊する」

　超大国のイリスカヤ連邦との戦争が始まったことで、魔皇国への外圧は激しさを増している。内側にも潜在的に不満分子を山ほど抱えている。そうしたものを捻じ伏せて魔皇国が成り立っていたのは、フィガロの系譜フイガロエルヴエの武力が圧倒的だったからに他ほかならない。

　だがその武力も大きく削そがれてきた。先日のクーデターで、魔皇国はバートレットを始めとする有力な皇子達を喪うしなった。ゼウルも深手を負っていて、どうなるか分かったものではない。

　それでも皇帝オルドネスという絶対者さえ健在なら国体は維持できる。だが逆に、この絶対者を討ち果たせば、フィガロ魔皇国は滅亡する。

「ええ。だからやはり問題は、どうやってオルドネスを討つのかだわ」

　それが一番の難題なのだけれど、とエトラが自虐的に苦笑する。

「下山しなければジリ貧になるわ。けれど私もお義に兄い様さまも皇族。顔くらいなら広く知られている。ウィンダムのことを抜きにしても、街に潜伏するということは不可能ね」

「お前だけなら一時的には可能だろうがな。想そう調ちようによって他人に成りすませば、しばらくだけなら生活できるだろう」

「そうかも……しれないわね」

　エトラが自らの唇に触れながら、嫌そうに顔をしかめた。

　シリュウとエトラはこれまでもたびたび想調している。この間、シリュウの肉体の制御はエトラによって制限されている。しかし二人は協力し合う共謀者だ。エトラも魔法を使う為ためにシリュウの左腕を制御するものの、肉体の全すべてを乗っ取るような真ま似ねはしていない。

　だが皇子達によるクーデターの際にディーヴァが女兵士に対してやっていたように、フィガロの系譜フイガロエルヴエは想調によって同化した相手の肉体を支配することもできる。

　但し想調も魔法の一種なので、僅わずかとはいえ血液を消耗し続けることになる。魔力が高ければ魔法による血液の消費量を抑えられるが、第二世代屈指の魔力を誇るエトラでも、永久的に想調し続けることは不可能だ。想調した相手の血液がいずれ枯渇してしまう。

「とはいえ所しよ詮せんは一時的に過ぎないがな。同じ相手に想調し続けることは不可能だ。かといって想調する相手を変え続けていれば、さすがに足取りを掴つかまれてしまう」

　これも結局はジリ貧になってしまう。そうでなくても現実的ではない案だ。

　それにそもそも、長期戦で臨むことはできない。

「短期で奴やつを討つしかない。時間を掛ければディーヴァが戦場から戻ってくる。容体の不明なゼウルもすぐに傷が癒いえて復帰するかもしれない。長期戦になればなるほど、お前のウィンダムに対抗できる相手が増えて不利だ」

　やはり状況は悪い。これまでも薄氷の上を歩むような道だったが、ここへ来てその氷が更に薄くなった。

「それに、時間が経たてばオルドネスがどこに行くかも分からん。今夜はまだアメアにいると信じて、宵よい闇やみに紛れて基地と領事館に奇襲を掛けるのが最善か」

「……いずれにしても、奇襲でなければ討ち取ることは不可能でしょうね」

　エトラの声が神妙になった。

　相手はフィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖、皇帝オルドネス。四十年前、その圧倒的な武力によってたった一人でフィガロ魔皇国を建国した、絶対的な覇者だ。

「相手は魔力だけでも私達第二世代とは桁けた違いよ。……まあ、その、魔力に関しては、それなりに差を縮められるかもしれないけれど」

　ん……？　不意に少しだけエトラが声を浮つかせた。

　だがやはり、すぐにその声を沈ませる。

「それでもやはり厳しいわ。オルドネスの神代の詩エク・セ・レスタは、極めて特殊で驚異的だもの」

　エトラを始めとして、神代の詩エク・セ・レスタを使うフィガロの系譜フイガロエルヴエは第二世代にも存在する。しかし第二世代の神代の詩エク・セ・レスタと始祖オルドネスのそれには、根本的な違いがある。

　オルドネスの神代の詩エク・セ・レスタは空間だけでなく、時間にも作用するのだ。

「辺り一帯の、術者以外の時間の流れを極端に遅くする──それがオルドネスの神代の詩エク・セ・レスタよ。それが発動している間、こちらは完全に無防備になる」

「……となると、やはり真正面から戦うことは避けるべきだな」

　軍事国家の皇帝は伊だ達てではない。だからこそ元の計画でも急襲にこだわっていたのだ。

　すぐさま仕留めるしかない。だが真っ向からは挑めない。相変わらず八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

　シリュウは息を呑のみ、重々しく口を開く。

「まともに相対することだけは避けなければ。だから、今考えうる最悪の展開は──」

　そう言いかけた時、不意に地響きを思わせる音が聞こえ始める。

　しかし音の発生源は大地ではない。遥はるか彼方かなたの曇天だ。

「な……」

　エトラがそちらを見上げて絶句する。シリュウも思わず顔をしかめる。

　轟ごう音おんを響かせて、アメア州の方から大型の輸送ヘリが迫ってくる。

　それを険しい顔で睨にらみながら、シリュウは苦々しく告げる。

「今考えうる最悪の展開は、こうしてオルドネス自ら俺達を追討しに来ることだ……！」

　爆発的なプロペラ音。大型輸送ヘリが一機、州境の山岳地帯の上空に迫り、そのままホバリングする。

　輸送ヘリのカーゴドアが開く。搭乗している輅ロ機キが姿を覗のぞかせる。

「……っ！」

　その輅機の姿を見るなり、視界が赤らむほど血が上った。

　闇やみを思わせる漆黒の装甲。石柱さながらの頑強な四肢。悪魔の化身と見み紛まがうような、武骨な体たい躯くを誇る巨人。

　──輅機、ドミナス。魔皇国初代皇帝の専用機が、曇天を背負って現れる。

　その輅機と想そう調ちようする者は無論、不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てき、オルドネスだ。

　……奴やつが全すべての元凶だ。

　父上を殺し、母上を死に追いやり、自分をこの腐り果てた国で虐げる。

　そうした禍わざわいの全ての元凶が、あの男だ──！

「ぐ……っ！」

　ドミナスの姿に腸が煮えくり返る。だがその熱を無理やり呑み込んで判断する。

　奴を始末してやりたい。積年の怨えん嗟さの復ふく讐しゆうを果たしてやりたい。だが今はまずい。この状況は想定していた中でも最悪の展開だ。

　犬歯で左手の甲に傷を付け、シリュウはエトラの手を取る。

「エトラ、念の為ためにウィンダムと想そう調ちようするぞ。この崖がけの裏に身を潜めたままやり過ごし、隙すきをついて一いつ旦たん逃げるしかない……！」

「ええ、今は分が悪いわ。主導権を握れる状況を作り、再起を図りましょう……！」

　エトラが頷うなずき、その小さな顔を突き合わせてきた。

　桜色した薄い唇。その美しさに焦燥を覚える。

　その焦燥を抑え込み、エトラの後頭部に手を添える。

　エトラがそっと瞼まぶたを閉じる。──この腐り果てた世界の中でたった一人、味方でいてくれる少女。

　失う訳にはいかない。失いたくない。決して失ってなるものか。

　少女の頭を抱き寄せて、その唇に唇を重ねた。

　想調を遂げた。眼前にエトラの姿は無い。今は自分の中に入り込んでいる。

　自分も生身を晒さらしていては危険だ。横たわるウィンダムの約やく慕ぼ端末に唇を寄せる。

　すると視界が白しろ銀がねの巨人のそれになった。想調を果たしたのだ。

【ひとまずこのまま隠れるぞ！】

【ええ。この場を動かないようにしましょう……！】

　念話でエトラと言葉を交わし、崖の裏に隠れたまま息を潜める。

　幸いこの山は木々が鬱うつ蒼そうと生い茂っている。自分達がどこに潜んでいるのかを上空から突き止めるのは至難の業のはず。













　だからここは待ちの一手だ。生き延びさえすれば、機会は必ず訪れるはずだ。

　だが、そう思うシリュウの駆るウィンダムのもとに、歌が高らかと聞こえてくる。




「〈天聖フィグはかく語りき。陛きざむ漆黒、皇すめらぎの〉」




　大音声が山間に響く。重く、低く、荘厳なる声。

　鉛色の雲をその背に負って、遥はるかな空より降り注ぐ。

「〈綾あや弦づるの鋭ときに瞬まばたいて、詠うたうは見まみえぬ御み神かみの託宣〉」

【……な……】

　思わず四肢が強こわ張ばる。崖がけの裏から空を仰ぎ見る。

　ドミナスだ。皇帝オルドネスの駆る輅ロ機キが、固有の最強魔法を練り上げる。

「〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を贄にえと捧ささげよ〉──！」

　漆黒の巨人が詠唱を終える。時の流れを乱さんとする。

　左の腕を山間に突き出し、穢けがれた皇帝が厳おごそかに今、神代の詩エク・セ・レスタを発動する。




「──《絶・神代詩歌アカシヤ・クロニクル》!!」




　──────。

　刹せつ那な。

　世界が、その姿を変えていた。

　オルドネスが神代の詩エク・セ・レスタを発動させた直後、自分を取り巻く世界が一変した。

　驚くことすらできない。何が起きたのかすら分からない。

　この崖の裏の少し先からは、木々が鬱うつ蒼そうと生い茂っていた。十メートルほどの高さの山林が広がっていて、それらと崖という遮しや蔽へい物に隠れて、自分達は息を潜めていた。

【…………!?】

　だがその潜めていた息を、二人揃そろって呑のむ。

　無い。

　つい先程まで鬱蒼と生い茂っていたはずの山林が、今はもう無い。

　見渡す限りに広がっているのは、炎の燻くすぶる一面の焼野原だ。

　ほんの数瞬での出来事だ。たったそれだけで、自分達を隠していたはずの山林が消し炭にされている。

　その光景を目の当たりにして、愕がく然ぜんと悟る。

【これがオルドネスの……っ、フィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖の、神代の詩エク・セ・レスタか……っ】

　体感としては数瞬の出来事だった。だが実際には、一時的にオルドネス以外の時間の流れが遅くなったことによって起きた現象だ。

　おそらくこういうことだろう。周囲の時の流れを極端に遅くした状況で、オルドネスは鬱うつ蒼そうと生い茂っていた山林を魔法で焼き払った。そして木々が消し炭になった頃ころ、周囲の時の流れる速さが元に戻ったのだ。

　その結果、自分達にとってはほんの数瞬で、隠かくれ蓑みのにしていた木々を焼失させられた。

　エトラがはっとする。

【そんな……！　それでは、ここにいてもすぐに……！】

　その念話と同時に、輸送ヘリのドミナスが虚空に左腕をかざして魔法を発動させる。

「《流水雹オー・グレル》！」

　直後に山岳地帯の上空に、池でも宙に浮かび上がらせたのかと思うような巨大な水の塊が現れる。オルドネスが発生させたものだ。

　その水の塊が広範囲に滝のように激しく落ちる。焼野原で燻くすぶっていた炎や、消し炭と化していた木々の灰が、魔法による瀑ばく布ふに洗い流されていく。

　やがて、魔法が止やんだ。

　焼野原だった山の斜面には、もう燃え広がるような炎は無い。炭や灰と化していた木々も、もはや跡形も無い。

　崖がけと共にウィンダムの姿を隠していた物は──もうどこにも無い。

【しまっ……】

　堪たまらずどこかに隠れようとする。

　だが何も無い。辛うじて半面を崖が隠してくれているだけ。もう半面には何も無い。

　もはやどこにも逃げ場など無い。そんなウィンダムの機影を上空から捜していたオルドネスが、やがて。

「ヌフフ……！　そこにいたか……！」

　こちらを見つめて、重く威圧的な声をドミナスから発した。

　ドミナスを乗せた輸送ヘリが、焼き払われた山の中腹へと下りていく。そこに着陸するつもりなのだろう。

【ちぃ……！】

　これから始まるであろう輅ロ機キ戦から逃れる為ためか、輸送ヘリがここからやや離れた場所に着陸する。そのヘリから姿を覗のぞかせている漆黒の巨人を睨にらみつける。

　やり過ごすことができなかった。姿を露呈させられてしまった。だが最大の問題はそこではない。

　──先程の神代の詩エク・セ・レスタに対して、為なす術すべが無い。

　何もできなかった。やはりあの神代の詩エク・セ・レスタを使われると、回避も防御もできそうにない。

　そのような規格外の神代の詩エク・セ・レスタを使ったというのに、オルドネスからは血液を多量に消耗したような様子が見受けられない。それはつまり、あちらはある程度神代の詩エク・セ・レスタを繰り返して使うことができるということだ。

　絶望的な状況だ。血の気が全すべて引きそうになる。

　だが。

【ならば、やるしかないな……っ】

【ええ。戦いましょう、今ここで……！】

　エトラと共にそう覚悟して、崖がけの裏から不毛の斜面へと歩み出る。

　血の気が引くのを堪こらえられた理由は二つ。一つはそれを相殺するほどに頭に血が上ったこと。仇きゆう敵てきがそこにいるという事実が、腹の底で蠢うごめく復ふく讐しゆう心を鷲わし掴づかみにしてくる。

　そしてもう一つは、自分が一人ではないということ。

　誰だれにも奪わせてなるものか。決して失ってなるものか。

　他ほかの誰のものでもない。──エトラを最期に不幸にするのは、自分だけの特権だ。

【いつもと同じだ。左腕はお前が、それ以外は俺が担当する。俺の血のことは気にせず、魔法も神代の詩エク・セ・レスタも必要に応じて使うがいい】

【ええ。私達の全てをぶつけましょう。そして──】

　ウィンダムの左の拳こぶしを固く握り、エトラが念話で凛りん然ぜんと言う。

【果たしましょう。私達二人の復讐を】

「ヌハハハハ……！」

　禿はげた山肌を震わす威圧的な大音声。輸送ヘリから降りた漆黒の巨人が、ウィンダムの前に現れる。

　皇帝オルドネスの専用機、ドミナス。天使に触れたとされる絶対者の、悪魔さながらの輅ロ機キが、白しろ銀がねの巨人ウィンダムと対たい峙じする。

「半年ぶりか。久しいなエトラ。そして、シリュウよ」

　ドミナスの外部スピーカーを介してオルドネスの声がする。

　十年前の、祖国に乗り込んできて滅ぼした時と同じ、重く低い荘厳な声。

「あいにくだな。久しいという感覚など全く無い」

　シリュウはウィンダムの腰に佩はいていた大剣を抜き、鋭く告げる。

「何せあの日以来、来る日も来る日も片時も忘れず、貴様の首級を討ち取ることばかり考えてきたのだからな」

「ほう……？　フ。ヌフフ！　ヌハハハハハハハ……！」

　威圧的な哄こう笑しようが山間に轟とどろく。全長九メートルの輅機が実に愉快げに体たい躯くを揺さぶる。

「そうであろう小僧！　そうでなければな小僧！　その積年の怨えん嗟さを糧に弛たゆまず自らを磨き続け、己うぬは超人フィガロの系譜フイガロエルヴエの戦いに割って入るまでになったのだ……！」

　オルドネスの駆るドミナスが、その石柱のような腕を組む。

「エトラ、己うぬもだ。己うぬも血の乏しさゆえに皇族の末席に甘んじておった。だがその恵まれぬ境遇においても自らを研ぎ澄ませ、遂ついには余と対たい峙じするまでに成り上がった……！」

「ええ。全すべてはこの日の為ため。今ここであなたを討ち果たし、腐敗したこの国を滅亡させる為……！」

「ヌフフ……！　そうか、それは何よりだ……！」

　ドミナスが厳然と両腕を広げ、曇天を仰ぐ。

「愉快だ！　滑こつ稽けいだ！　魔皇国の皇位継承システムは余が構築した！　最も強き次世代を、次の皇帝に相応ふさわしき器を余さず選び抜く為のシステムだ！　そしてその優位性を、魔皇国を恨む己等うぬらこそが証明しておる……！」

　天啓を与えられた信徒のよう。漆黒の巨人が天を仰いで哄こう笑しようする。

　しかし。

「──だが、今となっては、己等うぬらの半端な強さこそが何よりも不要」

　重く低い声で告げて、ドミナスがこちらを見据えてくる。

「復ふく讐しゆう者達よ。よくぞ余と対峙するに至った。だが己等うぬらの命脈も、これまで」

　ドミナスが腰の剣を抜き、右手に構える。

「褒美をくれてやろう。余が自ら、己等うぬらに死をくれてやる」

「それもあいにくだ」

　ウィンダムと同化しながら歯を食いしばり、敵機を射い貫ぬくように睨にらむ。

　……貴様だ。貴様だ。全て貴様から始まった。

　父上と、母上と、そして俺の十年間の仇かたきだ──！

「皇帝オルドネス……！　貴様の醜い首級を貰もらい受け、復讐を遂げてやる！」

「ヌフフ！　ならば──」

　白しろ銀がねの巨人と漆黒の巨人。対峙する二つの輅ロ機キが、腰を少し落として剣を構え、

「──無念の末に死するが良い、人の子よ！」

　オルドネスの怒号。それを号砲代わりにシリュウのウィンダムが疾駆。

　同時にエトラがウィンダムの左手をかざす。

「《風斜矢ヴアン・デクラ》！」

　魔法を発動。不可視の鏃やじりがドミナスに襲い掛かる。

「むん……！」

　それをドミナスが大剣で斬きり払う。鏃が大気を貫く音を頼りにしたのか。

　だがそこを疾駆していたウィンダムが間合いに捉とらえ、大剣を縦に一いつ閃せん。

　ッ！　刃がかち合う。ドミナスがこれも防いでいる。

　止められてしまった。だがそう簡単に仕留められるはずもない。

　渾こん身しんの一撃が通じなければ、その一撃を繰り返すまでだ！

　薙なぐ、切り上げる、突いて薙いで振り下ろす。

　舞い飛ぶように白刃を閃ひらめかせる。一いつ閃せん、一閃、一閃──一閃一閃。

　息もつかさぬ連撃。ドミナスが防戦一方になる。じりじりと後ろに下がっていく。

　相手は絶対者。だが剣技は僅わずかにこちらが凌しのいでいる。少なくともゼウルほどではない。

　しかし余裕は無い。間合いを詰めているうちに仕留めなければ。

　敵はフィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖。第二世代とは魔力の桁けたが違う。ならば魔法の勝負に持ち込ませないうちに斃たおさなければ。

「《鉛長槍プロン・ランス》！」

「むっ？　ぬん！」

　剣舞の只ただ中なかでエトラが発動。長ちよう槍そうがドミナスの胸部を狙ねらう。それをすんでのところでドミナスが斬きり払う。

　──隙すきが生じた。

【うおおおぉおおぉぉおっ！】

　ウィンダムを全力で踏み込ませ、神速の大剣を一閃する──が。

【な……っ!?】

　いない。剣が空を斬る。寸前でドミナスが動きを一段階速くして、嘲あざ笑わらうように剣閃を掻かい潜くぐってすれ違った。

　しまった。慌てて反転して斬ざん撃げきに備える。

　だがドミナスがそこにいない。既にウィンダムと距離を取っている。

　そしてそのドミナスが、……左腕を天に向けてかざした。

　──一瞬凍りつく。魔法が放たれてしまう。第二世代を遥はるかに凌ぐ威力の魔法が。

　半月前のクーデターの時、エトラが発動した障壁は元第一皇子バートレットの魔法を完全には防ぎきれなかった。その原因は魔力の差だ。

　そのバートレットよりも、オルドネスの魔力の方が遥かに高い。

　だから発動そのものを防がなければ。そう思う。だが阻止できる距離ではない。

　曇天に左腕を突き出すドミナスが、天地に大音声を轟とどろかせる。

「──《炎爆雹プロズ・グレル》！」

　ドミナスの左手から無数の球が舞い上がる。炎の雹ひようだ。辺り一帯の地表に降り注いで爆発する魔法だ。

　既に放たれた。広範囲の魔法だ、逃げ場も無い。自分には打つ手が無い。

　そんな中、エトラがウィンダムの左腕を掲げて、放つ。

「《鉛防壁プロン・エズイド》！」

　魔法による障壁が展開された。だがその展開の直後、オルドネスの《炎爆雹プロズ・グレル》が絨じゆう毯たん爆撃よろしく神速で山肌に降り注ぐ。

【づうううぅううぅぅ──っ!?】

　炎の雹ひようが降り注ぐ。地表で無数の爆発が起こる。耳をつんざくような爆音が轟とどろく。

　禿はげた山肌が一面爆はぜる。大地が沸騰するように捲めくれ上がる。粉こな微み塵じんに吹き飛ばされて砂さ礫れきの濃霧が舞い上がっていく。

　……それから、しばらくして。

　次第に黒い濃霧が晴れていく。弾はじけ飛んだ砂礫が山肌に降り積もっていく。

　禿げ上がった山の斜面。そこに今も佇たたずんでいるのは、巨人が一機だけ。

　皇帝オルドネスの輅ロ機キ、ドミナスだ。

「フ……ヌフフ！　ヌハハハハハハハ──！」

　オルドネスが哄こう笑しようを上げる。愉悦の激情を露あらわにする。

　笑う。笑う。皇帝が笑う。その魔力の凄すさまじさを見せつけた男が大いに笑う。

　そして、告げた。

「復ふく讐しゆう者達よ、耐えてみせたか！」

　その言葉の直後、降り積もった土の下から一機、輅機が這はい出て立ち上がった。

　シリュウとエトラの駆るウィンダムだ。

【無事……なのか】

　さすがに現実味が無くて、細い声色の念話を漏らした。

　エトラが展開した鉛の壁はオルドネスの魔法によって粉砕された。だが粉砕されたのは炎の雹が降り止やむのと同時で、どうにかダメージを最小限に留とどめることができたらしい。

　しかし、そうだとすると分からない。これはどういうことなのか。

【……エトラ、お前は半月前にはバートレットの魔法を防ぎきれずにいたはずだろう。そのお前の魔法が何な故ぜ、奴やつより遥はるかに魔力の高いオルドネスの魔法を相殺できたのだ？】

【……分からない、かしら？】

　さすがにあれを防ぐ為ために気を張っていたのだろう。エトラが一息つくような間を置いてから念話を返してきた。

　そして疲弊した声音で、少し言い淀よどみながら答える。

【……お義に兄い様さまと、想そう調ちようしているからよ】

【俺と？　だがそれは今までもそうだっただろう。それに人間と想調すれば魔力は下がってしまうのではなかったのか？】

　人間と想調した場合、互いに想おもい合う気持ちが弱ければ魔力は下がってしまう。そのデメリットも、フィガロの系譜フイガロエルヴエが人間との想調をなるべく避ける理由の一つだったはずだ。

　だがエトラが言う。

【ええ。けれど次第に想調によって魔力が上がるようになっていって、そして半月前よりも今の方が更に上がるようになったのよ。……その、私と、お義に兄い様さまは】

　ん……？　その念話が一瞬理解できなかった。

　だがすぐに合点がいく。

【なるほど、そういうことか】

　魔法は形無い想おもいを形あるものに変換する行為だ。想そう調ちようした相手に対して互いに心を閉ざしたり拒んだりしていては、想いそのものが弱くなり、魔力が下がってしまう。

　だが互いに心を通わせて、互いを強く想い合っていれば、想いの純度が上がって魔力が本来よりも強くなるのだ。

　普通は他人と心を完全に通わせることなどできない。どう綺き麗れい言ごとを並べようが、他人を心から受け入れることなどできるものではない。だから先日バートレットが言ったとおり、フィガロの系譜フイガロエルヴエにとって人間との想調は、魔力を下げる愚策なのだ。

　事実、自分達もそうだった。初めて想調した時には、魔力がさほど落ちていないという程度だった。

　だがこの半年、自分達は徐々に相手を心から受け入れていった。窮地に立たされるたびに、その想いはより強くなっていった。

　そして、今日もだ。

　長年支えにしてきたスィグア人に失望した自分を、エトラが立ち直らせてくれた。

【そうだな。今の俺達は】

　心中で強く頷うなずく。

【ええ】

　噛かみしめるように、エトラも強く答えた。

　エトラは自分の味方でいてくれる。同じ道を、たった二人で歩んでくれる。

　そうして歩んできた二人だからこそ、あの絶対者の魔力にも、どうにか対抗しうるのだ。

「ヌフフ……！　やはり己等うぬらも、その程度には優れた器であったか」

　ウィンダムと対たい峙じするドミナスの中で、オルドネスが威圧的に笑っている。

　奴やつの魔法には多少なりとも対抗できそうだ。剣技もゼウルに匹敵するほどではない。

　だがそれでも、状況はやはり途方もなく厳しい。

【とはいえ、奴にはあの時間遅滞の神代の詩エク・セ・レスタがある。あれを使われれば終わりだ。……どうにかして、発動そのものを防ぐしかないな】

　あれが発動された時点で一巻の終わりだ。何もできないまま一方的にやられてしまう。

　ならばあれを使わせないようにするしかない。どうにかして神代の詩エク・セ・レスタの詠唱を邪魔するのが最善に思える。

　だがそれがうまくいくとは思えない。ディーヴァの輅ロ機キアンセムと戦った時もそれを狙ねらったが、結局詠唱を中断させることはできなかった。

　ではどうする？　他ほかの解決策が見つからない。

　このままでは敵の餌え食じきになるだけだ。そうと分かっているのに、対抗策が無い。

【私が、あれに対抗してみせるわ】

　だがその時、エトラが凛りん然ぜんとそう言った。

【……エトラ？　何か策があるのか？】

【いいえ、ただ真っ向からあの神代の詩エク・セ・レスタを防ぐだけよ。それが可能だという確証も無い。……けれど一つ、お義に兄い様さまに伝えていなかったことがあるの】

　エトラがそこで言葉を切る。少し言い淀よどむような間が生まれる。

　だがすぐに、エトラがウィンダムの左腕を動かす。

　そして、白しろ銀がねの巨人の左胸に触れた。

【今この瞬間にも、私は捧ほう貢ぐを取り込んでいる。私の神代の詩エク・セ・レスタは、今も少しずつ強くなっている。──だから、きっと】

　歯を食いしばりたくなるような痛ましさを孕はらんだ声。それでもエトラはやはり、凛然と言いきった。

【……そうか】

　そう告白されて、シリュウも理解した。

　神代の詩エク・セ・レスタは捧貢を取り込むほどに強くなる。そしてエトラの捧貢とは、エトラを頂く勢力が奪う命だ。

　セツキガルド方面軍は現在、ミランド王国でイリスカヤ連邦軍と戦い、スィグア州でスィグア人による暴動を鎮圧している。

　だからエトラが取り込んでいる捧貢は、祖国の民の命かもしれない。

　失望したとはいえ祖国の民だ。思うところが無い訳ではない。エトラ自身も自らの捧貢が犠牲の上に成り立っていることを呪のろわしく思っている。

　だが、今はそれだけではない。エトラが今も捧貢を取り込んでいるという事実は、もっと別の意味も持っている。

　自分達は反逆者となった。自分達を追討する勅命も下されていることだろう。

　なのにそれでもセツキガルド方面軍の兵士は、未いまだに胸中では、エトラを主君として頂いているということだ。

【確証は無くとも、対抗策はあるということか】

　ウィンダムを駆るシリュウは、機体に付いた土を払って剣を構え直す。

　敵は強大だ。だが唯一の味方がここにいる。その味方には、力がある。

　ならば、その力を信じて戦うだけだ。

【頼むぞ】

【ええ。頼まれたわ】

　シリュウとエトラは腹をくくり、ウィンダムのアイセンサーで敵機を見据えた。

「ほう。復ふく讐しゆう者達よ、力量の差を知りながらなおも戦意は衰えぬか……！」

　重く低い荘厳な声。ドミナスのアイセンサーもこちらを睨にらみつけてきた。

「ならば半端なる器達よ。真の力を前に、為なす術すべも無いまま滅び逝くがいい──！」

　ドミナスが後方に飛び退のく。両者の距離が大きく開く。

　山間の空は鉛色。その曇天をドミナスが狂信者のように激しく両腕を広げて仰ぎ見て。

　そしてまた、詠うたう。




「〈天聖フィグはかく語りき。陛きざむ漆黒、皇すめらぎの〉」




　終末を招く詠唱が始まる。神代の詩エク・セ・レスタだ。

　だがそれと並行して、詠唱が重なる。




「〈御使いフィグはかく語りき。疾はやる白しろ銀がね、風かざ鳴なきの〉」




　エトラの声も山河に響く。気高く尊いその調べ。

　祈るように両手を結ぶ、白銀の聖女の神代の詩エク・セ・レスタ。

「〈綾あや弦づるの鋭ときに瞬まばたいて、詠うは見まみえぬ御み神かみの託宣〉」

「〈衣けしの綻ほろびも天あま翔かけて、詠うは凪なぎ夜よに羽は搏ばたく翼〉」

　重く低い声と澄んだ声。二つの音色がぶつかり合う。

　その協奏にウィンダムの中で固唾かたずを呑のむ。今は神代の詩エク・セ・レスタの発動を見守るばかり。

　手は出さない。エトラがあれに対抗すると言った。だからここは信じて任せる。

　今は神経を砥ぎ澄ませて待つだけ。

　──両者の神代の詩エク・セ・レスタがその効果を終えた後こそが、自分の出番だ。

『〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を贄にえと捧ささげよ〉──！』

　詠唱が終わった。両者の術式が整った。

　ドミナスとウィンダム。二機の巨人が高らかと今、州境の山間に歌を響かせる。




「────《絶・神代詩歌アカシヤ・クロニクル》!!」

「《絶・昂翼魔女セヴンス・ヘヴン》────!!」




　──ぐうううううっ!?

　途端に実体無き左腕が凍いてつくように痺しびれる。そこに流れる血液を急激に奪われる。

　神代の詩エク・セ・レスタの代償だ。魔力が高まったせいか以前ほどには奪われていない。しかしそれでも恐ろしいまでの量だ。

　それを全力で歯は噛がみして耐える。そんなシリュウの駆るウィンダムに異変が起きる。

　翼だ。

　巨人の背中に真ま白しろき翼が生える。バートレットの輅ロ機キを降くだした時よりも一回り大きい。

　この翼が、エトラの神代の詩エク・セ・レスタだ。エトラの最強の魔法が発動された。

　しかしエトラだけではない。オルドネスの神代の詩エク・セ・レスタも発動されているだろう。

　だが、敵による時間遅滞の神代の詩エク・セ・レスタの効果が及ぶ直前のことだ。

　瞬時に視界が狭まっていく。光が差し込む隙すき間ますら無くなる。

　ウィンダムの背中に生えた広大な翼が、ウィンダム自身を完全に包み込んだ。







　翼だ。離れて立つウィンダムの背中に突然翼が生えた。天を覆うように広大な、数十メートルはある翼だ。

　その翼が折り畳まれて、ウィンダム自身を完全に包み込む。

　そんな光景をオルドネスが見たのは、時間遅滞の神代の詩エク・セ・レスタを発動するのと同時だった。

　あの翼の動きが遅くなる様子は無かった。どうやら時間遅滞よりも一瞬早く、翼による機体の包囲が完了したらしい。

　ほう？　エトラめ、神代の詩エク・セ・レスタを覚えておったのか……！

　これにはさすがに驚かされた。なるほど、元第一皇子のバートレットを降したのはその力が備わったからこそか。

　ウィンダムが翼で身を守っている。この翼がエトラの神代の詩エク・セ・レスタらしい。

　何だこれは？　いや、詮せん無ないことだ。もはや何であろうと、何もできまい。

　ウィンダムは全く動かない。それもそのはずだ。今はオルドネスにだけ一方的な時間が訪れているのだから。

　その時間の中で、ドミナスの左腕をウィンダムにかざす。

「ヌフフ……！　まずはウィンダムを貫き、己等うぬらのその身を曝さらけ出させてやろう。余の築く世界に異を唱える人の子になど、輅機は過ぎたる玩おも具ちやだ……！」

　それは天意がもたらした力。その力で天に背こうものなら、天罰が下ることは必定だ。

　滅びよ人の子、これは天意である。そう心中で唱えながらオルドネスは放つ。

「《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

　ドミナスの左手から神速の矢が発動。その鏃やじりが瞬時にウィンダムに迫り、穿うがつ──。

「……ぬう？」

　いや、穿つはずだった。しかしウィンダムの翼に阻まれてしまった。

　広大な翼は健在だ。攻撃を喰くらったはずだが傷一つ無い。中身のウィンダムに至っては言うまでもないだろう。

　またしても驚かされた。時間遅滞のこの状況下で、こちらの攻撃を防がれてしまうとは。

　だが──収穫はあった。

　こちらの魔法があの翼に触れた瞬間。その一瞬の様子を目にして、悟った。

「ヌハハハハハ……！　なるほど、そういうことか……！」

　詮せん無ない真ま似ねを。だが余興ではあった。オルドネスは一人、思わず愉悦の哄こう笑しようを上げる。

　と、どうやらここで時間遅滞の効果が終わったらしい。ウィンダムを包み込んでいた翼が、ゆっくりと霧散していく。

　両者の神代の詩エク・セ・レスタが消えていく。一方的な時間はひとまず終了だ。

　だがやはりこれまでだ。オルドネスは哄笑を上げながら、心中で唱えた。

　──ほう。それが己うぬの、神代の詩エク・セ・レスタの効果か。







　視界が開けていく。機体を包み込んでいた翼が消えていく。エトラの言った対抗策とはこの翼を身に纏まとうことだったのか。

　実体無き左腕が凄せい絶ぜつな痺しびれに見舞われている。もはや激痛だ。フィガロの系譜フイガロエルヴエの最強の魔法の代償は、やはり途方もない。

【ぐぅ……っ！】

　眩暈めまいがする。それでも歯を食いしばりこの一瞬に集中する。翼による防備が失うせたこの瞬間が最も危険だ。

　だが、襲撃は無い。シリュウが駆るウィンダムから離れて、敵機ドミナスはただ佇たたずんでいるばかりだった。

　無事だ。どうやら時間遅滞の神代の詩エク・セ・レスタから身を守りきれた。奴やつの切り札を打ち破ることができた。

　だが。

「ヌハハハハハハハハ……ッ！　そうか、それが己うぬの神代の詩エク・セ・レスタか！」

　オルドネスがそう言って、威圧的な哄笑を盛大に上げた。

　時間遅滞に対処された焦りなど見受けられない。絶対的な優位は揺るぎない。

　そんなオルドネスが、荘厳な声でこうと指摘する。

「己うぬの神代の詩エク・セ・レスタの効果とは、消滅だ」

「く……っ」

　その正体を暴かれ、エトラが苦々しく声を漏らした。

　指摘のとおりだ。魔皇国の滅亡を誓うエトラの神代の詩エク・セ・レスタの効果は、その復ふく讐しゆう心の影響を受けたのか、万物の消滅らしかった。

　ちぃ……！　シリュウも心中で歯は噛がみする。相手の切り札に対処した代わりに、こちらの切り札も全すべて出しきった。

　エトラが神代の詩エク・セ・レスタを使うと知られ、その効果も暴かれた。次はオルドネスの方がそれに対応してくるだろう。一度は敵による時間遅滞を凌しのぎきったが、次も凌げるかは不明だ。

　何より一度あたりの血液の消耗具合に大きな差がある。こちらは下手をすれば次が限度だ。しかしオルドネスには疲弊が全く見受けられない。

　一応対処はできた。だが状況は、更に窮地に追いやられている。

【お義に兄い様さま。敵の神代の詩エク・セ・レスタが来たら、また使うわ】

　それでもエトラが凛りんと告げてきた。

　シリュウの血液の消耗具合にも当然気付いているだろう。状況が未いまだにジリ貧なことにも気付いているだろう。それでもこの少女は、諦あきらめずに最善を尽くそうとしている。

【無論だ。俺の下げ賤せんなる血で、奴やつを討ち果たしてくれる】

　ぐ、と右手の剣を握り、強がり混じりに言ってのけた。

　勝機など欠片かけらも無い。それは百も承知だ。だがそれがどうした。

　エトラがいる。たった一人の味方と想そう調ちようしている。そして視線の先には、二人が復ふく讐しゆうを誓った仇きゆう敵てきがいる。

　父上と、母上と、そして俺の仇かたきがそこにいるのだ。

「小僧。小娘。己等うぬらも万策尽きたであろう。新たな時代の幕開けを前に、この地に墓標を築くが良い……！」

　山間に仇敵の哄こう笑しようが轟とどろく。狂信者のようにその腕を広げる。

　その動きで察する。来るのだ。あの時間遅滞の神代の詩エク・セ・レスタが。

【頼むぞ、エトラ！】

【耐えなさい、お義兄様……！】

　互いに短く覚悟を促す。微み塵じんの勝機の存在を信じて。

　その一いち縷るの望みを断ち切らんと、終しゆう焉えんの歌が奏でられる。

「〈天聖フィグはかく語りき。陛きざむ漆黒、皇すめらぎの〉」

「〈御使いフィグはかく語りき。疾はやる白しろ銀がね、風かざ鳴なきの〉」

　二つの歌が折り重なる。互いの歌を阻むように。

　嶺みねから麓ふもとまで厳おごそかに響く、人ならぬ者の時代の詩歌。

「〈綾あや弦づるの鋭ときに瞬まばたいて、詠うたうは見まみえぬ御み神かみの託宣〉」

「〈衣けしの綻ほろびも天あま翔かけて、詠うは凪なぎ夜よに羽は搏ばたく翼〉」

　シリュウは神経を研ぎ澄ませる。消耗による疲弊に耐えながら。

　微塵の勝機の訪れを信じ、その一いつ刹せつ那なに全てを注ぐ。

『〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を贄にえと捧ささげよ〉──！』

　この血をいくらでもくれてやろう。代わりに貴様の首を戴いただく。

　貴様が俺から奪った全すべてに、その身をもって報いるがいい──！




「────《絶・神代詩歌アカシヤ・クロニクル》!!」

「《絶・昂翼魔女セヴンス・ヘヴン》────!!」




　──左腕の感覚が完全に失うせる。凄せい絶ぜつなまでに血液を失う。

　それでも飛びかけた意識をがむしゃらに引ひっ掴つかみ、全霊を注いで括目する。

　ウィンダムの背中に翼が生える。天使さながらの純白の翼。

　その昂たかぶるような翼が折り畳まれ、ウィンダムの全身を繭のように包み込んだ。







　ほう。やはりまたしてもその翼で身を守るか。

　その身を翼で覆い隠すウィンダムを見据え、オルドネスは嘲あざ笑わらう。

　なるほど、確かにその翼で守っている間はいかなる攻撃からも逃れられるだろう。しかし、それで時間遅滞による隙すきの全てを無くせる訳ではない。

「時の流れが遅くなっている間、その身を守ることはできるだろう。だがまだ無防備だ。余と己等うぬらとで流れた時の速さが異なっているという事実に、己等うぬらは何も抗あらがえぬ……！」

　あの翼の発生から消滅までの間、オルドネスとシリュウ達とでは流れた時間の長さに差がある。シリュウ達の時間が遅滞している中でドミナスが移動すれば、シリュウ達からはドミナスが瞬間的に移動したかのような状況になるのだ。

　今は時間遅滞の神代の詩エク・セ・レスタが効果を発揮している。今のうちに死角へと移動すれば、両者の神代の詩エク・セ・レスタの効果が切れたその瞬間、確実にシリュウ達はドミナスを見失ってしまう。

　ゆえに、その一瞬の隙を衝つく。

　だが相手はシリュウ。次の皇帝の器の候補にすら入れていた小僧だ。遠距離から魔法で狙ねらえば、魔法の発動から着弾までの僅わずかな時間で反応されてしまうおそれもある。

　ならば、その可能性すら叩たたき潰つぶす。

　あの消滅の翼の効果が切れる瞬間を、至近距離の死角で待ち構えるのだ。

「復ふく讐しゆう者達よ、最後の時を堪たん能のうするが良い。だがその時も、己等うぬらには瞬く間に過ぎ去ってしまうがな……！」

　そう嘲笑うと、ドミナスを駆るオルドネスはウィンダムの左後方へと回り込んだ。

　ウィンダムが翼に包まれている。だが結局は無防備だ。

　その無防備な敵機に、オルドネスはドミナスを造作も無く迫らせる。

「──ぬう!?」

　だがその刹せつ那なに異変が。

　制御が利かない。ドミナスが自由を奪われる。ウィンダムに近づこうとした瞬間、急激にウィンダムに引き寄せられ始めた。

　突然のことに驚く。理解不能の現象に襲われる。

　だが混乱している場合ではない。これ以上ウィンダムに近づく訳にはいかない。

　あの翼に触れてしまえば、ドミナスが消滅してしまう──！

「そうか、消滅か……！」

　懸命に踏みとどまって引力に抗あらがう。その中で悟る。これはあの翼による消滅が引き起こしている事態か。

　真空だ。

　元々ウィンダムの周囲には何も無かった訳ではない。目に見えない大気が取り巻いていた。その大気が翼によって消滅させられたことで真空が生じ、その真空に周囲の万物が引き寄せられているのだ。

　周辺の大気が真空へと流れ込む。その大気も消滅して更なる真空が生じる。真空が急激に肥大化し、その激流にドミナスも囚とらわれる。

　なんということだ。敵の隙すきを衝つくはずだった。だが隙は余の胸の内にこそあった。

　──だが、その隙もここまでだ。

「《鉛長槍プロン・ランス》！」

　後方に左腕をかざして発動。数十メートルもの長ちよう槍そうが後方の岩盤に突き刺さる。その長槍の柄を握り、真空への暴風に耐える。

　隙を見せてしまった。だがこれで同じこと。

　ウィンダムの死角に入っている。それも至近距離だ。予定どおりの位置だ。

　このままここで耐え抜けば良い。今にこの翼も失うせるだろう。

　あとはこの場で待ち構え、時間遅滞によるシリュウ達の一瞬の隙を衝けば良い──！

　なおもドミナスを襲う暴風。怒ど涛とうの勢いで連鎖する消滅に飲み込まれそうになる。

　だがそれに耐え、耐え、歯を食いしばってそれに耐え続けて。

　そして耐え抜いて、遂ついにウィンダムを包む翼が霧散していく──。

「──うおおおおおおおおおおおっ！」

　だが、その刹せつ那な。

　背中の翼が消滅した瞬間、時間遅滞による影響など全く無かったかのように、ウィンダムがこちらを捕ほ捉そくして大剣を薙ないできた。

　為なす術すべなど無い。もはや回避も防御も不能。

　白しろ銀がねの大剣が迫る。漆黒の巨人を両断するべく。

　その大剣の美しい軌道をただ見届けながら、絶対者は全すべてを悟った。

　ヌハハ……！　そうか。そういうことだったのか。

　あの翼が消滅させた目に見えないものは、決して大気だけではなく────。







　実体無き肉体が猛烈な吐き気を催す。感覚が薄れて意識が飛びかける。

　凄すさまじい眩暈めまい。失われる平衡感覚。水に潜っているかのように聴覚が乱れる。

　それでもウィンダムを駆るシリュウは、翼の中で神経を研ぎ澄ませる。

　視野は翼で覆われている。その翼の向こう側の『今』を懸命に想定する。

　この翼が失うせた時、ドミナスはどこでその瞬間を待ち構えているか。その一瞬の攻防の為ために全身全霊を注ぐ。

　どこだ。どこだ。そしてまだか。翼が失せるその一瞬は、いつ訪れるのか。

　血液の消耗が限度を超えた。もはや立っていることすら覚おぼ束つかない。

　それでも自らの全すべてを奮い立たせ、ただその一瞬に備え続けて────。

　翼が失せる。

　一いつ刹せつ那なの攻防。

　すかさずドミナスを捜す。

　──いる。

　この辺りまで移動しているかもしれない。そう想定していた範囲にドミナスが。

　こちらに引きずり込まれている。大気の消滅による真空に気付かなかったのだろう。

　そのドミナスに──瞬時に斬きり掛かかる！

「──うおおおおおおおおおおおっ！」

　時間遅滞によって生じるこちらの一瞬の隙すき。それを懸念していた。

　だが無い。どうやら自分達とオルドネスとにタイムラグが無い。

　翼だ。エトラの消滅の神代の詩エク・セ・レスタだ。

　辺り一帯に及んでいた時間遅滞の神代の詩エク・セ・レスタの効果すらも、あの翼が消滅させている。

　血が足りない。意識が朦もう朧ろうとする。視界もぼやけている。

　だが、この最初で最後の好機だけは──逃すものか！

　これが俺の十年だ。

　これが俺達の、長年に及ぶ貴様への恨みだ。

【俺の刃で、亡き滅べえええええええええ──っ!!】




　────ッ！




　一刹那の攻防が終わる。ウィンダムの大剣が一いつ閃せんされる。

　白刃の閃ひらめきにより、漆黒の巨人が完全に両断された。

　ドミナスを斃たおした。フィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖の輅ロ機キを。

　その輅機を失い、想そう調ちようしていた男が禿はげた山肌に生身を曝さらす。

　──オルドネスだ。

【エトラっ！】

　すかさず叫ぶ。同時にエトラもウィンダムの左腕を動かしている。

　そして逃がすことなく、ウィンダムの左手がオルドネスの左腕ごと全身を掴つかんだ。

　……捕らえた。

　遂ついに、この男の身柄を拘束した。

　齢よわい五十四にして若々しい髪。猛もう禽きん類を思わせる獰どう猛もうな眼光。岩盤の山岳を思わせる、衰えを知らぬ屈強な巨きよ躯く。

　フィガロ魔皇国の初代皇帝が、ウィンダムの左手に握られている。

　いかにこの男が絶対者であっても、生身で輅機に拘束された以上、これまでだ。

「ようやくこれで、全すべて、……終わる！」

　かつては怯おびえることしかできなかった。

　だが母を失い、それ以上失うものが無くなったあの日、自分は復ふく讐しゆうを胸に誓った。

　どんな恥辱も受うけ容いれてやる。

　どんな嗜し虐ぎやくも甘んじてやる。

　だが必ず、這はい上がってみせる。

　そうやってこの十年を耐え抜いて、ようやくこの時を迎えたのだ。

　オルドネスがウィンダムの顔を見つめる。無言でこちらを見つめてくる。

　その絶対者の首を落とすべく、シリュウはゆっくりと大剣を振り上げる。

　そして遂に、ウィンダムの大剣の切っ先を、オルドネスの首元に構えて。

「……フ。ヌフフ！　ヌハハハハハハハ──!!」

　だがその時だ。唐突にオルドネスが狂ったかのように哄こう笑しようを轟とどろかせた。

　拘束される仇きゆう敵てきが嗤わらう。ただ愉悦だけを覚えているように。

　な、何だ……!?　思わず一瞬たじろぐ。エトラも相手の得体の知れない余裕に戸惑っている。

　そんな復ふく讐しゆう者達の輅機を見上げ、オルドネスがこうと叫び、まさかの行動を取った。

「見事だ小僧──！《炎発破ブロズ・エクラ》！」

　刹せつ那な、ウィンダムの左手の中で凄すさまじい爆発が起きる。

『な──っ!?』

　その突飛な行動に括目する。エトラと同時に声を上げる。

　凄せい絶ぜつな爆発。閃せん光こうがほとばしる。暴風が巻き上がる。爆音が轟いて耳をつんざく。













　自爆だ。

　オルドネスの左腕から魔法が発動された。桁けた外はずれの魔力が起こす発破だ。

　だが輅ロ機キの装甲を貫けるはずもない。行き場を無くして輅機の掌中で猛烈に爆発する。四方八方にオルドネスだったらしきものが千々に弾はじけ飛ぶ。

　……そして、爆発が収まった。

　燻いぶされた煙が辺りに立ち込めている。爆心の真下の地面が深く抉えぐられている。

　ウィンダムの左手には傷一つ無い。輅機は霊金アンジュライト製だ。そして輅機は魔力の増幅装置でもある。いかにフィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖といえど、生身で放った魔法では輅機には歯が立たない。

　だからウィンダムの左手には、傷一つ無い。

　ただ、その中にいたはずのオルドネスは、跡形も無く爆散していた。

【どういう、ことなの……？】

　呆ぼう然ぜんと、エトラが念話で呟つぶやいた。

　放心しているのは自分も同じだ。まるで意味が分からない。

　……何だ今の行動は？　何を考えている？

　一体どうして、そのような真ま似ねをした……？

　二人が混乱する中、不意に激しいプロペラ音が巻き起こり、輸送ヘリが飛び立った。

　皇帝が敗れて千々に爆散したところを見たせいだろう。輸送ヘリが逃げるように、ブルーク州の州都の方へ慌てて去っていく。

【……ぐっ】

　と、そこで一瞬意識が飛び、膝ひざをついて呻うめいた。

　血を失いすぎた。もはや限界だ。実体無き肉体が活動を強制的に終了しようとしている。

【お、お義に兄い様さま……っ？】

【ぐ……。すまない、もう、想そう調ちようすら……っ】

　エトラに限界であることを伝えようとする。だがその念話すら厳しい。

【待っていて！　想調を解くわ！】

　想調も魔法だ。微々たるものとはいえ血液を消費する。そして今の場合、エトラとの想調もウィンダムとの想調も、消費する血液はシリュウのものだ。

　エトラがウィンダム全身の支配権を握り、ウィンダムをその場に横たわらせる。そして急いでウィンダムとの想調を解き、シリュウとも想調を解いた。

「く……！」

　実体を取り戻して地に足を付ける。その肉体の状況が尋常ではない。

　凍いてつくように寒い。それでいて五感は僅わずかにしか働いていない。視界が白み、吐き気に苛さいなまれ、体を支えきれずに山肌に倒れ込む。

「…………様!?」

　再び意識が飛びかける。エトラに体を揺さぶられ、辛うじて踏みとどまる。

　ぼやけた視界に地面が映る。微かすかに頬ほおが土の感触を覚えている。

　ここはオルドネスの最期の魔法の爆心地だ。凄すさまじい爆発だった。

　オルドネスは死んだ。自爆によって最期を遂げた。もはや、その肉片がどこに散らばっているのかすらも分からない。

　ぼんやりとただ、そんな地面を眺めて。

　そして、思う。

　…………本当に、死んだのだろうか。

　そういえば、自分とエトラがディーヴァを降くだした夜、自分はオルドネスと二人きりで会った。そしてオルドネスは自分に銃を渡し、無防備にその背を向けてきた。

　好機だった。すんでのところで思いとどまったが、あの時自分はいくらでも、オルドネスの命を奪うことができた。

　だから思う。

　あの時は何な故ぜ、そのような危うい真ま似ねができた？

　今も何故、自らその身を爆散させた？

　あの男は果たして、本当に死んだのか……？

「……づう……っ」

　どういうことなのか。だが考えられない。意識が朦もう朧ろうとする。

　だから口内の頬肉を噛かみ千切る。激痛で無理やり意識を保つ。

　どういうことだ……？　考えろ……！　気を失っている場合ではない……！

　思考を巡らせる。懸命に歯を食いしばる。

　今にも落ちそうな重い瞼まぶたを必死に開け、考えをまとめる。

　そして、やがて。

「……エトラ。今から、電話を掛ける。その話を、お前も、聞いておいてくれ……」

　シリュウはそうと告げると、横たわったままＰＣＤを取り出し、その電源を入れる。

　そして音声通信のみの設定で、電話を掛けた。

『──どういうつもりだ』

　電話が繋つながった。女の声が聞こえてきた。

　その百秒後。シリュウは通信を切りながら、意識を手放した。





　　　　◯　　◯　　◯






　酷ひどく臆おく病びような子供だった。

　スィグアの王宮は歴史のある建造物で、近世まで拷問部屋として使われていた一室もあったらしい。その話を初めて聞いた六歳の夜、俺はベッドに潜り込んだまま眠れずにいた。闇やみに覆われた王宮を徘はい徊かいする怨おん霊りようが、今にも自分を殺しに来るような気がしたのだ。

　────仕方のない子ね、シリュウ。それでは立派な王様にはなれないわよ？

　鈴を転がすような、澄んだ声がした。

　そしてその声の主が、ベッドの中で怯おびえる俺を、包み込むようにそっと抱きしめる。

　母上だ。普段は別室でお休みになる母上が、その胸の中に俺を抱いてくれている。

　匂においと温ぬくもりと柔らかさ。微かすかに鼓動も伝わってくる。

　穏やかで、そしてどこか、懐かしいリズム。

　その母上の感触に包まれると、幼い俺は吸い込まれるように、眠りに落ちていった。





　　　　●






　ノイズのような不規則な音が、耳を微かに刺激してくる。

　その音の正体を、次第に脳が認識していく。

　……ああ、ノイズではない。この音は、雨が大地を打つ音だ。

　そう気付いて、シリュウは目を覚ました。

　どうやら自分が眠っている間にエトラがウィンダムと想そう調ちようしたらしい。自分は今、崖がけの裏に横たわったウィンダムの上に寝かされていた。

　数メートル先には雨粒が落ちている。だがこの崖は覆い被かぶさるような形をしているので、自分もウィンダムも濡ぬれてはいない。

　全身が痛い。下敷きにしているウィンダムが硬いせいだ。

　だが、後頭部の感触だけは柔らかい。

　銀色の髪。色白の肌。灰色の双そう眸ぼうが、じっとこちらの顔を覗のぞき込んでくる。

　仰向けで眠る自分に、エトラが膝ひざ枕まくらをしてくれていた。

「……俺はどのくらい眠っていた？」

「一時間ほどかしらね。もう目覚めないのかもと思った。……王子様とお姫様なのだから、キスをすれば目覚めるかしらと考えたわ」

「立場が逆だろう。……だが、今からでも遅くはない。試す価値はあるかもしれん」

　その返事を聞いたエトラが、そっと微笑ほほえむ。

「ええ。私も、そう思っていたところよ」

　エトラに肩を掴つかまれて、ゆっくりと身を起こさせられる。

　そしてそのまま、向かい合わせになった。

　……本当に、キスするつもりなのだろうか。寝起きの頭ではよく分からない。

　そんな自分の首に、エトラがその細い両腕を回してきた。

　どうやら本当に目を覚まさせるつもりらしい。エトラはこのことに抵抗は無いのだろうか。何度も約やく慕ぼを交わしてきたので、今更別に構わないのだろうか。

　……それにしても、する側に回るのも落ち着かないが、されるのを待つ方が落ち着かないものだな。もしもからかわれているだけだったらどうしようか。

　そんなことを思いつつ、瞳ひとみを閉じる。

　少しして、唇に柔らかいものが触れる。エトラと約慕するたびに感じてきたものだ。

　その感触が離れると、やがて互いに目を開けた。

「……目は、覚めたかしら？」

「ああ。叶かなうことなら、またこうして目覚めたいものだ」

「それならまた、機会があれば、必ず」

　上目遣いのエトラが、その白い頬ほおを赤く染める。

「ああ」

　静かに頷うなずいて答える。

　その機会が今後もあるのかどうかは、互いに考えないようにした。

　シリュウは立ち上がり、軽く体を動かして具合を確かめてみる。

「……ふむ。万全ではないが、思ったよりも回復しているようだな」

　体力が少し戻っているようだ。全身を襲っていた痺しびれも無い。代わりに酷ひどく喉のどが渇いていて、腹も減っている。どうやら眠っている間に、それなりに血液が生成されたようだ。

　ひとまず渇きは速やかに解消しなければ。シリュウは雨の中を渓流へと向かう。

　そして喉を潤すと、再びエトラのもとへと戻った。

「雨もそれほど長く降っている訳ではないのだな。川の水も特に濁ってはいなかった」

「通り雨なのかもしれないわね。山の天気だから、どうなるか分からないけれど」

　ウィンダムに腰掛けるエトラが、雨に打たれる山の斜面を眺めて呟つぶやく。

「どうしましょうか。これから」

「……そうだな」

　小声で相あい槌づちを打ちながら、シリュウもエトラの隣に腰掛ける。

　どうすれば良いのか。これで復ふく讐しゆうは果たせたのだろうか。

　あの絶対者が、あれで本当に、…………死んだのだろうか。

　するとその時、シリュウの懐から音が鳴り始めた。

　ＰＣＤの着信音だ。一時間前に電源を入れたＰＣＤに連絡が来た。

　懐からＰＣＤを出し、液晶画面を確認する。音声のみの通信であることと、発信者の名前が表示されている。

　二人は息を呑のみ、顔を見合わせる。

「出るぞ」

「ええ」

　短く言葉を交わすと、シリュウは覚悟を決め、着信に応じて口を開く。

「無事だったのか、ゼウル」

『ああ無事だ。つーか俺を殺そうとしたお前が言うセリフかよ』

　飄ひよう々ひようとした声で、今日命を取り合ったばかりのゼウルが答えた。

　聞こえてくるものは声だけではない。何やら低い音も微かすかに漏れてきていた。

　……一体、何を言う為ための電話なのだろうか。

　相手の真意を探るべく、シリュウはエトラと共にＰＣＤに傾注する。

『結構な深手だったが、運良く急所は外れてくれたらしくてな。元から体の出来がいいこともあって、今はこのとおりだ。お前に殺されかけたのは事実だが、まあそのことはもういい。こうして無事に、俺の望む結果を得られたんだからな』

　ゼウルが笑い声を上げた。恨みなど一切無さそうな調子だ。

　そのゼウルが、言葉を続ける。

『シリュウ、お前が皇帝を斃したんだろ？　よくやってくれた。どうやらあいつはもう、俺の親父おやじのオルドネスじゃなかったらしい』

「……オルドネスでは、ないだと？」

　さすがに眉まゆをひそめた。

　自分が斃たおした皇帝がオルドネスではない？　ではあれは一体何だったというのだ？

『あれはオルドネスなんかじゃねえ。お前が斃したのは、オルドネスの肉体を乗っ取っていた大天使、フィグだ』

　…………っ!?

　刹せつ那な、シリュウとエトラは無言で顔を見合わせた。

　皇帝オルドネスには、過去に天使に触れたという逸話がある。オルドネスが魔法という異能や輅ロ機キにまつわるオーバーテクノロジーを獲得したのは、それが理由らしい。

　そしてその天使こそが、大天使フィグだそうだ。

　突然そういった存在の名前を出され、復ふく讐しゆう者達は無言で視線を交わした。

　そして互いに頷き合い、シリュウはゼウルとの会話に戻る。

「フィグというと、あのフィグのことか？　オルドネスがフィグに乗っ取られていたというのは、どういうことだ？」

『どうもこうもねえ、言葉どおりの意味だ。まあ俺もそれに気付いたのはつい最近なんだが。……ま、ちょっと話が長くなるし、話自体も突飛に思うかもしれねえ。だが今からそれを説明する。それもこの電話の目的の一つだからな』

　ゼウルがまず、そう前置きをした。

　そして声音を落ち着かせて、フィグの存在に気付いた経緯を語り始める。

『バートレット達三人が反逆者になっただろ？　その三人の家を今後は俺が面倒を見ることにしたんだよ。そんな訳で俺は三人の家を訪問したんだが、そこであることを知った。フィガロの系譜フイガロエルヴエの第三世代には、魔力がろくに受け継がれてねえみたいなんだよ』

「魔力が？……いや、言われてみればその可能性はあるな」

　フィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖であるオルドネスに比べ、第二世代は魔力が一段劣っている。だとすれば、第三世代の魔力が更に弱体化されていたとしても、特におかしくはない。

『ああ。そしてそれをもとに俺はふと気付いたんだよ。フィガロの系譜フイガロエルヴエとはオルドネスの血族のことで、フィガロの系譜フイガロエルヴエには魔力が受け継がれている──これは確かに事実だが、ちょっと違うんじゃねえのか。魔力が受け継がれる為ためにホントに必要なのは、オルドネスの血筋であることじゃなく、オルドネスの血の濃さなんじゃねえのかって』

「……オルドネスの血の、濃さ」

　なるほど。つまりただ血が受け継がれているかどうかの問題ではなく、その割合も重要だということか。確かにそれだと世代ごとに魔力の差が大きく開くことも説明がつく。

　オルドネス本人にはオルドネスの血が百％の割合で存在するが、エトラ達第二世代になると五十％に薄まる。そして第三世代ともなると、二十五％にまで薄まってしまう。

　これがそのまま、世代間の魔力の格差に繋つながっているということか。

『そうだ。そしてそれに気付いたからこそ、今のオルドネスに対して違和感を覚えた』

　短い溜ため息いきを、ゼウルが漏らす。

『魔力の格差を鑑かんがみると、俺の想像は正しいはずだ。つまり世代を重ねれば重ねるほど、フィガロ魔皇国は弱くなるはずなんだ。……だってのに皇帝オルドネスは、当代で世界征服を達成できそうにねえことに焦りを見せてなかった』

　ゼウルの声色が神妙になる。

『まずはそこに疑問を覚えた。そうすると他ほかにも色々と見えてきた。前第一皇子のバートレットが「皇帝は人間ではない」と言ってたこと。人間であるはずのフィガロの系譜フイガロエルヴエに魔力がある理由。そして何より、オルドネスにそれらの力をもたらした張本人の「大天使フィグ」の行方ゆくえが語られてねえこと──』

　不規則にノイズが聞こえている。雨が大地を打つ音だ。

　その雨音に重なって、ゼウルの声が鋭く告げてくる。

『そのへんをまとめて考えた時に気付いた。大天使フィグは今、皇帝オルドネスの肉体を乗っ取ってるんじゃねえのか。クーデターを起こした三人はそれに気付いてたんじゃねえのか。重要なのはオルドネスの血じゃなく、実は大天使フィグの血なんじゃねえのか』

「な……!?」

　さすがに高い声を上げた。隣でエトラも息を呑のんでいる。

　突拍子も無い話だ。何を言っている？　どうしてそんな話を始めた？

　そう思う。だがその一方で分かっている。あれが人ならぬ存在なのだとすれば、今まで覚えていた違和感にも説明がつく。

　それほどまでにあの仇きゆう敵てきは人間離れしていた。

　言動も思想も能力も、およそ人間らしからぬものだった。

『そうだとすると、他のことも辻つじ褄つまが合う。魔皇国の次期皇帝が戦功によって決められること。そして魔皇国が突然、世界征服を目指したことも』

　ゼウルの声が少し低くなる。

『戦功によって次期皇帝が決められるのは、次代の絶対者を次のフィグの器にする為ため。世界征服を目指すのは、全すべての人間を従えれば皇帝の身がより安全になるから。……おそらく奴やつは、代々の皇帝の肉体を乗っ取るつもりだったんだ』

「……皇帝の、肉体を」

『ああ。フィグが乗り移れば、そいつも大天使フィグに触れた存在──つまりフィグをその身に宿した存在になる。かつてオルドネスがその身にフィグを宿した。そして第二世代を増やして戦力を増強した。第三世代は戦力にならねえが、そこは問題にはならねえ。フィグが新たな皇帝に宿れば、そいつが新たなるフィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖になる。フィグを宿したまま子を生なせば、また新たな第二世代を作れる訳だ』

「……そうか。なるほどな」

　つまりオルドネスを絶対者たらしめていたものは、オルドネス個人の資質以上に、フィグを宿していることだったのだ。このフィグが寄生先を別の人物に変えれば、その者は今のオルドネスと同等の存在になれる。

　そしてその者がオルドネスのように大量に子供を作れば、いずれは今のフィガロ魔皇国と同等の戦力を確保できるのだ。

『これがフィガロ魔皇国っつー国だ。だからこの国は色々と歪ゆがんでるんだよ。何せ皇帝が歪んでて、その歪みごと後世に続いていくシステムを構築してたんだからよ』

　ゼウルがどこか自虐的に苦笑する。

『正直言うと俺は、あの暴君が本当にオルドネスなら別にそれでいいと思ってた。その絶対的な力で他国民に絶望を与えようが、併合して自国民にした後はその力で外敵から庇ひ護ごするのであれば、それでいいと。古来、王ってのはそういう存在だ。それは人の営みとして、長い歴史の中でずっと続いてきたモンだ』

　ゼウルが舌ぜつ鋒ぽうを鋭くする。

『だが、フィグはダメだ。奴やつは人間じゃねえ。だからあれは人の営みじゃねえ。この世界は奴のモンじゃねえ。バートレット達が奴を討とうとしたのも、おそらくそういう理由だったんだ』

　神の物は神の手に、人の物は人の手に。思い返せば、バートレットがそんなことを言っていた。

　バートレット達はただ皇帝の座を欲した訳ではない。おそらくは、奴を中心に回っているこの世界を、人間の手に取り戻そうとしていたのだ。

『バートレット達には悪いことをしちまった。だが俺に何も知らせなかったのは連中の落ち度だ。かといって償いが要らねえ訳じゃねえし、そもそもこれは俺の意志でもある』

　噛かみしめるような間を置いて、ゼウルが告げてくる。

『だから奴を──オルドネスに成り代わっていたフィグを倒してくれて、お前は本当によくやってくれた』

「……なるほど。そういう結論か」

　嘆息しながら、ぼやくように言葉を吐き捨てた。

　随分と長い話だったが、つまりそういうことだろう。感謝と称賛の言葉を伝えたくて、この男は事の経緯を語ったのだ。

「つまりお前の一連の行動は、俺達と奴を戦わせる為ためにやったことだったのか。……いいように踊らされたものだ」

『そいつはちょいと違うな。まずあのスィグア人達の処刑だが、あれはそうするべきだと思って元々予定してたことだ。だがそれ以上に必要なことが生じた』

「……賭かけに出て、フィグを仕留めることか？」

　嘆息混じりに言葉を投げ掛ける。……話を合わせながら、反応をうかがう。

『そうだ。あそこでお前に勝ったなら、俺は賭かけに勝ったことで捧ほう貢ぐを得られる。更に力を増してから奴やつに挑むことができるって訳だ』

　そう答えて、ゼウルがＰＣＤ越しに小さく笑う。

『だがもう一つ俺は賭けていた。お前が皇太子の俺に勝てば、お前等らの制圧は皇帝にしか不可能だということになる。だから必然的にお前等は奴と戦うことになる。そこで俺はお前にも賭けた。俺に勝ったお前が奴をも斃たおす。──その可能性にも、俺は賭けたんだ』

「……随分と都合のいい賭け方だな」

　皮肉げにそう言ってやった。それではどう転んでも賭けに勝利するではないか。

『ああ。だがお前にも賭けて良かった。俺を倒したお前は、奴をも斃してくれたからな』

　対するゼウルが悪びれもせず、笑い声を上げた。

　州境にはなおも雨が降り続いていた。だがここにいれば濡ぬれることはない。風があまり強くないこともあり、この崖がけの裏には雨の音しか届いてこない。

　曇天の真下にいながら、雨粒は自分を無視して地に落ちていく。

「……私達の知らないところで、様々な思惑があったということかしら」

　ぼんやりとした声でエトラが言う。

「どうやら、そういうことらしいな」

　少し弱まりつつある雨を眺め、そう呟つぶやいた。

　驚いた部分もあった。そして正直、薄々勘付いていた部分もあった。だがその一方で、未いまだに分からないこともある。

　果たしてゼウルの言葉を鵜う呑のみにしても良いものか。そこはまだ判断がつかない。

　だが、これは確実だろう。

　オルドネスの肉体にはフィグが宿っていた。昨今の魔皇国はオルドネスではなく、フィグが支配していた。

　それに最初に気付いたのはバートレット達で、皇帝の打倒を企てて失敗した。そしてそれと同じことを、最近になってゼウルも気付いた。

　そこでゼウルは二つの賭けに出た。一つは賭けに勝利して捧貢を得て、自らを強化してから皇帝に挑むというもの。そしてもう一つは、シリュウがゼウルに勝利するのであれば、皇帝の打倒をシリュウに託すというもの。

　そうした思惑が絡んだ結果が、今なのだろう。

『利用しちまって悪かったな。だが、これでお前等も目的を果たせたはずだ』

　ＰＣＤからゼウルの声が聞こえてくる。

　その声の裏から、何やら微かすかに、機関音も漏れ聞こえる。

　マシンガンのような、小刻みで低い音だ。

『おそらくだが、元々親父おやじとフィグの想そう調ちようは支配関係じゃなく、お前等らみたいな協力関係だったんだと思う。親父に異能や知識を与える為ために同化してただけで、あくまでも共存だったはずだ。だが十年前に突然、フィガロ魔皇国が全世界を相手に宣戦布告をした。あのあたりからきっと、親父はフィグに乗っ取られてたんだろ』

「十年前……そうか。それまでは、西側諸国と協調していたはずだからな」

　確かにそうだ。魔皇国もかつては近隣の諸国と同盟を結び、共存共栄を遂げていた。祖国スィグア王国も、魔皇国の同盟相手の一つだった。

　だが十年前、突如として魔皇国が侵略してきたのだ。

　魔皇国は仇きゆう国こくだ。魔皇国が祖国を滅ぼした。

　しかし、ゼウルが言う。

『けどなシリュウ。そしてエトラ。お前等の祖国を滅ぼした連中は、もういない』

　一瞬、その言葉に二人の身が強こわ張ばった。

　いない。皇帝オルドネスも、その肉体を乗っ取っていた大天使フィグも。

　二人の仇敵はもう、この世には存在していない。

『建国当時に親父がアメアを併合し、十年前にフィグがスィグアを侵略した。その両者が今日討ち取られて、俺が皇帝の座を受け継ぐことになった。お前等の祖国を奪った連中はもういない。そして俺が皇帝になった以上、フィガロ人が敗戦国の人間を虐げる世界も、もう無い』

「もう……無い」

　呆ぼう然ぜんと声を漏らし、エトラと顔を見合わせる。

　四十年前にアメア公国が滅ぼされた。十年前にスィグア王国が滅ぼされた。それ以来、アメア人もスィグア人も、フィガロ魔皇国において虐げられてきた。

　それが全すべての始まりだった。自分とエトラの復ふく讐しゆうは、そこから始まった。

　だが、それが過去のものとなる。

『シリュウ。エトラ。お前等の復讐は今日、成し遂げられた』

　魔皇国の新たなる皇帝が、そう宣言した。

　時代が変わる。魔皇国が新たな姿へと変へん貌ぼうし、古い体質が一掃される。

「そうか。……終わったのか」

　エトラの顔を見つめたまま、深く息を吐き出した。

　いつか必ず復讐を遂げる。その一心で、この十年を生き抜いてきた。

「全部、終わらせることが、できたのね」

　眼前のエトラも、ゆっくりと呟つぶやいた。

　銀色の髪が艶つやめいている。灰色の瞳ひとみが揺れている。

　復ふく讐しゆうを果たしたという実感は無い。……あの仇敵を討ったという実感が、無い。

　いつかはその実感も湧わくのだろうか。今はまだ、分からない。

　ただ──もしこれで、この少女を最期まで守りきれたのだとしたら。

　その感覚だけはもう、胸の奥底で芽生えつつあった。

　だが。

『──終わった？　何言ってんだお前は？』

　不意に、ＰＣＤ越しにゼウルが呆あきれた。

　その向こうから音がする。正体不明の微かすかな機関音が。

『おいおいシリュウ、寝言を抜かすには陽ひが高いぞ？　逆だよ逆。これから新たなる皇帝の初仕事が始まるんじゃねえか』

　いつもどおりの飄ひよう々ひようとした声。だが心なしか、底冷えするような低さも孕はらんでいる。

　そんなゼウルの声の裏から、機関音が聞こえてくる。

『最初に言ったよな、フィグ絡みの話はこの電話の目的の一つだと。そっちはただのついでだ。俺の真の目的は、これから果たされるんだよ』

　その機関音が徐々に大きくなり始める。つい最近にも聞いた音だ。

　音が更に大きくなる。そこで音の正体に気付く。

　輸送ヘリのプロペラ音だ。ＰＣＤ越しに聞こえる音が大きくなっていく。

　いや違う。それだけではない。

　今やプロペラ音が聞こえるのは、ＰＣＤ越しだけではなく──。

「上空か……！」

　エトラと共に立ち上がって空を見上げる。プロペラの音が近づいてくる。

　曇天から雨が落ちている。その音を掻かき消すように機関音が大きくなっていく。

　オルドネスが襲来した時とは真逆の方角だ。ブルーク州の州都の方角から、大型輸送ヘリが一機、州境の山岳地帯の上空へと迫ってきている。

『忘れた訳じゃねえよな？　確かにオルドネスの肉体はフィグに乗っ取られてたかもしれねえ。だがそれでもあれは皇帝だ。いや皇帝だった。そしてその皇帝だった男を殺したのが、お前等らだ』

　輸送ヘリが更に近づいてくる。完全にここを目指してきている。

　その暴虐なまでのプロペラ音に声を浮かび上がらせて、ゼウルがこうと宣告した。

『──喜べ反逆者ども。皇帝陛下の親征だ』

　それを最後に通信が切れる。だがもうＰＣＤなど必要無い。

　上空を輸送ヘリが横切る。その輸送ヘリから巨人が飛び降りて着地する。巨人を降下させた輸送ヘリが、数キロ先の尾根に着陸する。

　天を覆うように聳そびえる巨体。流線型のしなやかなフォルム。黒雲にほとばしる稲妻のような、金に煌きらめくその装甲。

　輅ロ機キだ。着地した黄金こがねの巨人はリヒト。即位を控えた魔皇国二代目皇帝、ゼウルの輅機だ。

　そのリヒトとの想そう調ちようを解いて、ゼウルが禿はげ上がった山の斜面に立つ。

　金に輝くひっつめた髪。鼻筋の通った端整な顔立ち。折れたものとはまた別の、新たな剣を佩はいている。

　そんなゼウルがこちらを見据え、歪ゆがんだ笑みを浮かばせた。

「さて。それじゃあお前等らには、新しい秩序ってやつの礎いしずえになってもらおうか」









　　　　第四章◆いつか






　州境の山間には、雨が降っていた。

　シリュウの視界の片隅に、彼方かなたの尾根に停泊する輸送ヘリが小さく見える。

　そこから離れたこの地には、二機の巨人がいる。

　雨を免まぬがれる崖がけの裏で、ウィンダムが横たわっている。その傍らにシリュウとエトラがいる。

　そして雨ざらしの斜面にはリヒトが立っていて、その股また下したには復ふく讐しゆう者達と対たい峙じするように、金髪をひっつめた男が立っていた。

　ゼウルだ。

　その新たなる皇帝を睨にらみ、シリュウは歯は噛がみする。

「……新しい秩序だと？　どういうことだ」

「どうもこうもねえ。皇帝が親父おやじ──つーかフィグから俺に替わるだろ？　それを機に国の在り方を変えるんだよ。圧倒的な軍事力を背景に片っ端から侵略していくような、そんな軍国主義はもう終わりだ」

　ゼウルがこちらを見つめ、口くち許もとだけで笑う。

「魔皇国はもう侵略を仕掛けねえ。これからは専守防衛路線になる。とはいえ、さすがに反逆なんて真ま似ねは放置できねえよ。だからシリュウ、お前にはここで死んでもらう」

「……そうか」

　妥当な措置だろう。前皇帝を弑しい逆ぎやくしたのだ。たとえ軍国主義を放棄するとしても、新たな皇帝が自分達を見逃す理由など無い。

　だがそうと知りつつも、シリュウは一歩踏み出してエトラを背中に隠す。

「お前が俺を殺すのは道理だ。だが黙って殺されるつもりはない。エトラを殺されるつもりも、毛頭ない」

「……お義に兄い様さま」

　簡単に失うつもりはない。誰だれにも奪わせてなるものか。

　たとえ最期を迎えるとしても、その時にエトラを不幸にするのは、自分だけの特権だ。

　だがそんなシリュウに、ゼウルが思いがけず笑い掛けてくる。

「なんだ、お前もエトラを死なせたくねえのか。それなら朗報だ。お前にはここで死んでもらうが、エトラには道が残されてるんだからよ」

「え……？」

　エトラが戸惑いの声を上げた。シリュウも思わず眉まゆをひそめる。

「道が残されてる……だと？　どういうことだ」

「特赦を与えるってことだ。魔皇国は今、エトラを手放す訳にはいかねえんだよ」

　笑みを浮かべたままゼウルが答えた。

　そして雨に打たれる中、芝居がかったように語り始める。

「この十年、魔皇国は近隣の国を散々侵略してきた。今更専守防衛路線になったところで、それで他国が納得するはずもねえ。だから魔皇国は、今度は他国に侵略されねえ為ための戦力が必要になるんだよ」

　ゼウルの顔にも雨が滴る。それをゼウルは拭ぬぐおうともしない。

「魔皇国は広くなりすぎた。そしてここにきて有力なフィガロの系譜フイガロエルヴエがごっそりいなくなった。今の戦力じゃ現状維持が限界だ。だが維持できるのは第二世代の俺おれ等らまで。このまま普通に第三世代に受け継いでも、連中の戦力じゃ維持も無理だ」

　ノイズのように雨音が響く。そこにゼウルの声が浮かび上がる。

「第三世代が弱い理由は、フィグの血が薄れて魔力がろくに受け継がれないからだ。じゃあどうすれば次世代にも魔力がまともに受け継がれる？　単純な話だ。フィグの血を薄めなけりゃいい」

　朗々と語る新皇帝。相変わらず口くち許もとだけが笑っている。

　そのゼウルが瞳ひとみを薄くして、告げる。

「第二世代同士で子を生なす。そうすりゃフィグの血は、次の世代でも五十％のままだ」

「な……っ？　お前、まさか……！」

　第二世代とは、フィグを宿していたオルドネスの実子のことだ。その第二世代同士で子を生なすということは、実の兄弟姉妹の間で子を生すということではないか。

　あり得ない話だ。とち狂ったのか……っ？

　しかしゼウルは相変わらず、雨に打たれながら朗々と語る。

「男親は別に一人でも構わねえが、さすがに女親は数が必要だ。事実オルドネスは一人で多くの女と子を生し、戦力を増強して、魔皇国をこれほどにまで繁栄させた」

　三親等以内で子を生す。それはさすがに禁忌だ。だがゼウルにはそれを特に問題視する様子が無い。

　……胸がざわめく。息が詰まる。いつもと変わらぬゼウルの態度に、言い知れぬ焦燥が沸き上がる。

「おそらく魔力が高い者同士の方が子供の魔力の期待値も上がるだろう。だから男親は俺が務める。女親はとにかく数が必要だ。だがその中でも、魔力が極めて高い二人は、どうあっても外す訳にはいかねえ」

　少し雨が弱まってきたか。しかし皇帝の演説は止まらない。

　ゼウルの碧へき眼がんが、少女を真まっ直すぐ捉とらえる。

「その二人とは、ディーヴァとお前だ。エトラ」

　はっと少女が目を見開いた。

　そんなエトラの姿に、胸のざわめきが更に強まる。

　……ああ、そうなのか。だからこその特赦なのか。

　エトラは魔皇国に反逆した。しかしこの国にはまだ、エトラの居場所がある。

「腹違いとはいえ実の兄妹きようだいだ。子供を作るってのは業が深い。だがこの国を、そして今フィガロ魔皇国に生きる五億もの人民を守るには、力が必要だ」

　ゼウルがなおも語る。体面も重要だが、必要とあれば禁忌を犯すことすら厭いとわない。

　若き皇帝の言葉と眼まな差ざしは、為政者のそれだ。

「だからエトラにも俺の妃きさきになってもらう。もちろんただでなれとは言わねえ。そうすりゃ反逆のことは許す。アメア人のことも、皇帝として責任持って、フィガロ人から守る」

「あ──」

　アメア人のことを出され、エトラが呆ぼう然ぜんと声を上げた。

　オルドネスの娘である自分は人として遇されているというのに、どうしてアメア人はフィガロ人に虐げられるのか。それがエトラの復ふく讐しゆうの始まりだった。

　そのエトラの本当の願いが今、──ゼウルによって叶かなえられようとしている。

「エトラ。お前の今後のことも保証する。俺は美人なら愛せる自信があるし、愛した女を幸せにする自信もある。エトラだけじゃなくアメア人のことも、俺が幸せにする」

　冷たい雨は降り止やまない。それでもいつか、暖かな光がもたらされるだろう。

　ゼウルの髪が濡ぬれている。光のように眩まばゆい髪が。

「エトラ、お前は今までずっと戦い続けてきたんだろう？　聖女を装い、女め狐ぎつねの皮をかぶり、復ふく讐しゆうの為ためにずっと無理を重ねながら戦ってきたんだろう？」

　黄金こがねの髪の皇帝が、少女へと一歩、堂々と歩み出る。

「その戦いから、お前を解放しよう」

　皇帝の力強い言葉。思わずエトラがびくりと身じろぐ。

　少女の瞳ひとみがゼウルを見つめる。華きや奢しやな体が立ち尽くす。

　白しろ銀がねの聖女と謳うたわれる少女。復讐に生きる女狐として暗躍していた少女。

　しかし本当はどこにでもいる、十五歳の普通の少女。

「……な……」

　そんな少女の横顔を、傍らから呆ぼう然ぜんと眺める。

　何か声を掛けようとする。だが何を言えばいいのか分からない。喉のどが渇く。意識が遠のく。胸を蝕むしばむざわめきが全身を駆け巡る。

　──ようやくこの少女は、幸せになれるのだ。

　愕がく然ぜんと、そのことを悟った。

　ゼウルの言ったとおりだ。実際エトラは復讐の為に無理をしてきた。目的の為に無理を重ねて苦しむ少女の姿を、自分が一番近くで見続けてきた。

　だがそれもここまでだ。ゼウルのもとでならエトラの望みは全すべて叶かなう。苦しみ続けた普通の少女が、ようやく幸せになれる。

　自分はただの罪人だ。エトラを幸せになどできない。不幸にすることしかできない。

　──だが、ゼウルにはできる。

　皇帝の地位と、何よりゼウルという男の資質なら、エトラを幸せにすることができる。

「ぐ……っ」

　呻うめきながらゼウルの右手を見やる。不自然な動きは無い。合図らしきものも無い。

　そもそもこの話もゼウルらしい。いかにもこいつが考えそうなことだ。

　何も考えていないようでありながら、先々の展望を見通しながら為政者としての決断を下す。基本的には情に篤あついが、必要とあらば非情に徹する。

　ああ、これだ。だから自分も信じたのだ。

　……これが自分に心を開かせて、そして負け犬の自分に生き延びる術すべを与えてくれた、ゼウルという男だ。

　そのゼウルを、エトラの瞳が見つめている。雨に濡れない崖がけの裏から、雨中の皇帝を見つめている。

　そんな少女と皇帝に、堪たまらず奥歯を食いしばる。

　……行かせるべきだ。分かっている。それがエトラの為なのだ。

　彼女は自分とは違う。無慈悲な日陰者などでは決してない。

　自分のような者にすらぬくもりを与えてくれる少女──そんなエトラは本来、陽ひの当たる暖かな場所で、その慈悲に見合う幸せを享受するべきなのだ。

　だが……っ、そうと分かってはいるが、それでも……っ。

　──それでもやはり失いたくなくて、堪たまらず声を張り上げる。

「エトラ、行くな！　確かに俺ではお前を幸せにはできない……！　だがそれでも、俺と共に不幸になってくれ──！」

　最低な言葉が崖がけに反響する。はっとエトラがこちらを見やる。

　対する雨中のゼウルが、真まっ直すぐエトラの双そう眸ぼうを見つめる。

「もうエトラにアメアを背負わせはしない。聖女である必要は無い。女め狐ぎつねである必要も無い。お前を普通の女に戻してやる。お前が背負ってきたものも、お前自身も、俺がこの手で幸せにする。だから──」

　意志と力の込められた言葉。救いの言葉が差し伸のべられる。

　曇天の雨に曝さらされながら、皇帝ゼウルが敢然と、その手をエトラに向けて差し伸べる。

「だからエトラ、お前が選ぶんだ。俺と共に普通の少女として生きるか、シリュウと共に聖女や女狐として生きるか」

　後は不幸が待つばかりのはずだったエトラ。だがそんな少女に、未来が与えられる。

　そして、その言葉と同時に──それは起きた。

　光だ。

　天より光が降り注ぐ。州境の山間に差し込んでくる。

　空を埋め尽くしていた暗雲が割れて、金色の光が舞い降りて、金髪の皇帝と黄金こがね色の輅ロ機キへと差し込んでくる。

　焼き払われた不毛の山肌に、輝ける場所が現れる。

「もう、聖女にも、……女狐にも」

　少女がそっと、眩まばゆい光に目を細めた。

　エトラの視線の先にゼウルがいる。幸せにする力を持つ者が。

　そして──そのゼウルの方へと、少女は歩き出す。

　暗い崖の裏から抜け出して、煌きらめく光に導かれるように。

「────」

　シリュウはただ、言葉を失った。

　光差す方へ凛りん然ぜんと歩む、銀に艶つやめく長い髪の少女。

　美しかった。その光景はただ、美しかった。

　そして察した。これはエトラの未来なのだと。

　エトラはこれからゼウルと共に、ようやく幸せになれるのだと──。

「綺き麗れいな空ですわね。ゼウルお兄様」

　と、その時だ。不意にエトラがそう呟つぶやき、足を止めて顔を上げた。

　エトラが空を見上げている。雨は未いまだに降るものの、既に晴れ上がった眩まぶしい空を。

　雨粒に濡ぬれる銀の髪。光を見つめる灰色の双そう眸ぼう。

　その雨と陽光に目を細めながら、エトラが呟く。

「ご存知ですか、ゼウルお兄様」

　今の空のように澄み渡る、鈴を転がすような声。

　エトラはその美び貌ぼうをゆっくりと下ろすと、ゼウルの精せい悍かんな顔を見やり、そっと微笑ほほえんで答える。




「このような天気雨のことを、極東の島国では、狐の嫁入りと呼ぶそうです」




　それきりだった。濡れた髪をひるがえし、エトラがゼウルに背を向けた。

　少女は凛りん然ぜんと歩き出す。その双眸がこちらを見つめる。

　そして暗い崖がけの裏の、自分のもとへと戻ってきた。

　こわごわと、エトラを見つめる。













「エト……ラ？　それでいいのか……？」

「いいのよ。私が何を選ぼうと、アメア人はもう救われるのだもの」

「違う、そうではない。お前自身は、それでいいのか……？」

　ゼウルのもとへと行くべきだったはずだ。それで願いが叶かなったはずだ。

　ようやく幸せになれるはずだったというのに、どうして──？

「私が約束をした相手はあなたなのよ、お義に兄い様さま」

　エトラがくすりと微笑ほほえみ掛けてきた。

　そしてそっと、手を取って握ってくる。

「私の生き方を勝手に決めないで。私は不幸なまま生きる。あなたと不幸を分かち合い、そして最期はあなたの手で不幸の底に突き落とされるの」

　幾度となく触れ合ってきた肌。少女の熱と柔らかさが伝わってくる。

「だから先に死ぬことなんて許さないわ。あなたは約束を果たすのよ、お義兄様。私に最期の不幸を与えるその瞬間まで、あなたは今後も、泥をすすってでも、何を背負ってでも、私と共に生き続けるのよ」

　凛りん然ぜんとそう告げて、エトラが握る手に力を込めてきた。

　真まっ直すぐこちらを見つめる眼まな差ざし。重ねた掌てのひらで分かち合うもの。

　だから思い出す。──ああ、そうだ。そうだった。

　こうして自分達は歩んできた。罪に穢けがれた復ふく讐しゆうの道を。

　一人で目指したこの道を、同じ宿願を胸に抱き、たった二人で生き抜いてきたのだ。

　その共謀者の少女を、堪たまらず強く抱きしめる。

「背負ってやる。お前を失わない為ためなら、何であっても背負ってみせる」

　胸の中にエトラがいる。華きや奢しやな体で呼吸している。

　この少女と生きていきたい。最期の時まで共に在りたい。その為ならば何をも背負うと誓っていた。

　そして今、気付いた。

　エトラを背負うだけでは足りない。エトラと共に生き続ける為には、背負わなければならないものが他ほかにもある。

　二人で共に生きるには、二人きりではダメなのだ。

「エトラ、俺はフィガロ人をも背負う。フィガロ人を背負うことで、この世界に俺とお前の居場所を作ってみせる」

　どうしてゼウルならエトラと共に生きることができるのか。それは奴やつがエトラに居場所を用意できるからだ。

　ならば居場所を作ってみせる。この国を背負って認めさせる。

　皇帝ゼウルを討ち果たし、憎き魔皇国を作り替え、俺の力で背負ってみせる。

「ええ、お義に兄い様さま」

　エトラが深く頷うなずいた。そっと二人は体を離す。

　そして二人は、仇きゆう国こくの皇帝に敢然と向き直った。

　かつて全すべてを失った。母上が死んだ時、これ以上失うものは何も無くなった。

　だが俺には今、何を犠牲にしても、失いたくないものがある。

「……なるほど。交渉決裂って訳だな」

　飄ひよう々ひようとゼウルが肩を竦すくめて笑った。だが相変わらずその目だけは笑っていない。

　そんな新皇帝を、シリュウは鋭く睨にらみつける。

「ゼウル。お前は大天使フィグを弑しいする為ために、俺を利用していたんだな」

「ああ。お前が俺に勝とうが負けようがどっちでも良かった。だが結局お前が勝ち、そのままフィグにも勝ってくれた。感謝してるよ。お前は本当に、よくやってくれた」

「そうだろうな。……だが、お前の思惑に踊らされるのはここまでだ」

　ずっと誰だれかに振り回されてきた。強い力に踊らされてきた。

　だがそんなことなど、今日限りだ。

「お前の思い通りにはもうならない。エトラも魔皇国もお前に委ゆだねはしない。お前を斃たおし、エトラをこの腐った国の皇帝の座に就かせて、憎きフィガロ魔皇国を滅亡させる。そして滅びを与えた俺の手で、この国を作り替えて背負ってやる……！」

　元凶は既に滅びたかもしれない。最たる復ふく讐しゆうは遂げたかもしれない。

　だがそれがどうした？　それで収まるものか。

　自分の過ごした十年間は、それほど安いものではない。

「まだ終わりではない。俺のフィガロへの復讐は終わってなどいない。フィガロ人は亡国の民を虐げた。他国を滅ぼした魔皇国が、その国の民を虐げた……！」

　腐っている。腐り果てている。この国は根底からどうしようもないのだ。

　罪を背負っているのは、決して皇族の連中だけではない。

「ならば俺はそれを凌りよう駕がする。奴やつ等らの加虐を凌駕する。この手でフィガロ魔皇国を滅ぼして、フィガロの民を掌握してやる。そして連中が忌み憎んでやまない俺自身の手で、連中を保護してやる……！」

　何を利用しようとも這はい上がってやる。そうして復讐を遂げてきた。

　ならば次はこの国と、そしてフィガロ人を利用する──！

「連中を真っ当に遇してやる！　連中の祖国を滅ぼしたこの手で守ってやる……！　純粋な怨えん嗟さを抱く自由などくれてやらん！　連中は仇敵である俺を憎み、恨み、呪のろいながら、同時に芥け子し粒つぶほどの感謝をその胸に宿すのだ……！　くたばれ魔皇国！　ざまを見ろフィガロ人！　これが俺の、いや俺達二人の、生涯を賭とした復讐だ──！」

　再び復讐を始めてやろう。そしてこの国の王になる。

　自分達を虐げたフィガロ人がいる。だがそれがフィガロ人の全てではない。

　ガリンシャ達のように、スィグア人である自分に尽くしてくれたフィガロ人もいる。

　そんなフィガロ人を守る王になってやる。

　滅亡させたこの国を再建し、そこに二人の居場所を用意してやるのだ。

　そんな宣言を聞いた、フィガロ魔皇国の皇帝は。

「……フ。ハハハ。ハハハハハハハハハ──！」

　天気雨に打たれながら、盛大な笑い声を轟とどろかせた。

「ハハハ、そいつは傑作だシリュウ！　結局反逆者はどこまでも反逆者ということか！」

　笑う。笑う。ゼウルが笑う。精せい悍かんな顔を雨に濡ぬらし、腹を抱えて嘲あざ笑わらう。

　その顔に降り続いていた雨が弱まり、とうとう止やむ。

　同時にゼウルも笑い止み、顎あごをしゃくり上げた。

「喜べ反逆者ども。罪をその命で贖あがなう前に、お前等らに絶望をくれてやる」

　最後通つう牒ちようは一言だった。

　ゼウルが悠然と踵きびすを返す。背後の輅ロ機キのもとへと近づく。リヒトと想そう調ちようするつもりだ。

　ならばこちらも想調しなければ。左手の甲を浅く噛かみ切り、エトラの頬ほおに手を添える。

「行くぞ。お前をこれからも不幸にしてやる」

「ええ、行きましょう。私達の復ふく讐しゆうの道が、末永く不幸である為ために」

　間近からエトラの声がする。そこにエトラの顔がある。

　銀糸のごとく艶つややかな髪。透きとおるように白い肌。長い睫まつ毛げに守られた、灰色に光る大粒の瞳ひとみ。

　その灰かい瞳どうが閉ざされて、エトラがそっと背伸びする。

　──失ってなるものか。そう心中で唱えながら、少女の唇に唇を重ねた。

　互いを強く感じ合う。二人の想おもいを重ねていく。

　そしてエトラの姿が消えて、想調を果たした。

　想調している間はエトラの身は安全だ。だがそれでは足りない。

　足下に白しろ銀がねの輅機が横たわっている。エトラの愛機ウィンダムだ。

　終わらせない。手放さない。これを最期にしてなるものか。

　二人の未来を掴つかむべく、シリュウはウィンダムの約やく慕ぼ端末に唇を寄せ、想調する。





　　　　●






　体が地面に横たわっている。だがこれは自分の肉体ではない。

　氷雪のごとき白銀の機体。バレエダンサーを思わせる長身痩そう躯く。これまで何度も握ってきた、腰のパイロンに佩はいた大剣。

　エトラと想そう調ちようしたシリュウは今、ウィンダムとの二重想調を遂げていた。

　即座に崖がけの裏から這はい出る。全長九メートルの機体を立ち上がらせる。

　雨の止やんだ山肌に、黄金こがねの輅ロ機キが佇たたずんでいる。

　リヒトだ。魔皇国二代目皇帝、ゼウルの輅機だ。

　ウィンダムを駆るシリュウは、そのリヒトと対たい峙じした。

【お義に兄い様さま、血は戻っているのかしら】

【多少はな。だが惜しむ余裕も無い。魔法も神代の詩エク・セ・レスタも全力で頼む】

　短く念話を交わしつつ、即座に大剣を握って敵を見据える。

　先程はゼウルと剣で競って勝利した。だが剣の性能の差で勝利を拾っただけで、剣技そのものはやはりゼウルの方が上だった。

　剣の届く間合いならば、フィガロの系譜フイガロエルヴエにも負けるつもりはない。そんな自分が唯一剣で後れを取るのがこの義ぎ兄けいだ。

　だが反面、勝機が無い訳ではない。

【頼むぞエトラ。おそらく俺の剣は奴やつには及ばん。だがあのドミナスにどうにか対抗できた以上、魔力はウィンダムの方が凌りよう駕がしているはずだ】

【ええ。相手は第二世代。お義兄様と想調する私の魔力なら、きっと】

　ゼウルの神代の詩エク・セ・レスタは《絶・歓喜奏歌アン・デイ・フロイデ》。亜光速で高威力の荷電粒子砲を放つという、防御不能の術だ。

　しかし対抗策が皆無という訳ではない。《絶・神代詩歌アカシヤ・クロニクル》のように広範囲に亘わたって効果を及ぼすものではない。《絶・歓喜奏歌アン・デイ・フロイデ》が放たれた後から対処することは不可能だが、放たれる直前に射線上から回避できさえすればやり過ごせるはずだ。

　攻撃面ではエトラが、防御面では自分が鍵かぎとなる。どちらかが一度でもミスを犯せば、そこでウィンダムは両断されることだろう。

　だが相手はリヒトだ。ドミナスではない。

　辛うじてドミナスには勝利したが、それはエトラの《絶・昂翼魔女セヴンス・ヘヴン》が敵にとって初見だったからこそだ。まともに再戦することになれば、もはや勝機など皆無だ。

　そのドミナスと比べれば、リヒトが相手である以上、希望はあるのだ。

　ウィンダムを駆るシリュウは、ぐっと強く歯を食いしばり、右手の大剣を構えた。

「……ハ。随分とやる気のようだな、反逆者ども」

　リヒトを駆るゼウルが乾いた笑い声を上げる。

「お前等ら二人を分かつつもりだったが、とことん思いどおりにならねえ器だ。……だが、ならば今一度思い知らせてやろう。今お前等がその胸に抱く希望など、所しよ詮せんは泡沫うたかたの夢でしかないことをな」

　ゼウルの声音が変わる。リヒトが腰の大剣を抜く。

「回りくどい真ま似ねはもう終わりだ。半端な器同士が重なり合って離れぬというのなら、まとめて叩たたき割ってやろう」

　重く低い荘厳な声。敵機が言葉で凄すごんでくる。

　だが、屈してなるものか。

「そうはいくか。俺一人ならお前には敵かなわないかもしれん。だが俺おれはもう一人ではない。俺とエトラ、二人の居場所を掴つかむ為ために、ここでお前を凌りよう駕がする！」

「ほう、そうか。……フ。ヌハハ！　ヌハハハハハハハ！」

　更に敵機の雰囲気が変わる。外部スピーカーから哄こう笑しようを放つ。

「ならば復ふく讐しゆう者達よ！　絶望の果てに死に絶えるが良い──！」

　対たい峙じする輅ロ機キから怒号が轟とどろく。州境の山間に反響する。

　黄金こがねの巨人が蒼そう天てんを仰ぎ、そして今、高らかと歌声を響かせる。




「〈天聖フィグはかく語りき。陛きざむ漆黒、皇すめらぎの〉」




　な──？

　思わず絶句する。背筋が一瞬凍りつき、思考が遠のき白みかける。

　……違う。これはゼウルの神代の詩エク・セ・レスタではない。

　これは黄金の皇帝とは別の、一時間前にも聞いた歌。

「!?　〈御使いフィグはかく語りき。疾はやる白しろ銀がね、風かざ鳴なきの〉……っ！」

　咄とつ嗟さにエトラが反応する。唯一の対抗手段を練り上げていく。

　そんな共謀者の少女と同化したまま、ただ愕がく然ぜんと立ち尽くす。

「〈綾あや弦づるの鋭ときに瞬まばたいて、詠うたうは見まみえぬ御み神かみの託宣〉」

「〈衣けしの綻ほろびも天あま翔かけて、詠うは凪なぎ夜よに羽は搏ばたく翼〉」

　エトラの声が澄み渡る。青い美空へ舞い上がる。

　その声を叩き伏せるかのような、重く厳おごそかな敵機の歌声。

『〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を贄にえと捧ささげよ〉──！』

　二つの詠唱が同時に終わる。終しゆう焉えんをもたらす術式が整う。

　山河と天頂を貫いて、黄金と白銀の輅機が今、三度目の詩歌の競演を遂げる──。




「────《絶・神代詩歌アカシヤ・クロニクル》!!」

「《絶・昂翼魔女セヴンス・ヘヴン》────!!」




　実体無き左手が凍りつく。刹せつ那なに血液を奪われる。

　その血液を代償に、ウィンダムの背中に広大な翼が凛りん然ぜんと生え、その身を抱くように覆い隠す。

　光が失うせる。音が失せる。母胎に抱かれる胎児のように、絶対的な安寧に包まれる。

　だがその真ま白しろき広大な消滅の翼が、やがて幻のように消え失せて。

　そして、敵機の神代の詩エク・セ・レスタをやり過ごしたウィンダムは、再び外界にその身を曝さらした。

「ぐ……！」

　失血で更に意識が白む。だが歯を食いしばって敵機を睨にらむ。

　山肌に一機、黄金こがねの輅ロ機キが、厳然と佇たたずんでいた。

　……見誤った。つい先程まで、まんまと騙だまされてしまっていた。

　フィグの存在を明かした話。エトラを奪おうとした話。大局の為ためならば道理すらなげうつ、一いち途ずなまでの為政者としての姿勢。

　これらがゼウルの考え方と一致していた。だから分からなかった。不自然な動きも無かったので、なおのこと本物だと思い込んでしまった。

　だが分かっている。もう分かっている。

　眼前のこの輅機を駆っている敵は、ゼウルではない。

「……そうか。それが貴様の正体か」

　敵機を睨み付けて歯を食いしばる。

　復ふく讐しゆうを掲げて生き抜いてきた。ようやくそれを果たしたのでは──そう思っていた。

　だがまだだ。自分達はまだ報われていない。復讐はまだ、何一つ終わっていない。

　やはり死んでいなかったのだ、この仇きゆう敵てきは。

「貴様は、オルドネスか」

「フ！　ヌフフ！　ヌハハハハハハハ……！」

　対する敵が哄こう笑しようを上げる。その声はゼウルのものではない。

　幾度となく聞いてきた、重く低い荘厳な声。

「なるほど、かつて余はオルドネスであった。オルドネスの肉体の支配権を奪い──いや、オルドネスと想調し、フィガロ魔皇国初代皇帝オルドネスとして生きておった」

　声も口調もオルドネスのものだ。この十年、一度たりとも忘れ得なかった男のものだ。

　しかしその指摘を、敵が訂正する。

「だがそれはかつてのこと。今の余はゼウルだ。己等うぬらもウィンダムの視野を通じて見ておっただろう？　オルドネスの肉体は死んだ。余が自らの魔法で破壊した。ゆえにオルドネスと想そう調ちようしておった余が、爆発と同時に解き放たれた」

　あの時、オルドネスが自爆した。オルドネスの肉体が千々に弾はじけ飛んだ。

　それに紛れてこの敵は、その姿を外界に現していたのだ。

「直後、余は輸送機の操縦士と想調し、その肉体を支配して病室のゼウルのもとに辿たどり着いた。そして操縦士の肉体を捨ててゼウルと想調し、こうしてゼウルの肉体を支配したのだ」

　オルドネスはこの十年、別の存在に肉体を乗っ取られていたらしい。この敵が自らそう言った。

　それは、同化した肉体が死ねば中身も死ぬといった類たぐいのものではない。そしてそれは、未知の手段によるものでもない。

　それは自分とエトラが頻繁に繰り返してきたもの。同化中の相手の肉体が傷付こうが、たとえ相手の肉体が爆散しようが、その影響を一切受けない手段。

　想そう調ちようだ。

「余はオルドネスとして生きておった。だが余はオルドネスなどではない。余こそが魔皇国の真の始祖。余こそがフィガロの系譜フイガロエルヴエ全すべての魔力の源」

　かつて、この存在がオルドネスに宿った。

　そして十年前、この存在がオルドネスの肉体を奪った。

　この十年、腐り果てたこの国を支配していた真の絶対者が、荘厳な声で宣言する。

「────余は、大天使フィグだ」









　　　　第五章◆旅路の果てのエク・セ・レスタ






　生まれ出いでたばかりの頃ころ、余には自我というものが無かった。ただ本能のまま、生まれ出でた余の傍そばにいた知的生命体と想調し、宿主にした。

　想調と同時に余が宿主に与えた能力や技術は、この世界にとって極めて先進的であったらしい。余との共生を受け入れた宿主は、与えられた力によって目覚ましい躍進を遂げることとなる。小国の生まれであった宿主は、隣国に侵略されていた保護国を救い、保護国を母体としてその被保護国を全て併合して、フィガロ魔皇国を建国した。

　建国から十年ほどが経たった頃、余に変化が生じた。長年の想調により、宿主の精神をベースとした自我を獲得したのだ。

　輅ロ機キによってヨーロッパでの地位を確立していた宿主は、更なる飛躍を目もく論ろみ、領土を拡大する機をうかがっていた。

　他方、余は余で自らが未来永えい劫ごうこの身を脅かされないことを望んでいた。そしてやがて、余を害する敵が地上から完全にいなくなればそれが叶かなう、という結論に達した。

　──全世界を掌握する。余と宿主の野心は等しいものだった。ゆえに以後も余と宿主は共生し、大望への地盤を固めていった。

　両者の関係はいつまでも続くと思われた。しかしそうはならなかった。天意そのものと思おぼしき余と、一介の人間に過ぎぬ宿主には、越えがたき隔たりが存在していた。

　余と宿主とでは、流れる時の速さが違った。

　老いたのだ、宿主は。肉体よりも先に、宿主の精神が老いた。いつしか宿主の野心は薄れ、フィガロに従わぬ者どもを無数に残したまま、全世界の掌握という大望を捨てた。

　ゆえに十年前、その身を余が貰もらい受けた。

　余は宿主との共生をやめ、想そう調ちよう者である宿主の精神を封じた。

　これにて宿主──フィガロ魔皇国皇帝オルドネスの肉体は、完全に余のものとなった。

　しかしこの体もいずれは衰える。そこで余は、次なる余の器を選抜するシステムを構築した。戦功によって皇位継承順位を定めることと、優越種であるフィガロの系譜フイガロエルヴエ同士での無益な争いを禁ずることだ。

　次世代で最も優れた者を皇太子に定め、皇位継承と同時に余が新皇帝の肉体に宿る。こうすれば余は未来永えい劫ごう、フィガロ魔皇国の絶対的な皇帝として在れるのだ。

　確かに余から受け継がれる魔力は世代を重ねれば薄れる。余自身の血が薄れるからだ。孫世代ともなれば、魔力が有用な水準で受け継がれることもないだろう。

　しかし、余自身が次世代の皇帝の肉体に宿れば、その子供がまた戦力となる。これにより、魔皇国の戦力は再び補充されるのだ。

　さて。先程、前皇帝の器が死した。ゆえに余は次なる器に宿った。

　幼い頃ころよりその才を知らしめ、オルドネスの時よりも若い十二歳にして初陣を飾り、他たの追随を許さない圧巻の速さで多大なる戦功を積み立ててきた俊英。

　その器こそが、オルドネスの次世代の中で最も優れた皇子──ゼウルだ。





　　　　●






　州境の山の斜面。エトラと共にウィンダムを駆るシリュウに、フィグがオルドネスの肉体を奪った経緯を朗々と語った。

「かつては己等うぬらも器の候補であった。だが次なる器に宿った今、もはや候補など要らん。器としての価値を失った己等うぬらなど反乱分子に過ぎん。ゆえに、己等うぬらを唯一凌りよう駕がする余が、直々に叩たたき潰つぶしてくれる」

【く……っ】

　黄金こがね色の敵機と対たい峙じして、シリュウは苦く悶もんの念話を漏らす。

【確かにあれで死んだとも思えなかったがな。しかしここにきて、再び奴やつと首を獲とり合うことになったか……！】

【ええ。考えうる中で、最悪の状況ね……】

　一時間前の戦いではまだ突破口があった。エトラの神代の詩エク・セ・レスタのことについて、その存在すら敵が把握していなかったことだ。

　だがもう既に知られている。その効果も露呈している。相手の神代の詩エク・セ・レスタを掻かき消すだけでなく、周囲に生じた真空によって近づくものを引き寄せることまで知られている。

　そのうえ前回よりも状況が不利だ。こちらは最初から血液を消耗していたうえに、今の神代の詩エク・セ・レスタで更に消耗させられた。血液の残量を考えれば、長期戦など絶望的だ。

　切り札は既に切っている。手数の勝負では勝ち目が無い。

　そんな中で、こちらの戦い方に対策を立てられる相手と戦わなければならない。

「づ……!?」

　と、そこで一瞬意識が薄れて膝ひざをつきそうになった。

「小僧、どうやら先程の神代の詩エク・セ・レスタで己うぬの肉体も限界に達したようだな。だが心安らかにするが良い。半端な器ながら余に反意を抱いた己うぬを、余が自ら葬ってくれる……！」

【……くそ！】

　苦々しく歯を食いしばり、敵機を睨にらむ。

　父上を殺した男だ。母上を死に追いやった男だ。十年もの間、この腐り果てた国で自分を恥辱と加虐の餌え食じきにさせた張本人だ。

　だから討つ。討ち滅ぼして復ふく讐しゆうを遂げる。そしてこの国を作り替えて、自分とエトラの居場所を作る。

　そうしてやりたい。そうしなければ。だが勝機が無い。もはや付け入る隙すきも無い。

　だが、それでも。

【それでも、考えなければ……！】

　今後の展開を予想して、常に先回りして最善の手を打つ。ずっとそうして生きてきた。この十年をそうやって生き抜いて、薄氷の道を歩み抜いた果てに今の自分があるのだ。

　諦あきらめるな。考えろ。頭を働かせて剣を振るえ。

　たとえ今は勝機が無くとも、それが訪れることを信じ、最善を尽くして戦い抜け。

　そう自らを奮い立たせ、ぐ──と大剣を構える。

「ヌハハハハ……っ！　その意気、未いまだに萎なえぬか！　かつては余も己うぬのその信念に夢を抱いた。半年前に見まみえた時には、その成長ぶりに心を踊らされた。十年前に敢あえて生かした小僧が、次期皇帝の器となりつつあることが至高の幸福であった……！」

　哄こう笑しよう、哄笑、荘厳な声が山河に轟とどろく。フィグの高笑いが天にも迫る。

　そのフィグの駆るリヒトが、やがて大剣を構え直した。

「だが小僧、もう遅い。己うぬはゼウルには及ばなかった。既に余はゼウルの肉体を得た。新たなる皇帝の器は、このゼウルの肉体なのだ。……ぬ？」

　と、その時だ。不意にフィグが声を漏らした。ちょっとした異変が起きたのだ。

　フィグの駆るリヒトが大剣を握り損ね、大剣が地面に突き刺さった。

【────】

　何のことは無い。たったそれだけのことだった。

　だがそれだけのことで、シリュウとエトラは絶句する。

「まだ新たな肉体に少し馴な染じんでおらぬか。だが大事ない。それもこの一時限りのこと」

　地面に刺さる大剣を、リヒトが厳然と引き抜いた。

　黄金こがねの輅ロ機キが再び大剣を構える。幾分の隙すきも無いその立ち姿。

　だがそれでも、リヒトが剣を落としたことに絶句していた二人は。

【お義に兄い様さま、今のは……！】

【ああ。僅わずかとはいえ見えたぞ、勝機がな】

　そう二人で確信して、力強く念話を交わした。

「ヌフフ……！　さあ復ふく讐しゆう者達よ、末まつ期ごの祈りをささげるが良い。天意たる余がその身を無に帰きしてくれる──！」

　たしかに勝機は僅かに見えた。しかしフィグの優位は揺るがない。

　二代目の皇帝にその身を移した絶対者が、ゼウルの輅機リヒトを駆り、狂信者のごとく天を仰いで高らかと詠うたう。

「〈天聖フィグはかく語りき。陛きざむ漆黒、皇すめらぎの〉」

　歌が聞こえる。終しゆう焉えんをもらたす歌が。

　厳おごそかなるその調べは、フィガロの系譜フイガロエルヴエの最強魔法、神代の詩エク・セ・レスタ。

「〈綾あや弦づるの鋭ときに瞬まばたいて、詠うは見まみえぬ御み神かみの託宣〉」

　時間遅滞の神代の詩エク・セ・レスタが歌い上げられる。初代皇帝オルドネスの、いや大天使フィグ自身の神代の詩エク・セ・レスタだ。

　それを前にして、エトラが何も詠わない。

　唯一の対抗手段である消滅の神代の詩エク・セ・レスタを、白しろ銀がねの聖女は詠わない。

　シリュウもエトラも阻まない。座してその時を待つばかり。

　そんな戦地の真ん中で、フィグの歌が最終節に差し掛かる。

「〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を────！」




「────《鉛斜矢プロン・デクラ》ァ！」




　刹せつ那なに大喝。同時に魔法が発動。戦地の中央から神速の鉛の矢が飛び出す。しかし何も射い貫ぬくことなく彼方かなたの山さん麓ろくへと消えていく。

　だがその魔法の影響で、フィグの詠唱が途切れた。

「ぬう……っ!?」

　突然のことにフィグが呻うめく。あと一歩で神代の詩エク・セ・レスタの術式が整うはずだった。時間遅滞を発生させて、ウィンダムを確実に屠ほふれるはずだった。

　それを、あの魔法に阻まれてしまった。

「馬ば鹿かな……！　どういうことだ……!?」

　さすがにフィグが狼ろう狽ばいする。魔法を発動させたものを見つめてわななく。

　それはウィンダムの左手ではない。エトラは何もしなかった。もちろん乱入者がいた訳でもない。

　リヒトの左手だ。

　他ほかならぬフィグ自身の駆るリヒトから魔法が放たれ、その声がフィグの詠唱を阻んだ。

　そんなリヒトをウィンダムの中から見つめて、シリュウは仄ほの暗ぐらくほくそ笑む。

　────成った。

　この十年、常に最善を尽くしてきた。徒労になろうとも繰り返してきた。

　何度絶望しようとも、その絶望の中で歯を食いしばりながら、ひたすら前を見つめて走り続けてきた。

　そうして積み重ねた策の一つが今、たとえ小さくとも、こうして実を結ぼうとしている。

　ウィンダムの前にはリヒトがいる。神代の詩エク・セ・レスタを自ら阻止した黄金こがねの巨人が。

　しかしあれはフィグの仕業ではない。魔法を放ったのは、リヒトの本来の主だ。

　その相手に、シリュウは問い掛ける。

「自らの肉体の制御を取り戻せたようだな──ゼウル」

「な、ゼウルだと……!?」

　リヒトの外部スピーカーから声が漏れた。フィグのものだ。

　だが、その声の直後。

「──ああ。たまに、……少しだけっ、だがな！」

　普段は飄ひよう々ひようとしている声も、今はさすがに煩はん悶もんしている。

　だが間違いない。七年前からこの日まで何度も言葉を交わしてきた。

　親友にして義ぎ兄けい、そして今ではフィガロ魔皇国二代目皇帝の、ゼウルだ。

「まんまと肉体を支配されていたようだな。そいつがお前のもとに向かっていると言こと伝づてを頼んでいたはずだが？」

「うるせえ、一応聞いたよ……っ。つーかお前も、まんまと、騙されてただろが……！」

「伝わっていたのか。では乗っ取られる前に病室でそいつを仕留められなかったのか？」

「こっちは、瀕ひん死しの身だぞっ？　対抗のしようがっ、……無えよ！　だから、唯一こいつにっ、対抗できそうな、お前等らに任せようと！　わざとっ……乗っ取らせた！」

「また俺達に押し付けたのか。今日のお前は俺達をこき使いすぎだ」

「お互い……様だろ！」

　リヒトからゼウルの呻うめき声がする。

「違いないな」

　そのゼウルに、シリュウはウィンダムの肩を小さく竦すくめた。

「な……っ？　己等うぬらめ、一体どういうことだ!?」

　今度はフィグの声がする。さすがに混乱しているらしい。それも当然だ、フィグの知らない間に三人が示し合わせていたのだから。

　そんなフィグに、シリュウは答える。

「発端はオルドネスが自爆したことだ。そしてその自爆の後、輸送ヘリがゼウルのいるブルーク州の州都方面へと向かうのを見て、俺はオルドネスの正体に疑いを持った」

　確かにあの時オルドネスは追い詰められていた。だが、だからといってあの行動は理解できない。その身を犠牲にしておきながら反撃にすらならない、そんな自爆という選択など、到底理解できるものではない。

　ただ、自分は知っている。たとえ外側の肉体が傷付こうと、その中に同化している者は一切傷付かない魔法があることを。

　だから可能性の一つとして疑いを持った。

　オルドネスの肉体に、何者かが想そう調ちようしていたのではないだろうかと。

「そこで俺はエトラやゼウルと示し合わせる為ために、エトラにも話を聞かせながらゼウルのＰＣＤに電話を掛けた。するとゼウルの補佐官のセリナが応答したので、手術の麻酔からゼウルが目覚めたら俺の話を伝えてくれと頼んだ」

　セリナが反逆者である自分の頼みを聞いてくれる保証は無い。だから話がゼウルに伝わっているかどうかは確証が無かった。

　だがどうやら結局、セリナはゼウルに伝えてくれていたらしい。

「俺はこうと伝言を頼んだ。オルドネスの肉体を乗っ取っていた奴やつがそっちに向かったかもしれん。仕留められるなら仕留めてくれ。やむを得ず乗っ取られた場合、もし肉体の制御が少しでも取り戻せそうなら、右手を開いたり握ったりして合図を出してくれ──と」

「な……！」

　フィグが苦々しく声を上げる。リヒトのアイセンサーで睨にらんでくる。

　その眼まな差ざしを、シリュウはウィンダムで真っ向から受け止める。

「貴様がここに来た当初は、その物言いから貴様が本物のゼウルなのだと思っていた。しかし貴様はゼウルではなかった。そして貴様が剣を落とした時、俺とエトラは気付いた。あれはゼウルがやったのだと。ゼウルが右手を開き、合図を出したのだと」

　ゼウルから電話が掛かってきた段階では、ゼウルの正体は半信半疑だった。直接話をした時には、このゼウルは本物なのだと騙だまされてしまった。示し合わそうとした話も、結局セリナが伝えていないか、あるいはオルドネスの正体に関する自分の推察が勘違いだったのだと思っていた。

　フィグが正体を明かしてからは、このままゼウルの精神はフィグに封じられたままなのだと思っていた。あるいはやはり、セリナが何も伝えていないのだと思っていた。

　だがここに来て、ゼウルが合図を出してくれた。

「先程貴様に尋ねたな。貴様はオルドネスか、と。あれはハッタリだ」

「なんだと……!?　ならば既に、己うぬは……！」

「そうだ。貴様がゼウルではないと知った時には、既に悟っていた」

　この時に備えて敢あえてとぼけた。切り札として取っておいた。

　遂ついにその切り札を場に切った。もはやとぼける必要は無い。

　……貴様だ。貴様だ。全すべて貴様から始まった。

　俺の身に降り掛かったこの十年に及ぶ災厄。

　──その元凶が、貴様だ！

「言われるまでもなく悟っていたさ。貴様がオルドネスではなく、大天使フィグだとな」




　一時間前にシリュウが弄ろうした策とは、こうだ。

　オルドネスの自爆で大天使フィグが想そう調ちようしていたことを悟ったシリュウは、フィグの次の狙ねらいがゼウルの肉体だと気付いた。

　そこで、エトラにも話を聞かせながらゼウルのＰＣＤに電話を掛けた。そのＰＣＤに応答したのがセリナだったので、ゼウルへの伝言をセリナに頼んだ。

『フィグがそちらに向かったので仕留めてくれ。仕留められずに肉体を乗っ取られた場合、もしも肉体の制御が少しでも取り戻せるなら、右手で合図を送ってくれ』

　フィグが到着する前に目覚めたゼウルは、シリュウの言葉をセリナから伝え聞いた。そしてゼウルは、一命を取り留めたばかりの今の状態ではフィグに対抗する術すべが無いと考え、敢えてフィグに肉体を乗っ取らせた。

　その後、ゼウルの肉体を支配したフィグがシリュウ達の前に現れた。この時はシリュウもエトラも、このゼウルは本物なのだと騙だまされていた。その言動や思想がゼウルらしいものであり、かつ不自然な動きによる合図も無かったからだ。

　だがその実、ゼウルから電話が掛かってきた時には、相手の正体がフィグである可能性を疑って警戒していた。

　ゼウルを装って現れたフィグが二人に分断工作を働く。しかし騙されているとは気付かないまま、エトラがこれを撥はね付けて輅ロ機キ戦に突入する。

　その輅機戦の最さ中なか、僅わずかながら肉体の制御を取り戻したゼウルが、リヒトの大剣を落とすことで合図を出して──。

　こうして、今の状況に至っていた。




　まったく、とんだ十年だ。シリュウは敵機を見据えて心中で悪態をつく。

　大いなる力に振り回されてばかりだった。今日もゼウルやフィグの思惑に翻ほん弄ろうされた。

　だが今、絶対者の仇きゆう敵てきを策に嵌はめたことで、僅わずかとはいえ勝機を生んでみせた。

「ぬう。ヌフフ、ヌハハハハ……！　賢さかしらな真ま似ねをしおったな小僧！　天意たる余を謀たばかってみせたか！」

　対するフィグが、多少は歯は噛がみしつつもなお笑った。

　驚きはあっても焦りは無い。今も敵は勝利を確信している。

「第二世代で最も優れるゼウルなればこそ、僅かながらその肉体の自由を取り戻せておるのか。なるほど、オルドネスはただの人間であった。当然魔力など有しておらなんだ。だが人類で最も魔力に秀でるゼウルであれば、多少は抗あらがいもするか」

　リヒトの肩を大きく揺さぶり、威圧的にフィグが嗤わらった。

　そして決着をつけるべく、厳然と大剣を構える。

「詠唱すれば再びゼウルが表に出る隙すきもあろう。だが、ならば余は神代の詩エク・セ・レスタ抜きで戦うまで。小僧、己等うぬらは先程の神代の詩エク・セ・レスタでなおもその血を失った。今の己うぬの肉体では、もはや再び神代の詩エク・セ・レスタは使えまい。ならば多少ゼウルによる妨害があろうと、己等うぬらでは天意たる余には敵かなわん──！」

　黄金こがねの巨人が大喝する。州境の山間がぶるりと震える。

　大気が物理的にも引き締まった。

【来るわ、お義に兄い様さま！】

【ああ、行くぞエトラ！】

　エトラが左の拳こぶしを握る。シリュウは大剣を右手に構える。

　確かに血液の量は心こころ許もとない。それでも前に進むだけ。

　銀のウィンダムと金のリヒト。その両者が対たい峙じして──ウィンダムが疾駆！

「──《炎爆雹プロズ・グレル》！」

　すかさずフィグが発動。リヒトの左手から無数の炎の雹ひようが舞い上がり──降り注ぐ。

「《鉛防壁プロン・エズイド》！」

　寸前でエトラが障壁を展開。爆散する雹の飛来を阻む。だが相手の魔力が障壁を凌りよう駕がし、幾らか壁を突き破って襲い掛かってくる。

【うおおおおお──！】

　その爆炎の雨にウィンダムが突撃。雹が爆はぜる。爆音が轟とどろく。途端に爆煙に包まれる。

　だが爛ただれたのは頭部だけ。頭から飛び込むことで被弾する面積を最小限に抑え、その勢いのまま煙の塊を突き破る。

　その先にリヒトがいて──ウィンダムが白刃一いつ閃せん！

【ぐっ！】

　その一撃を大剣で防がれる。仕留めることはできなかった。

　だが構わない。一撃で届かないなら何度でも。

　仕留める手段はエトラにある。自分はとにかく、奴やつを間合いに収めることが重要だ。

【エトラ、頼むぞ──！】

【ええ。一度だけ、この距離にリヒトを──！】

　短く念話を交わす。それで確信する。

　大丈夫だ。狙ねらいは同じだ。同じ道を歩む二人は、今も同じ青写真を描いている。

　ならばやはり自分の役目は、この距離にリヒトを捉とらえておくことだ。

　だから大剣を全力で振る。更に連撃を畳み掛ける。だが。

「──《炎爆槌プロズ・マルト》！」

「くっ!?　《鉛防壁プロン・エズイド》……！」

【ぐううううううう!?】

　リヒトが連撃を掻かい潜くぐって魔法を発動。咄とつ嗟さにエトラが障壁を出す。だがそれを粉砕され、殺しきれなかった爆発に煽あおられてウィンダムが吹き飛ぶ。

　山肌に着地するウィンダム。そこへリヒトが追撃してくる。

「《鉛斜矢プロン・デクラ》！《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

【ちぃ……！】

　矢の雨を浴びせられる。歯は噛がみしながら地を転がって回避。その勢いで立ち上がる。

　敵の追撃が一いつ旦たん収まる。しかし両者の距離は離れてしまった。

　奴を間合いに収めたかった。しかし剣を防がれ、魔力に圧倒されてしまった。

「ヌフフ……！　復ふく讐しゆう者達よ、これが天意だ。神代の詩エク・セ・レスタの使えん今の己等うぬらには、天より遣わされた余には及ばん……！」

　厳然とフィグが言い放つ。絶対者ゆえの揺るぎなき自信。

　確かにそうだろう。血が少ない。味方も少ない。剣は届かず魔力でも敵かなわない。そんな自分達では隙すきでも衝つかない限り、この絶対者には敵うはずもない。

　だが。

【確かに及ばなかっただろうな、今までの俺達では】

【けれどもう、今の私達なら──！】

　そう念話を交わし、二人は勝利を確信する。

　先程も神代の詩エク・セ・レスタを使わされた。本来あの時に血が枯渇し、打ち止めになるはずだった。

　──だが、今の二人なら、もう一度だけ使うことができる。

　心が通じ合うほど魔力は高まる。魔力が高まれば血液の消耗も抑えられる。

　今までの二人なら前回で枯渇していた。だがあと一度だけ、今なら使えるのだ。

　大天使フィグよ。確かに今も貴様の魔力には及ばないだろう。決して貴様のように魔法を湯水のごとく使える訳ではない。

　だが、あと一度だ。

　今の俺達はあと一度、貴様に神代の詩エク・セ・レスタを叩たたきつけられるのだ。

　──だから！

「うおおおおぉおおぉぉお──！」

　シリュウは再び全力で疾駆。地を蹴けり風を切って敵機に迫る。

　捉とらえるのだ。捉えるのだ。奴やつをあの翼の間合いに。

「特攻か小僧！　ならば死ぬが良い！《炎爆雹プロズ・グレル》！」

　迫る最さ中なかにリヒトが発動。炎の雹ひようが天へと舞い上がる。後は地へと降り注ぐだけ。

　このままではやられる。無防備であの弾幕に突撃すれば耐え切れない。だが防いでいては奴に近づけない。

　だから──征ゆく！

【エトラ！】

「──《風爆槌ヴアン・マルト》ォォォ！」

　刹せつ那なにエトラが足下に魔法を発動。大気が激しく爆はぜる。

　かつてもやったことだ。ディーヴァのアンセムと戦った時もこうやって加速した。

　その爆風に煽あおられてウィンダムが前へ爆ぜ飛び──炎の雹を掻かい潜くぐる。

「ぬう──!?」

　咄とつ嗟さのことにフィグが唸うなる。思わず一歩後ずさる。

　だが遅い。そのフィグの駆るリヒトに──大剣一いつ閃せん！

　ッ──！　甲高い金切音。二振りの大剣が打ち合う。渾こん身しんの一撃を防がれた。

　だが構わない。間合いに捉えている。

　貴様に叩きこむのは剣ではなく、神代の詩エク・セ・レスタだ──！

【エトラ、俺達の復ふく讐しゆうを終わらせよう】

【ええお義に兄い様さま。そして二人、新たなる道を共に歩んでいきましょう】

　先程、自分達は選択を迫られた。あの天気雨の中で二人の未来を決めた。

　自分はエトラを求めて、エトラは自分を選んでくれた。

　二つの心が重なり合った。二つの魂が惹ひかれ合った。

　だからもう、敗れはしない。

「貴様が全すべての魔力の源だろうと、俺達は────俺達の想おもいは、負けない！」

　スィグアの負け犬が大喝する。あとは少女に全てを託す。

　長年の想いを詰め込んで、白しろ銀がねの聖女が今、高らかと終しゆう焉えんの歌を詠うたい上げる。




「〈穢けがれし聖女は今語りき。疾はやる白銀、風かざ鳴なきの〉」




　ぬうう……!?　堪たまらずフィグが低く唸うなる。咄とつ嗟さに距離を取ろうとする。

　逃がすか。逃がすか。逃がすものか。シリュウは連撃で食い止める。




「〈衣けしの綻ほろびも天あま翔かけて、詠うたうは凪なぎ夜よに羽は搏ばたく翼〉」




《鉛長槍プロン・ランス》──！　連撃を掻かい潜くぐりフィグが発動。槍やりがウィンダムの首を狙ねらう。

　それをエトラから任された左手の裏うら拳けんで、ゼウルのようにパリングする。




「〈此こ処こな憑より代しろと相見あいまみえ、己おのが所業の讐むくいを受けよ〉──！」




　聖女が奏でる最終楽章。復ふく讐しゆうの歌の術式が整う。

　シリュウの血液を贄にえとして、エトラの神代の詩エク・セ・レスタが今、美しく厳おごそかに響き渡る。




「《絶・昂翼魔女セヴンス・ヘヴン》────!!」




　白。

　世界がただ、穢れ無き純白に包まれる。

　白しろ銀がねの巨人の華きや奢しやな背に、天をも覆う翼が生える。

　宙を舞う羽根は天鵞絨ビロードのごとく、真ま白しろの光を仄ほのかに纏まとう。

　美空と見み紛まがう広大さで、翼が見る間に昂たかぶっていく。

　悪魔が天使の名を騙かたる。悪意を天意と触れ回る。

　だが、これこそが天に住まう者の翼。

　魔を名乗ろうと、穢れを称しようと、この真白き翼こそ天使の翼。

「ぬう──」

　黄金こがねの巨人がそれを見上げる。大天使を騙る者が立ち尽くし、畏い怖ふの声を漏らす。

　その罪深き者を包み込むように、その両翼が左右からリヒトに迫って。

　──そしてそのまま、大いなる翼が、リヒトを飲み干して消滅させた。




　実体無き左腕の血液が一瞬にして消え失うせる。その衝撃に心臓が止まりそうになる。

　だがまだだ。ウィンダムを駆るシリュウは視界が白むことに抗あらがい、懸命に目を凝らす。

　翼がリヒトを消滅させた。その翼も消え失せていく。

　刹せつ那な、リヒトと想そう調ちようしていたゼウルの肉体が外界に放り出される。

　逃がすか──！　エトラから一時的に預けられたウィンダムの左腕をすかさず伸ばす。

　そして、フィグを宿したゼウルの肉体を、ウィンダムの左手で掴つかんだ。

【ぐ……っ？】

【お義に兄い様さま!?】

　そこで一瞬意識が飛んで膝ひざをつく。さすがに血を失いすぎた。

　途端に視界が切り替わる。肉体が実体を取り戻してその足で大地に立つ。直後に眼前に少女が姿を現す。

　エトラだ。シリュウの血液を消耗させないよう、エトラが想そう調ちようを全すべて解いた。

　しかしまだ全てが終わった訳ではない。シリュウは腰の剣を抜きながら呻うめく。

「……すまない。だが遂ついにここまで来たのだ。あとは耐えてみせる。だからお前は、奴やつを逃がさないよう、ウィンダムと想調を……っ」

「ええ……！」

　エトラが固唾かたずを呑のんで頷うなずき、ウィンダムに唇を寄せて想調する。

　そしてシリュウは、ウィンダムの左手に拘束されたゼウルの肉体を鋭く見据えた。

「シリュウ。俺を殺して、フィグが飛び出したところを仕留めろ」

　ゼウルの肉体がそう促してきた。

　だが判然としない。これはゼウル本人の言葉なのか、それともフィグの言葉なのか。

　……いや、どちらの言葉であっても、やることは同じだ。

　そう思い、シリュウはウィンダムと想調するエトラに告げる。

「ゼウルを俺の前に下ろしてくれ。俺がゼウルを斬きる。その瞬間に飛び出すフィグを逃がさないよう、ウィンダムの魔法で仕留めてくれ」

「……ええ」

　少し何かを言いたげな間を置いてから、それでも凛りんとエトラが答えた。

　ゼウルはもう何も言わない。ウィンダムの手に握られたまま、そっと瞼まぶたを閉じる。

　そのゼウルの肉体を握ったまま、ウィンダムがゼウルを山肌に立たせる。

　──今度こそ、これで終わりだ。

　シリュウはゼウルに歩み寄り、正対する。

　そして、かつてゼウルから託されたその剣を構えた。

　これでもう、相手を斬りつけるまでは数瞬も必要ない。

　シリュウが剣を構えたことを確認すると、確実に魔法でフィグを仕留めるべく、ウィンダムがゼウルから左手を離した。

　全て整った。あとはその首を斬り落とすだけ。

　シリュウは剣を一度少し後方に引いてから、狙ねらいを定めて全力で──薙なぐ。

「──ヌハハハハ！」













　だがその斬ざん撃げきの始動と同時だ。突如として眼前で異変が起きた。

　────黒い小人だ。全身が闇やみのように黒い小人。それが突然現れて顔に迫ってくる。

　刹せつ那なに察した。フィグだ。ゼウルの肉体が死ぬよりも先に想そう調ちようを解いて飛び出し、シリュウと想調して肉体を乗っ取ろうとしている。

　しかし察したところでもう遅い。エトラは虚を衝つかれて反応できていない。シリュウももはや斬撃の軌道を修正することなどできない。

　──だが元より、修正する必要など、最初から無い。

「な……っ!?」

　肉迫するフィグが目を剥むいた。斬撃の軌道に気付いたのだろう。

　シリュウの薙なぐ白刃は最初から、ゼウルの肉体ではなく、その肉体から飛び出してくるであろうフィグこそを捉とらえていた。

　──ああそうだろう。貴様はそうするしかないだろう。座して待っていればゼウルの肉体から引きずり出されて仕留められてしまう。だからこそ貴様は、こちらの想定より一瞬早くゼウルの肉体から飛び出し、別の肉体を乗っ取ろうとするだろう。

　だが自分は最初からそれを見越していた。それを見越したうえで、この身を餌に貴様をゼウルから飛び出させたのだ。

　だから終わりだ……！　貴様との因縁など、これで全すべて終わりだ！

　薙ぎ始めた剣を、シリュウはそのまま全力で振り抜き、

「俺を贄にえとして────亡き滅べえええっ!!」

　水平に一条、剣けん閃せんが走った。

「がは……っ」

　眼前でフィグが目を剥き出す。激しく顔を歪ゆがめて悶もん絶ぜつする。

　両者の唇が触れ合う寸前、フィグが苦く悶もんの表情で上下に両断される。

　それきりだ。永遠の安寧を得るべく世界征服を目もく論ろんだそれは、その身を二分されて。

　そして、絶命した。





　　　　●






　一時は雨が降っていた州境の空も、今では青々と晴れ渡っていた。

　この十年間を生み出した元凶との戦いが、ようやく終わった。シリュウの眼前にはもう仇きゆう敵てきはいない。その骸むくろが野の晒ざらしで横たわっているだけだ。

「……今度こそ終わったのね、お義に兄い様さま」

　気付けば隣にエトラがいた。ウィンダムとの想調を解いたらしい。

「ああ。……過去のことについてはもう、片が付いた」

　そう呟つぶやいて、シリュウは仇きゆう敵てきの骸むくろとは少し離れた地面を見やる。

　最たる復ふく讐しゆうは終わった。だから今は、二人のこれからのことを考えなければならない。

　視線の先の地面では、魔皇国の二代目の皇帝が、呼吸を荒らげて横たわっていた。

　ゼウルは重傷を負って手術を受けたばかりだった。その体をフィグに好きに使われたせいで、更にダメージを負ってしまっているのだろう。

　そのゼウルがしばらく呼吸を整えてから、こうと促してきた。

「……今のうちだシリュウ。俺が回復して反逆者のお前等らを追う前に、俺を殺せ」

　さすがに目を見開いた。だがそれに構わず、ゼウルが続ける。

「……フィグが俺のフリをして、俺に娶めとられるならエトラだけは許すとか言ってただろ。奴やつにとってはお前等を引き離す為ための方便だったんだろうが、正直あれ、俺が考えてたことと同じだ。反逆者のシリュウを見逃す訳にはいかねえ。エトラも魔皇国の繁栄に尽くさねえのなら捨て置けねえ。その正当性が無えし、そこまで情けをかけるつもりも無え」

　仰向けの親友が、じっと空を見上げている。

「……それが、皇帝になるお前の判断か」

「ああ。お前を踏み台にして俺が強くなるか、あるいはお前等二人の力が俺よりも強いか。あの絶対者を討つにはそれしか無かった。……猶予があれば他ほかの道も見つかったかもしれねえ。だが奴がお前等を始末すると決めた以上、もう猶予なんざ無かった」

　虚空に向けて、声が淡々と紡ぎ出されていく。

「お前等と協力しようものなら奴も俺の叛はん意いに気付く。たとえお前等が奴に敗れようが、俺の叛意さえ隠しおおせたなら、次の機会という可能性を残すことができる。……失敗は許されねえ。絶対に果たさなきゃならねえことだった。俺とお前のどっちかが犠牲になる以外、この国には道が無くなっちまった」

　禿はげ上がった山肌には鳥も獣もいない。何の鳴き声も聞こえてこない。

　ただ、ゼウルの声だけが、静けさに浮かび上がっている。

「シリュウ＝スィグア。お前はフィガロを滅ぼし、フィガロごと全すべてを背負うつもりなんだろ？　それがお前の復讐なんだろ？　だったら今、殺しておけ」

　他人事のように、乾いた笑みを交えながら再び促してきた。

　殺すと告げてくる。殺せと促してくる。相反しているようだが、そこに偽りは無い。

　この男がただ、魔皇国五億の民の皇帝であり、同時に自分の親友であるというだけだ。

「……分かった」

　対するシリュウは、静かに頷うなずいた。

「お義に兄い様さま……？」

　本当にそれで構わないのか──エトラが言外にそう尋ねてくる。

　だがそれには何も答えず、横たわるゼウルに歩み寄った。

　居場所が必要だ。今の二人には居場所が無い。それを得るべく、魔皇国を自分が背負わなければならない。

　その為ためには、皇帝をのさばらせておく訳にはいかない。

　ゼウルは一切抵抗しない。どこか飄ひよう々ひようと空を見上げるばかりだ。

　そんなゼウルを、無言で見据える。

　ひっつめただけの短めの金髪。大抵はへらへらと緩んでいる口。よそ見ばかりをしているようで、非情なまでにひたすら未来を見据える碧へき眼がん。

　今日はまんまと利用された。代わりに今は協力させた。

　そして七年前。スィグアの負け犬の復ふく讐しゆう心を知りながら、生き抜く力を与えてくれた。

　その親友を、討つ。腐り果てたこの国を作り替える。

　今、その時が来た。

「…………っ」

　一度強く歯は噛がみする。呼び覚まされそうになった七年前の記憶を振り払う。

　そしてシリュウは、ゼウルの首に狙ねらいを定め、剣を振り上げた。

「行くぞ、ゼウル」

「ああ」

　最期の言葉を交わし終えた。後はこの剣を振り下ろすだけ。

　この国を滅ぼす。全すべてを背負って居場所を掴つかみ取る。

　その為にシリュウは、振り上げた剣を渾こん身しんの力で──振り下ろした。

　………………。

　もう、誰だれも動かない。州境の山岳地帯には、ただ陽ひ射ざしが降り注ぐばかり。

　一陣の風が吹き抜ける。その後は音が失うせる。誰もが口を閉ざし、言葉を切っている。

　だが、剣はゼウルの首の寸前で止まったまま、何も斬きれずにいた。

「っ……！」

　顔を歪ゆがめて歯を食いしばる。斬らなければ。この男を斬らなければ何も掴めない。

　そう思う。分かっている。分かっているのだが、しかし……っ。

　分かっているくせに殺せない。この男だけは殺せない。

　かつて自分はただの負け犬だった。無知で無力なガキだった。

　そんな自分に生き抜く為の力を与えてくれたのは、この男なのだ。

「甘ったれんな。お前はこれから、王になるんだろうが……！」

　不意にゼウルが声を荒らげた。

「新皇帝の俺がこの国を立て直すか、反逆者のお前等らがこの国を一度壊したうえで作り直すか。フィグがお前等を始末すると決めた時から、この国の未来は二つに一つなんだよ。俺かお前か、生き残った方が導いていくしかねえんだよ……！」

　……！　鋭利な眼まな差ざしと言葉がぶつけられる。その強さに一瞬体が強こわ張ばる。

　だが分かっている。ゼウルの言うとおりだ。

　それこそが、自分の背負うべきものだ。

「俺の皇帝という地位を簒さん奪だつしろ。それ以外にお前等らには居場所は無え。反逆者が居場所を得るには革命を成し遂げるしかねえ。だってのに本気で殺さねえつもりか」

　ゼウルが畳み掛けてくる。その声音が強くなっていく。

　親友が目を剥むき問とい質ただす。

「答えろ、シリュウ＝スィグア！」

「────！」

　身が震えた。だがその声だ。ゼウルの大喝に刺激を受けて脳が覚かく醒せいしていく。

　血が足りずにどこかぼやけていた意識が、本来の姿を取り戻していく。

　エトラがこちらを見つめている。聖女で、女め狐ぎつねで、普通の少女だ。

　同じ宿願を抱いてきた。そしてこれからも共に生きる。

　その為ために今、自分には、──やらなければならないことがある。

「よく考えろシリュウ。全すべてがうまくいく手段なんて願ったところで見つからねえんだ。お前等が共にこれからを生きるには、俺の居場所にお前が収まるしかねえんだよ……！」

「……ああ、そうだ。お前の言うとおりだ」

　願ったところで何も掴つかめない。全てを掴むには、道は一つしかない。

　今、ゼウルが言ったとおりだ。

「だから、よく考える」

　そう、それこそが今やらなければならないこと。そして今までも繰り返してきたこと。

　──どうするのかを、考えること。

　だからシリュウは考える。ゼウルを殺さずにエトラと共に生きていくこと。それを実現させる為に、全力で策を考える。

　フィガロ人にもガリンシャのような者達がいる。悪あしき民もいるが、善き民も確かに存在する。だからもう魔皇国を背負う覚悟はできている。ならばあとは何が必要だ？

　認めさせることだ。今後自分とエトラが魔皇国を背負って生きていくことを、皇帝ゼウルをはじめとする魔皇国そのものに、認めさせなければならない。それが無いからこそ、ゼウルの皇帝の地位を奪う以外に居場所が得られないのだ。

　だから認めさせる。その為に必要になってくるものがある。正当性と実利だ。

　反逆したはずの自分達が魔皇国で真っ当に生きていけるような正当性。自分達を生かした方が魔皇国の為になるという実利。この二つを魔皇国に対して示す必要がある。それも時間が経たってからでは手遅れなので、今すぐにだ。

　やらなければならないことは分かった。あとはそれを実現するだけ。

　シリュウは更に考える。視野を大局的にして、広く現状を鑑かんがみる。

　考える、考える、考える。全身全霊をもって、ひたすら一心不乱に考え抜いて。

　──そして。

「エトラ。お前の人生を、俺に預けてくれ」

　シリュウはエトラに向き直り、唐突にそう告げた。

　エトラが一瞬目を丸くした。だがすぐに、凛りん然ぜんと微笑ほほえむ。

「今更よ、バカ。半年前からそうしてきたもの」

　そのとおりだ。二人はこの半年間、互いに互いを預け合って生きてきた。

　それをこれからも続けていく為ための策を、ようやく見つけ出した。

　二人の居場所を確保し、ゼウルとも敵対せず、魔皇国をも背負って生きる。

　そんな未来を掴つかむべく、シリュウはゼウルに向き直り、敢然と策略を回答する。

「皇帝ゼウル、前皇帝オルドネスがフィグに乗っ取られていたことを公表しろ。そして俺とエトラを魔皇国の守り手であると認定して、イリスカヤ連邦との戦線に今すぐ向かえと勅命を下せ。じきに連邦軍が必ず攻めてくる。それを俺達が防いでみせる。俺がエトラと共に、魔皇国の皇族として国土を守る」

　自分達の反逆に正当性を持たせたうえで、自分達が魔皇国の優れた守り手であることを広く認め直させる。それがこの策の概略だ。

　先日のクーデターの結果、魔皇国はここ十年で最も戦力を低下させた。神代の詩エク・セ・レスタを使えるフィガロの系譜フイガロエルヴエも、オルドネスとゼウルとエトラとディーヴァのみになっていた。

　その四人も他国にとっては、今この瞬間は戦力ではないとみなされる状態にある。ディーヴァは別の地域で戦闘中なので転戦は望めない。オルドネスは死亡した。手負いのゼウルと反逆者のエトラは今、この地で交戦していると思われている。

　敵にとっては今が好機だ。前線には他ほかのフィガロの系譜フイガロエルヴエ達が配置されているが、この四人と比較すれば戦力として数段劣る。だから物量に秀でたイリスカヤ連邦は、まず間違いなく直ちに侵攻してくる。それをゼウルが迎え撃とうにも、手負いである以前に今は輅ロ機キが無い。

　そこで自分達だ。これから訪れる危機に際して、魔皇国の一員としてウィンダムで参戦し、魔皇国を守るのだ。そうすれば、魔皇国の全員に思い知らせることができる。──自分達と敵対するよりも、味方につけておいた方が有利だと。

　反逆者の自分達を受け入れさせるには正当性も必要だ。だがその正当性の獲得も、フィグがオルドネスを乗っ取っていたことを公表すれば不可能ではない。要するに、フィグによる不当な支配から魔皇国を解放したという形にするのだ。

　こうして体裁さえ整えておけば、魔皇国は自分達を受け入れざるを得ない。戦力が弱体化した今、自分達を味方につけられるという実利には逆らえない。

　その実利の実績を作るのは今でなければならない。反逆した直後の今、魔皇国に与くみして戦うことで、自分達がなおも魔皇国に尽くしているという実績を作るのだ。

　以上が、今の策略だ。

　それを告げたシリュウは、更に皇帝ゼウルに要求する。

「お前を装ったフィグが、今後は魔皇国も拡大路線をやめると言っていたな。奴やつのは方便だろうが、お前は本当にそのつもりなのだろう？　だがそれだけでなく、今後はフィガロ人が旧敗戦国の民を虐げることも断じて許すな」

　あの差別を残すことなど認めない。腐れ果てた国の悪あしき慣習だ。

　だがおそらくこの件は、ゼウルが皇帝になる以上は大丈夫だろう。

「そうすれば俺達は、魔皇国に忠誠を誓い、今後は魔皇国の為ために力を尽くす」

　最後にそうと告げて、シリュウはゼウルの首に迫らせていた剣を、腰に戻した。

　魔皇国は自分達を虐げた。だがその関係も今日限りだ。

　自分達を忌み嫌う魔皇国を、自分達の手で守る。

　──それが、これからの二人の復ふく讐しゆうだ。

「……俺を皇帝に据えたまま、お前等らも、この国を守る……？」

　ゼウルがこちらを見上げたまま、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　再びふと、陽ひの当たる山肌を風が通り過ぎていった。辺りにはざわめくような木々も無く、ただ風が細い声で鳴くばかりだ。

　ゼウルが無言で横たわっている。じっとこちらを見上げてくる。

　そして唐突に、屈託のない笑みを浮かべる。

「そうか。俺とお前が並び立てる道が、まだあるのか……！」

　ゼウルが快活に声を上げた。

　そして懐からＰＣＤを取り出し、通信を繋つないで告げる。

「セリナ。お前に昔、俺の夢物語を話したことがあったな。あの夢を、現実にするぞ」

『御意。殿下の──いいえ、陛下の仰せのままに』

　ＰＣＤから女性の抑揚の無い声が聞こえた。

　ゼウルがセリナにシリュウ達を連れて連邦との前線に向かうように命じる。するとその直後、数キロ先の尾根に停泊していた輸送ヘリが飛び立った。

　そのヘリがこちらに迫ってきて、轟ごう音おんと暴風を撒まき散らしながら山肌に着陸する。

「な……？」

　突然のことにシリュウとエトラが絶句する。その二人が見つめる中、大型輸送ヘリのプロペラが止まり、扉が開いて少女が降りてくる。

　ＰＣＤをその手に持つ、亜麻色の髪をウォーターフォールにした少女。ゼウルの補佐官のセリナだ。この少女も輸送ヘリに同乗してきていたらしい。

　そのセリナがＰＣＤを仕舞い、戦場の三人を見やる。

「陛下、まずは病院へお運びします。例の夢物語についての説明はヘリのキャビンでお願いします。エトラはウィンダムを貨物室へ。陛下を病院へ送り届けた後、あなた達には私と共に連邦との前線に向かってもらいます。シリュウ、あなたはフィグの遺い骸がいを回収なさい。私はキャビンまで、陛下に肩をお貸しします」

　そう告げるなりセリナがゼウルに歩み寄り、立ち上がろうとするゼウルを支えた。

　一方、こちらとしては面めん喰くらったままだ。急な展開にまだ付いていけない。

「……夢物語だと？」

　眉まゆをひそめてぽつりと呟つぶやく。エトラも混乱した様子で立ち尽くすばかりだ。

「そう、夢物語。フィグの野郎の言葉を借りるなら新しい秩序だ。いや、実際のトコはかつての秩序と言った方が妥当かもな」

　そんな二人に、どうにか立ち上がったゼウルが屈託なく笑う。

　そして新たな皇帝は、自らが描く未来図について、こうと力強く宣言した。

「フィガロ魔皇国を解体して、侵略を開始した十年前の状態に国境線を戻す。当時の独立国を元に戻して、魔皇国建国時に併合した国も元に戻す。そしてヨーロッパ全土を、俺おれ等らフィガロの系譜フイガロエルヴエとお前とで守るんだよ」





　　　　●






　シリュウを反逆者として処刑し、エトラやディーヴァなどの姉妹を娶めとって、ゼウル一人で魔皇国を統べる。それがゼウルの描く未来図の第一候補だったらしい。

　もしスィグア州での一騎討ちでゼウルが勝てば、そのプランのつもりだった。シリュウに国家を背負うつもりが最後まで無かった場合も、シリュウを切り捨ててそのプランにするつもりだった。

　しかし一騎討ちではシリュウが勝ち、更にシリュウが国を背負う覚悟を決めた。そこでゼウルはシリュウと居場所を巡り、生き残った方に国を全すべてを背負わせようと考えた。

　だが今、双方が居場所を巡らずに並び立てる策をシリュウが打ち出したことで、かつて描いていた夢物語を実現させる下地が整ったらしい。

　ブルーク州の州都へと向かう輸送ヘリのキャビンで、ゼウルがシリュウにそのようなことを話してきた。

「要するに、フィガロ魔皇国を解体して、今まで併合してきた国を全て独立国に戻すってことだ。もちろん混乱はするだろうが、それもすぐに収まるはずだ。今の州境は昔の国境な訳だし、各州には統治議会があるから政治体系も現存のもので行ける。十年前の官僚の多くはまだどこかにいるはずだから、政治のノウハウも失われてねえ」

　ただ、王制だった国は既に王家を断絶させられている場合もある。だから王制だった国が王制に戻るか共和制になるかは、各国に委ゆだねるそうだ。

　しかしただ国境だけを戻せば良い訳ではない。この十年間で生まれた問題が残されている。フィガロ人が旧敗戦国人を虐げてきたことも、その一つだ。

　そこで、フィガロ人を旧エスノワ共和国に押し込めたうえで、旧敗戦国に対して三十年間鎖国するらしい。但し封じるのは人の流れだけで、物流は可能にするそうだ。なお、フィガロ人と他国人とで結婚した家庭については、第三国に受け入れ先を求めるらしい。

　期間を三十年と定めたのは、三十年で世代が一サイクルするからとのことだ。互いに直接は相手のことを知らない者同士で、一から関係を築いてもらうのだ。

「全世界への侵略に対する弁解としては、フィグの遺い骸がいを公開することも検討する。こいつに操られてたから突然侵略を始めてしまった──そう弁解するしかねえ」

　実際そのとおりでもあるだろう。しかしそれで他国が納得することは期待できない。今後は各地で報復の攻撃を受けることが予想される。

　その際に特に狙ねらわれやすいのが、併合されて魔皇国に組み込まれた旧敗戦国だ。報復なり抵抗なりが大義名分として掲げられるだろうが、実際には抗戦ではなく、新たな侵略戦争が逆方向から起きるだけだ。だから元凶であるはずの強国の旧エスノワは狙われず、弱い地域が他国の脅威に晒さらされることになる。

「それに対抗するべく、魔皇国と併合された国の間で軍事同盟を結ぶ。フィガロの系譜フイガロエルヴエとその輅ロ機キに限り、有事には今の魔皇国の全土に赴けるようにするんだ。それと、各国政府とフィガロの系譜フイガロエルヴエ各人の当事者間で合意に至れば、軍事顧問としてフィガロの系譜フイガロエルヴエと輅機をその国に常駐させられるようにする」

　元々フィガロの系譜フイガロエルヴエの第二世代には旧敗戦国の血筋の者も多い。エトラもその一人だ。だからその者と旧敗戦国とでうまく折り合いがつけられるなら、軍事顧問というシステムの実現も不可能ではないはず。それがゼウルの見解だ。

「国が分かれようが、今の国民全すべてを責任をもって守る。それが俺おれ等らフィガロの系譜フイガロエルヴエの償いであり、強者としての責任だ」

　フィガロの系譜フイガロエルヴエを代表して、ゼウルがそう宣言した。

　ただ、これでは第二世代が衰えた時に外敵から国を守る手段が無くなってしまう。そこでこれからは他国同様、戦略兵器の開発を始めるとのことだ。この開発については鎖国から除外し、軍事同盟国全体で取り組ませるらしい。

　そんな構想を、皇帝ゼウルが打ち明けた。




　輸送ヘリのキャビンには、プロペラ音が盛大に響いていた。

　キャビンの両側面には座席が据え付けられていて、その一方にシリュウはエトラと並んで座っている。二人の対面の席では、セリナが姿勢よく座っている。

　そしてそのセリナの隣で、ゼウルが横たわりながらシリュウを見上げていた。

「今の構想の実現は勅命だ。他ほかのフィガロの系譜フイガロエルヴエやフィガロ人にも黙って従ってもらう。ま、逆らう奴やつなんざいねえだろうがな。オルドネス亡き今、武力じゃ俺とエトラが傑出してる。連中も自分の身を守るには、もはや俺おれ等らの武力は不可欠だ」

「そうか。──ああ、そうなのか」

　確かめるように、何度かゆっくり頷うなずいた。

　フィガロ魔皇国という国家があった。その圧倒的な軍事力に屈し、祖国は滅亡してしまった。

　その魔皇国が今、シリュウ＝スィグアという力に支えられようとしている。

「魔皇国は弱体化した。俺一人で背負う覚悟こそしてたが、現実的には俺だけじゃ守りきれねえ。お前等にも守ってもらわなきゃ、もうフィガロ人は生きていけねえ。お前の啖たん呵かどおりになるぞ。連中はお前等を恨みながら、お前等に感謝せざるを得ない」

　所しよ詮せんは悪行だ。いかなる理由があろうと、一国を滅亡させることなど大罪でしかない。

　そんなことは分かっている。分かりながらこの十年間、ただそれを叶かなえるべく、ひたすら歯を食いしばって生き抜いてきた。

　そして──今。

「お前等のフィガロへの復ふく讐しゆうは、こうして果たされる」

　フィガロ魔皇国の皇帝が、そう宣言した。

　ああ、ようやく──。

　実感は湧わかない。ただそんな言葉が心中で漏れる。胸の奥底に溜たまっていた靄もやが、呼気と一緒に体外へと抜け出ていく。

「そう。ようやく、そうなのね──」

　何かを噛かみしめるように、エトラが呟つぶやいた。

　左手に何かが触れてくる。いつの間にか、エトラが手を握ってきている。

　それをシリュウは、そっと握り返した。

　気付けば景色が変わっていた。眼下には山岳や草原ではなく、人工的な街が広がっている。ブルーク州の州都の上空に辿たどり着いたのだ。

　ここも今は魔皇国の土地だ。

　だがもうすぐ、また生まれ変わっていく。

「スィグア王国もアメア公国も、ヨーロッパ大陸の中じゃ北寄りの国だ。お前等はこれから、俺が治める旧エスノワよりも北で暮らすことになるだろう」

　横たわるゼウルが、なおもこちらを見上げてくる。

「フィガロ魔皇国はこれで解体。とはいえ今なお輅ロ機キっつー軍事力は強大だ。国防を考えると地政学的に、地中海沿岸国は旧エスノワとの結びつきを強くせざるを得ない。その俺おれ等らとバランスを取る為ために、それ以外の国々はお前等が治める国を宗主国としてまとまるはずだ。だからこれからのヨーロッパは、南北に色分けされて、隣り合うことになる」

　なるほど、そうなるのかもしれない。今は魔皇国という一つの国だ。だがいずれその南部はゼウルの国が、北部は自分達の国が、それぞれ中核を担うことになる。

　これより両者の国が並び立つ。他国からのヨーロッパへの脅威に対して、互いに守り合うことになる。

「シリュウ、七年前にお前に言ったよな。俺が全すべてを統べる覇者となった時、俺の隣に並び立ち、俺を戒める一振りの剣となれ──と」

　そう呟つぶやいて、ゼウルが自らの左胸に触れる。

　そこは、フィガロの系譜フイガロエルヴエの捧ほう貢ぐが取り込まれる場所だ。

「やっぱりあの賭かけは、俺の勝ちだ」

　宝の地図を見つけた子供のように、ゼウルが屈託なく笑う。

「……阿あ呆ほう」

　ただ一言、窓の外に視線を逸そらしながら、七年来の親友に答えた。

　ヘリが少し高度を下げた。病院のヘリポートに近づきつつあるのだろう。

　ブルーク州の大地が迫る。風に煽あおられたのか、一度機体が横滑りする。この辺りも低地が多く、海から風が吹き込んでくるらしい。

　そんなブルーク州の北に隣接するのが、同じく海風の強い祖国スィグアだ。

　今日、十年ぶりに踏んだ祖国は、自分の知らない姿をしていた。

「だが、お前の隣に並び立てるかはまだ分からんな。スィグアは俺を必要としていない。……俺ももう、スィグアの民を父上と母上の民とは思えない」

　北ヨーロッパを担おうにも、今の自分には地盤となる国が無い。スィグアには居場所など無く、こちらもあの地に戻る気など湧わいてこない。

　だがゼウルが首を横に振って笑う。

「そういやお前がまともにスィグア人と会うのは今日が初めてか。じゃあ、もうちょい連中のことをよく見てやれ。今日あの場にいたのは罪人だ。それも処刑した方が世の為になるほどのクソッタレどもだ。集まってた観衆も、そいつらの仲間の連中だ」

「……では、あれは一部の例外に過ぎないということか？」

「あー、どうだろな。……ま、正直総領事を務めたこの半年間、他ほかの州とは別の厄介さがあったのは事実だが」

　だがな、とゼウルが言い聞かせるように告げてくる。

「確かにスィグア人には不道徳な連中が多いように思う。だが、お前がスィグア人を勝手に善人だと思い込んでたことが愚かなように、勝手に悪人だと思い込むのも愚かだ。お前がスィグア人について判断するのは、連中のことをもっと知ってからにしろ」

「……そうか」

　諭されはしたが、さすがに消化不良だ。それでも一応納得はしておいた。

　横になっていたゼウルが身を起こし、窓の外を見下ろす。

　近代的な高層ビル群に、歴史を感じさせるレンガ造りの家屋。澄み渡る空の陽ひ射ざしを浴びて、州都の街並みが美しく映えている。

「これからだよ、全部。スィグアもアメアもフィガロも、そして俺おれ等ら自身も。色々間違えて。取り返しのつかねえこともやりまくって。償いきれねえような罪を背負い込んで。それでも生きてる限り、俺等は常に、これからだ」

　この地もかつて戦火に見舞われた。王が殺され国が滅びた。長い歴史の流れの中で、何度も何度も悲劇が起きた。

　だがそれでもまた、こうして街は蘇よみがえっている。

「革命者は総じて大罪人だ。だが大罪を犯した革命者は、革命を果たした瞬間に王になる。俺は王としてフィガロ人を守り、かつて踏みにじった旧敗戦国の連中を守る」

　自らを諭すようにゼウルが言った。

　そしてゼウルが、こちらを見つめる。

「だからお前等も王として、旧敗戦国の連中と、そしてフィガロ人を守っていけ」

　真まっ直すぐで強い、眼まな差ざしと言葉。

　それを前にして、シリュウは対抗するように見つめ返す。

「ああ。それがこれからの、俺達の復ふく讐しゆうだ」

　ぐ、と強くエトラの手を握る。

　エトラがゆっくりと頷うなずいて、その手をそっと握り返してきた。

　病院の上に辿たどり着いた。ヘリが一度ホバリングして、ゆっくりと降下していく。

　ゼウルとはもう、ここまでだ。

「まずは行ってきてくれシリュウ。そして戻ったら、俺の隣に並び立て」

「ああ。託された剣の分くらいは働いてやるさ」

　ヘリがヘリポートに着陸した。ゼウルが傷付いた体を押し、堂々たる姿で降りていく。

　その広く大きな背中は既に、一国を統べる皇帝のそれだった。

「行くぞ、エトラ」

「ええ、お義に兄い様さま」

　連邦との前線にはセリナの輅ロ機キも必要だ。一度基地へと向かうべく、シリュウとエトラを乗せたヘリが舞い上がる。

　鉛色だった空は、その眩まぶしさに目を細めるほど、どこまでも青々と澄み渡っていた。









　　　　終章






　二十世紀後半、とある大国が世界を震しん撼かんさせた。皇族だけに備わる魔法という異能や、世界唯一の魔導兵機輅ロ機キを有するその国は、その圧倒的な軍事力を背景に他国を侵略し、ヨーロッパのほぼ全土と北アフリカを支配するに至った。

　だが統一暦一九九九年。その国に滅ぼされた亡国の王子と姫が、復ふく讐しゆうを胸に誓って共に立ち上がり──。

　そして今、フィガロ魔皇国の滅亡から、一ヶ月が経過していた。




　かつてはフィガロ魔皇国ブルーク州だったこの地も、今ではブルーク王国という名前に戻っていた。

　この国には首都の中心と郊外に一つずつ王宮がある。中心部にある豪ごう奢しやな王宮は迎賓用で、国賓が訪れない時期には一般公開されている。

　一方、郊外の王宮は王家の居城だ。華美な装飾は特に無く、一般公開もされていないが、その庭園の写真を採用した絵葉書は観光客に人気となっている。

　ベゴニアの庭園だ。赤や黄や白といった色とりどりの花が敷き詰められ、まるで絨じゆう毯たんかのように鮮やかに咲き誇っている。

　そんな庭園を眼下に臨むテラスで、シリュウはエトラにふと尋ねる。

「そういえば責めないのだな。あの時俺はゼウルを殺せなかったというのに」

「その方がお義に兄い様さまらしいもの。基本的に非情なくせに、恩を受けた相手には甲か斐い甲が斐いしいのよ。あの人だけでなく、私に対してもね」

　くすりとエトラがいたずらっぽく微笑ほほえむ。

「そうだったのか。……どこまでも犬なのだな、俺は」

　少し傷付きながら、シリュウはエトラが淹いれてくれた紅茶を口に含んだ。

　ブルーク王国は、シリュウとエトラの祖国それぞれと隣り合っている。数世紀前にはその三国で一つの都市同盟を形成する時代もあった。

　そのブルーク王国で今、二人は共に、王として生きている。

　フィガロ魔皇国が解体された時、結局スィグアは王制を捨てて共和国となった。だからシリュウは数日の間、エトラのいるアメア公国に身を寄せていた。

　だが二人がいつまでも小国のアメアにいるのは都合が悪い。南北に色分けされたヨーロッパにおいて、二人がいる国は事実上の北の宗主国になるからだ。

　アメア公国の国力では、さすがに宗主国には相応ふさわしくない。そこで二人を迎え入れることに名乗りを上げたのが、中堅国家のブルーク王国だ。

　スィグアとアメアの両国と関係の深いこの国が、かつてのブルーク王家を断絶させられていたこともあり、スィグア王家とアメア公家から一人ずつ迎え入れて王位に就かせた。王が二人という異例の国家となったが、片方を王にするのは隣国に序列を付けることになって都合が悪いので、このような体制になったらしい。

　この一ヶ月、二人は公務であちこちを飛び回っていた。国内の政治は議会に任せているので平気なのだが、北ヨーロッパ各国の取りまとめに奔走していたのだ。

　そんな中、ようやく一日の休暇ができたので、今はこうして二人きりで紅茶を堪たん能のうしている。

　ベゴニアの庭園を眺めながら紅茶を嚥えん下かする。甘味や苦味と共に、仄ほのかな香りがシリュウの鼻を通り抜けていった。

「それにしても、王が二人というのはまずくないのか？　国が二つに割れる原因になりそうなものだが」

　これもふと気になったので尋ねてみた。

　するとエトラが少し目を伏せ、その白い頬ほおを朱に染める。

「その、おそらく、いずれ解決されるものと想定してのことだと思うわ。私達が想そう調ちようすることは公になっているもの。そして、想調するということはもちろん……約やく慕ぼをしていることも、知られているということよ」

「そ、そうか。約慕をな」

　互いに言葉がぎこちなくなった。……そういえば確かに、約慕のことも知られているのだったな。

　だがやはり分からない。約慕したことと王が二人いることに、何の関係があるのだ？

「ええ。だから、私達が王位に就くことを認めた時点で……その。王家がいずれ一つに収束されることに関して、暗黙の了解を得たと思っているのではないかしら」

「ん？　王家が一つに？　俺かお前のどちらかが王位を捨てるということか？」

「え？」

　唐突にエトラが目を丸くした。……いや、驚かれても困るんだが。

「……もしかして、それを分からずに王位に就いたのかしら」

「悪かったな、あいにく政治には疎い。いざとなればお前に譲るつもりではいたが」

「な──？」

　エトラがあんぐりと口を開けた。

　そしてゆっくりと盛大に溜ため息いきをついて、少し唇を尖とがらせる。

「……お義に兄い様さま。この国がどういう青写真で私達を王にしたのか、きちんと自力で正解に辿たどり着きなさい」

「それも王としての務めか？」

「男としての務めよ、バカ」

「……余計に分からん。とりあえず、お前はそれが何なのかを分かったうえで了解しているということか？」

「知らないわよ、バカ……！」

　珍しく声を荒らげて怒られた。……いや、困る。

　参った。やはり女の扱いというものは難しい。一国を滅ぼすのと同等だ。

　だが思う。自分達は長年の宿願を遂ついに叶かなえた。フィガロ魔皇国を滅亡させたのだ。

　ならばこういったことも、いずれは。

「すまない。今は分からない。だがいずれ辿たどり着いてみせることをお前に誓おう」

　エトラを真まっ直すぐ見つめ、真しん摯しにそう告げる。

「……約束よ、お義に兄い様さま」

　再び頬ほおを染めながら、エトラがそっぽを向いて呟つぶやいた。

　不意に風が強く舞い上がった。この国もスィグアと同じで潮風が吹く。

　その潮の匂においと共に、ベゴニアの香りも漂ってきた。

「綺き麗れいな国ね」

　風に揺れる銀の髪を、エトラが形の良い耳に掛けた。

　空は今日も澄み渡っていた。陽ひ射ざしを浴びながら揺れるベゴニアを眺め、エトラが眩まぶしそうに瞳ひとみを細めている。

「ああ。──綺麗だ」

　どこか敬けい虔けんな想おもいで、その眩しさに目を奪われた。

　長い道程を歩んできた。ようやく宿願を成就させた。

　多くのものを踏みにじられた。多くのものを踏みにじった。この身を罪にまみれさせ、そうしてここまで辿り着いた。

　しかしまだ、終わりではない。

「全すべてを失った時、俺は復ふく讐しゆうを誓った。復讐を完遂すればそこで終わるつもりだった。だが俺はまた、失いたくないものを見つけた」

　最期の時はまだ先だ。こうして鼓動は続いている。

　激しい鼓動に促されて、シリュウはエトラの手を握る。

「お前を失わないよう、俺はお前と共に生きていく」

「ええお義兄様。この道をずっと、二人で」

　その手をそっと握り返し、エトラが凛りんと微笑ほほえみ掛ける。

　風が少女の髪を撫なで、銀に輝く遥はるかな空へ、高く高く舞い上がった。





《完》
















　　　【あとがき】






　そんな訳で『穢けがれ聖者のエク・セ・レスタ』、クライマックスの第三巻です。

　本作を生み出す過程で何なに気げに困ったのが、「ＰＲで使うかもしれないのでキャラ名などのアルファベット表記を教えてください」という依頼が来たことです。というのも、当初は何語圏なのかを意識せずに固有名詞を決めていたもので。たとえば『スィグア』という名詞は私の出身地である『滋賀』をいじったものだったりします。

　その滋賀県に、『竜王』と『虎とら姫ひめ』という地名があります。特に隣接している訳でもない二つの土地ですが、竜と虎、王と姫、といった具合に微妙に対ついになっている感じが気に入ってまして、本作の王子様主人公とお姫様ヒロインの名前の元にさせてもらいました。

『シリュウ王子』と『エトラ姫』ということです。そういう理由で名付けられた二人ですが、振り返ってみると割とそれぞれに馴な染じんでいたように感じます。単なる作者の贔ひい屓き目めなのかもしれませんが、もし読者の皆様にもそう感じていただけていたなら幸いです。




　祖国を奪った仇きゆう敵てきの統べる国で、懸命に手を取り合いながら復ふく讐しゆうに生きた少年と少女。そんなシリュウとエトラの物語も、これで無事に完結となりました。結末までお付き合いくださってありがとうございます。あとがきから先に読んでいらっしゃる方は、どうか最後までお付き合いください。

　ならびに、本作を共に作ってくださった皆様にも感謝を。minoa先生、素敵なイラストをありがとうございます。先生のイラストからインスピレーションが湧わいて続刊で生まれたシーンが幾つもありました。言うことを聞かない作者の面倒を見てくださる担当両氏、いつもありがとうございます。お二人のアドバイスが無ければ、完結どころか一巻刊行すら難しかったでしょう。他ほかにも本当に多くの方々に支えられてのデビュー作でした。皆様、本当にありがとうございます。




　次回作は未定ですが、大なり小なり本作ほどヘビーではないものにするつもりでおります。無事に刊行となりましたら、どうかまたお付き合いください。
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